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序
埼玉県は大小河川の集中する地域で､かって何度となく洪水による大きな被害を受け

てまいりました｡また､さきの阪神 ･淡路大震災における被災地の惨状や､各地で繰 り

返される集中豪雨の被害を目のあた りにして､防災意識も大きく変化し､大規模災害対

策の必要性が改めて認識されてまいりました｡

本県では､近年の開発に伴い､予想される災害も複雑､多様化しております｡このよ

うな現状を踏まえ､県民の安全を確保するため､広域的な災害活動拠点としての防災基

地の整備が進められております｡その一環として､災害時に活用できるよう県立高等学

校に耐震化を施し､また､防災拠点としての整備も施して､災害に強いまちづくりが進

められているところです｡

県立川越高等学校体育館の改築もその一端でありますが､高校の敷地が史跡川越城跡

地内であることは周知の事実であります｡

これらの遺跡の取 り扱いについては､埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課が各関係

機関と慎重に協議を重ねた結果､やむを得ず記録保存の措置を講ずることになり､当事

業団が埼玉県教育局管理部財務課の委託を受け､発掘調査を実施することとなりました｡

その結果､従来不明であった戦国時代末の堀跡や掘立柱建物跡などの川越城築城当時

の様子､江戸時代に改築された時の堀割や､古地図で未確認の堀跡が発見されるなど､

まさに ｢小江戸｣と呼ばれた川越城の往時の姿が明らかにされてまいりました｡

その成果をまとめたものが､本書であります｡本書が埋蔵文化財の保護､教育普及､

学術研究の資料として広く活用していただければ幸いであります｡

本書の刊行にあたり､発掘調査に関する諸調整に御尽力いただきました埼玉県教育局

生涯学習部文化財保護課をはじめ､埼玉県教育局管理部財務課､さらに､川越市教育委

員会､川越市立博物館､桶川市教育委員会､ならびに地元関係者各位に厚く御礼申し上

げます｡

平成13年 9月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長 中 野 健 一



例
1.本書は､埼玉県川越市内に所在する川越城跡の第

9次､第12次､及び桶川市に所在する小在家Ⅱ遺跡

の発掘調査報告書である｡

2.遺跡の略称と代表地番､および発掘調査届に対す

る指示通知は､以下の通りである｡

･川越城跡 (KWGEJ)

埼玉県川越市郭町2-6他

平成9年8月6日付け教文第2-97号

平成10年4月28日付け教文第2-15号

･小在家Ⅱ遺跡 (KZIK)

埼玉県桶川市川田谷1531-2

昭和56年11月24日付け委保第5の2239号

3.発掘調査は､県立川越高等学校体育館及び図書館

改築工事､県立桶川西高等学校建築工事に伴う事前

調査であり､埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課

の調整のもと､埼玉県教育局管理部財務課の委託を

受け､財団法人埼玉県噺家文化財調査事業団が実施

した｡

委託事業者

埼玉県教育局管理部財務課

受託事業者

(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団

埼玉県大里郡大里ホ豚き木台4-4-1

4.本事業は､第Ⅰ章の組織により実施した｡

5.発掘調査は､次の者が次の期間で実施した｡

･川越城跡

第9次調査 金子直行 佐々木陸策

平成9年8月1日～平成9年11月10日

第12次調査 金子直行 若松良一

平成10年4月1日～平成10年5月20日

平成10年7月21日～平成10年8月31日

二ニー

l:::コ

･小在家Ⅱ遺跡

谷井彪 金子直行 樋口誠司

昭和56年11月20-昭和56年12月25日

6.整理 ･報告書作成作業は､大谷徹が平成11年1月

4日～平成11年3月31日､金子直行が平成13年5月

14日～平成13年11月30日の期間で実施した｡

7.遺跡の基準点測量は､川越城跡を株式会社大官測

技､小在家Ⅱ遺跡を中央航業株式会社が行った｡

8.発掘調査における写真撮影は､各担当者が行い､

遺物写真の撮影は大庭道則､野中仁､金子直行が行

った｡また､巻頭写真の一部を小川忠博氏に委託し

た｡

9.出土品の整理および実測､図版の作成は､旧石器

を西井幸雄が､轟旺史土器､古代､中･近世の土器､

須恵器､陶磁器､石器類を金子直行､山田洋子が､

金属器を瀧瀬芳之が､瓦を大谷徹がそれぞれ行った｡

10.本書の執筆はⅠ-1を埼玉県教育局生涯学習部文

化財保護課が､Ⅳ-3を大谷徹､Ⅳ-4を佐々木健

策､それ以外を金子が行った｡

ll.本書の編集は､金子が担当した｡

12.本書に掲載した資料は平成1嫡羊度以降､埼玉県立

埋蔵文化財センターが管哩･保管する｡

13.本書の作成にあたり以下の機関 ･諸氏からご教

示 ･ご指導を賜った｡記して､感謝の意を表します｡

(敬称略)

川越市教育委員会 城近憲一 田中 信 天ヶ嶋岳

川越市立博物館 岡田賢治

桶川市教育貞会 書上元博 関根 訪

浅野晴樹 栗岡真理子 小林康幸 成田涼子

橋口定志 堀内秀樹



凡
1.本書挿図中におけるⅩ･Yの座標数値は､国土標

準平面直角座標第Ⅸ系 (原点北緯36度00分00秒､東

経139度50分00秒)に基づく各座標値を示す｡また､

各挿図における方位は､すべて座標北を表す｡

2.遺跡におけるグリッドの設置は､国家標準直角座

標に基づいて設置しており､10mxlOmの方眼であ

る｡なお､小在家遺跡のグリッドは､3mx6mの

変則グリッドを設定している｡

3.グリッドの名称は､川越城跡､小在家Ⅱ遺跡とも

北西杭を基準として､東西方向西から東-1～､南

北方向北5ゝら南-Aへ と番号を付けている.

4.挿図の縮尺は､各図版中に指示した｡全体図等ほ

縮尺率の異なるものも使用している｡

遺物

須恵器･土師器杯実測図 ---･･--1/3

須恵器･土師樹 rJ図 -･･--=-1/4

陶磁器碗･皿 -I.･.･･･-･･･--･･･-.･1/3

陶磁券整･瓦器 ---- --- ----1/4

古銭拓本 -------------1/2

鉄器実測図 ----------･-･-1/3

経文土器拓本 ･石器 -- ------1/3

⊂=;≡;こ] 例

須恵器拓本 -- ･･- ･････--･･

･-･･-･･1/45. 遺構の表記記号
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1 発掘調査に至る経過

埼玉県では､｢環境優先 ･生活重視｣､｢埼玉の新し

いくにづくり｣を基本理念として､豊かな彩の国づく

りを推進するため､種々の政策を講じている｡阪神 ･

淡路大震災の教訓を生かすため､まち･安全彩の国構

想の⊥環として､災害時に高齢者や障害者が優先的に

避難できるよう､県立高等学校を利用した防災拠点の

整備を積極的に進めている｡

また､県立高等学校の教育施設を建設 ･改修 ･改築

し､学習環境を改善するなどの施策も行われている｡

県立高等学校に計画された防災拠点施設整備事業

や､図書館施設整備事業及び県立桶川西高等学校建設

事業もその一つである｡

県教育局虫匪学習部文化財保護課では､このような

施策の推進と文化財の保護について､従前から関係部

局との事前協議を重ね､整備を図ってきたところであ

る｡

防災拠点施設整備事業については､平成8年3月26

日付け教財第995号で､図書館施設整備事業について

は､平成9年12月5日付け教財625号で､桶川西高等

学校建設事業についても財務課長より事業予定地内に

おける埋蔵文化財の所在及び取扱いについて照会があ

った｡

文化財保護課では､確認調査を実施した上で､それ

ぞれ平成8年7月2日付け教文478号､平成10年1月

19日付け教文第1338a号等で川越娩跡及び小在家Ⅱ遺

跡の取扱いについて次のように回答した｡

1 埋蔵文化財の所在

工事予定地内には以下の埋蔵文化財包蔵地が所在す

る｡

名 称 (NQ) 種 別 時 代 所

在 地川 越 城 跡(NQ19-089) 城 館 跡 縄 文奈 良平 妄戦 国江 戸 川越

市郭町2-6小在家 Ⅱ遺跡 集 落 跡

縄 文 桶川市川田谷(Na15-053) 古 墳 小在家

1531-2他2 取扱い上記の埋蔵文化財

包蔵地は､現状保存することが望ましいが､事業計画

上やむを得ず環状を変更する場合は､事前に文化財保護

法第57条の3の規定に基づく文化庁長官への発掘通知を提出し､記録保存のた

めの発掘調査を実施すること｡発掘調査について

は､実施機関である財団法人埋蔵文化財調査事業団と

財務課及び文化財保護課の三者により調査方法､期間

､経費などを中心に協議が行われた｡その結果､川越

城跡については､平成9年8月1日から同11月10日及び平成

10年7月21日から同8月31日までの期間で実施

し､小在家Ⅱ遺跡については､昭和56*11月20から12月2

5日まで実施することとなった｡埼玉県知事から文化

財保護法第57条の3の規定による埋蔵文化財発掘通

知が提出され､調査に先立ち､第57条1項の規定によ

る発掘調査届が､財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業

団理事長から提出された｡発掘調査にかかる通知は

以下のとおりである｡･川越城平成9年
8月6日付け 教文第2-97号平成10年4月28日付け 教文

第2-15号･小在家Ⅱ遺跡昭和56年11月24日付け
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川越城跡

2 発掘調査･報告書作成の経過

(1)発掘調査

川越城跡の調査は､第9次調査が平成9年8月1日

から11月10日､第12次調査が平成10年4月1日から5

月12日､平成10年7月21日から8月31日までの期間で､

都合3回に分けて行った｡

第9次調査区は面積が最も大きく､8月初旬に表土

を除去したが､体育館本体部分に基経工事の撹乱が著

しく､壊沸状態であるのが発覚した.従って､本体以

外での新設工事部分が対象となった｡体制を整えて､

8月の中旬からトレンチ調査に入るが､正門に近い調

査区の西側では､台地の肩部を造成する形で､戦国時

代末以降の整地面が何面も確認された｡中でも原著な

整地面3面を鍵層として調査を進め､大きくは遺跡全

体を2面に分けて調査を開始した｡17世紀末から18世

紀前葉と思われる整地面の下に多くの遺構が検出さ

れ､掘立柱建物跡数棟を含む建物跡群が検出された｡

また､この整地面にパックされるように､廃棄遺構(ゴ

ミ穴)が検出され､多量の陶磁器と､瓦が出土した｡

9月から10月にかけて遺構の細部を整地面に合わせな

がら調査を進め､掘立柱建物跡の柱穴を含め､ピット

1000余基､土塊多数､溝､堀跡を検出､確認した｡ll

月初旬に､図面作成を終え､中旬までに写真撮影を終

了して､調査を終了した｡

第12次調査区の前半調査は､旧図書館の南側に当た

る部分､後半は図書館本体に当たる部分で､いずれも

調査区内において堀跡の肩部が確認された｡調査区内

は台地の肩部に当たり､奈良･平安時代の住居跡が検

出され､台地上においてほ､第9次調査よりもやや古

い中世末段階の遺構が多く検出されている｡前半部分､

後半部分とも撹乱を受けている部分が多く､全体像を

明らかにし得ない部分も多かった｡8月の中旬までに

遺構の実測を終え､下旬に写真撮影を終了させて､調

査を完了した｡

小在家Il遺跡の発泥調査は､昭和56年11月20日から
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昭和56年12月25日までの約1ヶ月間で実施した｡11月

初旬､重機による表土除去後､渡り廊下部分より調査

を開始する｡渡り廊下部分は面積も少なく､遺構も少

ないため､調査終了後､図面作成を完了する｡本体部

分の調査は､校舎を取り巻いたL字形を皇するため､

校舎の前に当たる北側部分を先に調査する｡撹乱をか

なり受けているが､東西方向に走る溝と､クランク部

分に掘立柱建物跡を2軒検出する｡掘立柱建物跡は柱

穴数も多く､雑然としていたが､それぞれ半裁して土

層の堆積状態を確認した結果､およそ､2棟が何回か

立て直されて存在していた可能性が掴めた｡その後､

校舎の西側を調査したが､土塊が散在するものの､遺

構の密度は低くなってきた｡12月の中旬以降に調査を

終了し､実測図を作成した｡霜が強く､遺構の清掃に

難航したが､12月下旬に写真撮影を完了して､誼査を

完了した｡

(2)整理 ･報告書作成

川越城跡の整理作業は平成11年1月4日から3月31

日までと､平成13年5月14日から11月30日までの期間

で実施した｡/J項;家Ⅱ遺跡は平成13年度の川越城跡の

整理と合わせて実施した｡

5月中旬から第12次調査の遺跡出土遺物の水洗 ･注

記を行い､同時に現場の平面図･写真の整理を行った｡

遺物の復元は､小在家Ⅱ遺跡も合わせて､5月中旬か

ら7月にかけて､接合などの作業と同時進行した｡復

元された遺物は､順次図化を行い､8月末にはトレー

スなどの墨入れを行った｡図面頬も5月から9月にか

けて整理を行い､図面､遺物合わせて9月中には図版

組を終了させ､同時に原稿執筆も開始した｡9月の下

旬には遺物の写真撮影を行い､10月初旬には報告書の

害附けを終了させた｡原稿は､9月の中旬より執筆を

開始し､10月の下旬に終了させた｡報告書は､11月初

旬より校正を開始し､下旬までに校正を終え､11月末

日に印刷を終了して､刊行した｡



3 発掘調査､整理 ･報告書刊行の組織

主体者 財団法人 埼玉県唖筑文化財調査事業団

(1)発掘調査(昭和56年度)

理 事 長

副 理 事 長

常 務 理 事

(管理部)

管 理 部 長

主 任

主 事

主 事
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庶 務 課 長
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主

主
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長滝美智子
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江田 和美
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菊池 久

(調査部)

理 事 兼 調 査 部 長
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(平成10)水村 孝行

浅野 晴樹

金子 直行

(平成10)若松 良一

(平成9)佐 木々陛策

(2)整理作業(平成10､13年度)

理 事 長

副 理 事 長

常務理事兼管理部長

(管理部)

専門調査員兼経理課長

庶 務 課 長

管 理 幹

主

主

主

主

主

主

査

任

任

任

任

任

(資料部 ･調査部)

資 料 部 長
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(平成13)金子 直行

(平成10)大谷 徹
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1 川越城の立地と環境
川越城(1)は､東武東上線川越駅の]臼ヒ東約2knの

地点に当たり､川越市郭町2-6番地他に所在する｡

川越市は武蔵野台地の北縁に当たる川越台地､秩父

山地から北東-連なる扇状地性の入間台地､入間川が

形成した肥沃なす輔等地からなり､北方向に突出した台

地縁辺部を新河岸川が取り囲む様に流下する｡川越城

は､この北に張り出した標高15-16m前後の仙波台地

と呼ばれる､武蔵野台地北東端のほぼ先端部東側に位

置している｡

川越市を取り囲むこれらの地形的条件は､埼玉県の

地形に大きく影響されたもので､荒川より以西の地形

的条件と合致する｡埼玉県は西北部の山地を源流とす

る河川が大きくは東流し､荒川との合流付近から商流

を開始する特徴があり､西が高く東が低い地形を呈し

ている｡

武蔵野台地と入間台地を分ける入間川は､外秩父山

地の妻坂峠付近に端を発し､やや南下しながら東流し

て､飯能市付近からやや北東-流路を変える｡さらに､

第 1図 川越城の位置図

川島町付近で越劃Hと合流し､商流を開始して荒川と

出合い､その氾濫源に広大な沖横地である荒川低地を

形成する｡

一方､突出した台地先端部を取 り巻く新河岸川は､

江戸時代から明治時代にかけて江戸と川越の舟運に供

されていたが､もとは狭山市付近に端を発し､武蔵野

台地縁辺部沿いに仙波台地を迂回して伊佐沼に流れ込

んでいた赤間川が､近代の河川改修で新河岸川と結ば

れたものである｡本来の新河岸川は仙波町滝ノ下付近

を水源としていたが､1638(寛永15)年の川越娩舞失復

興資材の運搬ため､城南側の低地部を流れる｢七つ釜｣

と呼ばれた湧水池を持つ遊女川と連結されて可航川と

なり､その後､赤間川と結ばれて今日の流路である新

河岸川となったものである｡遊女川自体も､川越奴の

外堀としての役割を果たしていたものと考えられてい

る｡新河岸川は､その後流下の途中で柳瀬川や黒目川

と合流し､やがて隅田川となって東京湾-注ぐが､河

川改修以前は和光市付近で荒川と合流していた｡

-



第 2図 川越城周辺の遺跡 (1)

.FW 一二ノW A LijiTu_1態､3ぜ

.7,,'7'17~-_a/A-

●●■t,tl -亮 qT/富 -I-_-_ '示: T.一生_.,:-. ...‥.. 看

濯 .一甘I.J ノ.,.:..UE訂 ... .

.石'1.鼠 澗 :;-.:.脊 jL ▲ _▲ー

I.J.-{Jヽ 一ケ香 ,葱 -:'7. -. 40
. ■一1:～+㌔(蓮 ..･_.i.. ..き! -:I tl -t t■,--. ･ ,Ln習 扇 ...L一

チ ∫ 一..i...1';:,I- % ∫盟汚7:≡ .I.17.: .′2品与 LI_A_- I _樋 i-一三L皇=.･■~.tT～ + J +L= - ヽ --_'=■̀■一､二●.I-.-LT3L85...7..' ノ■一}･::.1. 苧t,-:935箆 .-,I,.;5 ..i-

i=1垂 -;." A . Lt - べこb1こlit㍑ ●/.:,ノ..･riTT".fA,23 g 句 ..モ 誹 ......-.../ ,J'/ l :..,J ･L__._. t
､.7F.;=;i駐 壁㌔,三n ～-■■Ae帽 一票lClて .廿 ■:.:i :;..葛I.'i12!欝 葦ぎ■!L読 .塁 鞄 ='■/ i.丁 ..I.､ L-.-.I,.-1':1㌧:.I:ミP.-t'-ll.'1,.,′.i.:S _i.ー'-3 .:.:''∴十iiyi.7-克 -:.'..罪 .:g =署lit.こ:..I.一本 Ilir L lI_い.-I.I一~～†′ー＼ー_ ///i-～1ヽ●ー /I:..=_ら/ Ty ..i..:." !;蜜'--:T I.I.:3';.:.描■■● Ill:

(｡宗 町 ､幸iI..た1.. aTn..'&.'1､. ?_-.=!雪雲,-/ シ亡･.'■Y.村 .:I. ..＼~も抜 去 '/i,

' ヾ_ II■一 ■- ニー-.=J+ :.1 I'-や+▲.+Ir■t士:i ,..I;■ん蛋T ㌔ _2L.;112L与I.I--ll-J._-㌧ 高 i3:,V 3-3,.J-2覇.=..:.-l､.亮
円 .ri..l':'''!. _h Z 豊ゝ 田,蘇,I,｣ ,,つも昭 ≒戚

■. 苛意軍票堅塾I,ii. .,

.{琴 J -'... ∴1 ･..:A.,I...,...頭9望{】 . .b k:. -..～ .ヽ t◆l.l

r.I:tt.Zr';.'き,I:1°/㌧ye ′■ J● ■･..

x.～.-. 37J′ a .ヱ ど _芦1- ■.r.. Ei=一i'-.ヽ◆K '.I:I:,.節{.-JT (.. <p . ../I･.◆̀ p

.'''.I:-i:.J:I ,I.. ､r_.I.～.̂

'.+I∴掛ト

..I.LJI:.撃忍呆-■l''一'<う.I.>一対5'_.-;;::I.::35A ･-鞄 書尊 乱 I-A., t=′′一I

:.萩

.rf才局欺 熟 議 諺 簿 ,:′藤 野 磨 滅 一､こ.. 臥 .L-

.; _i.;...L1..,..:.I.-.:l耳.一一.3Bl.I.,l'.上.1-7-

妄__I-
l●一･tノーT一一卜LJU

LILI嗣 ､､巧.- r, 早･hg .

･;:.1､.-_.杉l良.'打.l' -.-.:蒜 ー→■●■■..-p=-.=!l●ヽ=.J】

rEIPt,
二日 ～_､昏r'.I

当.-.三節 .… lgr.i:'≡∴63',iE

･}̂ツ島島-I.mr､L



第 3図 川越城周辺の遺跡 (中･近世)
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川越城跡
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第1表 遺跡地名表

川越城跡周辺の遺跡

市町村 番号 遺 跡 名

時 代川越市 1

川越城2 多宝塔古墳 古墳

3 慈限堂古墳 古

墳4 小仙波堀

ノ内 中世5 小仙波貝塚 縄文

6 小仙波4丁目遺跡

縄文 .古墳 .奈良 .平安7 三変稲

荷神社古墳 古墳8 弁天西遺跡 古墳 .奈良 .平安 .中

世9 仙波古代集落遺跡 古墳 .奈良 .平安

10 弾正屋敷 中世

ll 弁天南遺跡

縄文 .古墳12 仙

波氏館 中世′13 氷川神社古

墳 古墳14 愛宕神社

古墳 古墳15

浅間神社古墳 古墳16 熊野神社西遺跡 古墳

.奈良 .平安17 岸町1-4号横穴墓 古

墳18 岸町の-横穴

古墳19 岸町山下の横穴 古墳

20 八雲神社古墳 古墳

21 漆谷遺跡 奈良 .平安

22 寺尾城

中世23 寺尾廃寺 縄文 .

平安24 河岸原遺跡 縄文 .平安

25 原遺跡 縄文

埼玉県の城飴

跡番号 遺 跡 名

1 川越城

2 河越

氏館3 大堀山

4 浅羽城

5 田波日

城6 竜

ノ谷城7

高取城8

岡部城9 リユウガイ城

10 大

河原城ll

岡城12 根古屋城

13 山口城

14 滝の城

15 難

波田氏館16 ′粕の城

17 戸田

城18

蕨城19 赤山城

番号 遺 跡 名20

戸塚城21 代山城22

寿能城23 伊奈氏館跡24

菅谷北城25 武城26

石戸城27 岩付城28 太

田陣屋29 江ヶ崎城

30 菖蒲城31

足利政氏館32 高野

城33 天神島城34 幸手城

35 東原城36

花崎城37 私市城

38 忍城 市町村

番号 遺 跡 名 時 代

26 河岸遺跡 縄文 .平安 .近世

27 寺尾貝塚 縄

文 .奈良 .平安28 後原寺側遺跡 縄文 .奈良 .平安

29 多成遺跡

縄文 .平安 .中世30 中原遺跡 縄文 .古墳

31 藤原町遺跡 縄文

32 稲荷町遺跡 縄文

33 藤原町西遺跡

縄文 .奈良 .平安34 吉田神社古墳 古墳

35 砂久保陣場 中世

36 山王塚古墳 古墳

37 南大塚古墳群

古墳38 水野屋敷 近世

39 月古屋敷 中世

40 今成屋敷 中

世41 南山田遺跡 弥生 .古墳

42 霞ヶ関遺跡 弥生 .

古墳43 河越氏館

中世44 浅間下遺跡 古墳 .平

安45 会下遺跡 古墳 .中世

46 登戸遺跡 弥生 .古

墳坂戸市 47 下小坂古墳群 古墳

48 天王山古墳群 古墳



川越城下は西､北､東側を新河岸川で､その外側を

入間川と荒川で圃まれる自然の要害としての地形を持

ち､新河岸川の舟運に恵まれ､江戸城の北の守りとし

て繁栄してきたが､川越城を含む台地周辺部には原始､

古代からの遺跡も多数存在している｡今回の調査でも､

旧石器時代､縄文時代､古墳時代､奈良･平安時代の

遺構遺物が発見されている｡

旧石器時代では明瞭な遺跡はないが､フレイク､製

品が単品で散見されている程度である｡

縄文時代では台地東綾部に存在する､早期末から前

期にかけての貝塚として著名な小仙波貝塚(5)や寺尾

貝塚(27)が存在する｡台地の縁辺部には､前期と後期

の海進に合わせるように､,Jイ山波4丁目遺跡(6)､弁

天南遺跡(ll)､河岸原遺跡(24)､原遺跡(25)､川岸遺

跡(26)､後原寺側遺跡(28)等の早期末から前期､中期､

後期の土器片を散布する遺跡が散見される｡特に､小

仙波4丁目遺跡では､前期黒浜式から諸磯a式にかけ

ての集落跡が調査され､第15号住居跡からは黒沢式古

段階の良好な土器群が出土している｡また､川越市の

南部地域となるが､藤原町地区の藤原町遺跡では中期

勝坂式から加曽利E式期にかけての集落跡が調査され

ており､住居跡24軒が検出されている｡後期では､老

袋地区の入間川河床から丸木舟が出土していることも

著名である｡小仙波4丁目遺跡では､称名寺式期の遺

構も検出されている｡

弥生時代は､現時点では遺跡の不毛地帯となるが､

現在埋没している入間川､荒川筋の自然堤防上に遺跡

の存在する可能性は極めて高いと言えよう｡

古墳時代では多宝塔古墳(2)､慈限堂古墳(3)､三

変稲荷神社古墳(7)､氷川神社古墳(13)､愛宕神社古

墳(14)､浅間神社古墳(15)等の古墳が存在する｡集落

跡では小仙波4丁目遺跡から､古墳時代前期と中期の

住居跡が発見されており､第12号住居跡からは-ケ目

を持つ壷､聾の他に､肩部に縄文を施す壷が伴ってい

る｡小仙波4丁目遺跡は古墳時代後期から奈良･平安

時代にかけての集落も調査されており､拠点的な複合

遺跡であることが理解される｡第3号住居跡からほ､

川越城跡

6世紀末葉に位置付けられる完形の須恵器-ソウが出

土している｡また､底部周辺-ラ削りを施す須恵苦杯

を持つ住居跡も検出されている｡

さらに､熊野神社西遺跡(16)では､古墳時代末から

奈良時代にかけての集落が調査されている｡奈良時代

から平安時代では､弁天西遺跡(8)で底部全面-ラ削

りを施す須恵等杯を持つ住居跡と､底部周辺-ラ削り

を施す須恵器杯を出土する住居跡等が調査されている｡

平安時代の終末以降､川越市を中心とした入間郡市

周辺は歴史の舞台として注目を浴びてくる｡川越周辺

と関係深い事項を抜粋してみる｡

律令制の衰退のもとで虻田収授制が解体し､荘園の

増大が図られてくると､国司達は任期終了後土着化し､

荘園を背景とした富と武力をもとに土豪として成長し

ていった｡935(承平5)年平将門の乱等を契機として

治安が乱れ始めると､各地で武士団が形成され､埼玉

県では秩父氏､足立氏､比企氏をはじめとする､武蔵

七党などの中小武士団が台頭してきた｡武士団たちは

平安時代末期から様々な紛争に巻き込まれながらも､

源平両氏のいずれかに就き所領を安堵されてきた｡

坂東八平氏である秩父氏からほ､畠山氏や河越氏が

出ており､河越氏は1180(治承4)年の源頼朝挙兵､関

東進出の際に頗朝側に就いた｡その後､有力御家人と

して活躍したが､1185(文治元)年河越童顔は源義経の

縁者という理由で領地を没収され失脚した｡また､頼

朝の死後､比企能員は1203(建仁2)年､畠山重患は

1205(元久2)年に､それぞれ謀反及びその疑いで討た

れるなど､有力御家人の台頭は抑えられてきた｡

1333(元弘3)年には､関東の武士を率いた足利尊氏

が上洛し､京都の六波羅探題を攻め､新田義貞が上野

で挙兵して鎌倉に攻め込み､幕府を滅ぼすなどの戦い

があり､武蔵武士たちは､幕府の御家人としてまたは

足利氏や新田氏に従い､敵味方に分かれて戦っていた｡

1335(建武2)年には､北条時行が鎌倉幕府の復興をか

けて蜂起し､新田氏と戦ってこれを破り､さらに南下

して女影原､小手指原などで足利直義軍を破 り､鎌倉

を攻略するが､足利尊氏によって討たれてしまう.

-il醐-



南北朝分裂後､優遇されてきた足利氏と新田氏の対

立は深まり､1338(暦応元)年尊氏が征夷大将軍となっ

て勢力を増すと､さらに直義との間にも兄弟抗争が激

化していった｡尊氏が1351(観応2)年に直義を討ち､

兄弟抗争は終わったが､以後､関東の争乱は激しくな

るばかりであった｡翌年の1352(観応3)年新田義興が

上野で挙兵し､足利直義に就いていた北武蔵の武士た

ちを従えて鎌倉に向かったが､これを尊氏が小手指原､

笛吹峠で向い討ち､笛吹峠にて新田勢を撃鍍した｡こ

れを椀に尊氏は､鎌倉の守りと越後にいた新田氏に備

えるため､基氏を入間川御所に配置し､畠山国清を関

東管蘭に命じた｡これ以降､新田氏に従っていた北武

蔵武士たちは､足利氏に就くようになった｡

その後､鎌倉府に対する所領安堵等の不満から､

1368(応安元)年には､宇都宮氏等と共に､河越氏を中

心とする平十際が河越館で蜂起したが､河越氏は敗れ

て伊勢-逃げ落ちている｡河越氏は秩父氏の出である

が､重隆が入間郡の荘官となって河越に移り住み､そ

の子能隆が河越氏を名乗ったもので､重煩の時に頼朝

に領地を没収されるが､河越三月随 員は1226(嘉禄2)

年武蔵国留守所惣検校職についており､1260(文応元)

年には河越次郎経重が新日吉山王社に銅鐘を寄進する

等､約200年に亙って栄えた一族である｡

平安時代末から南北朝時代にかけて活躍した､この

河越氏の館跡が､川 越城の西方約3.5kn､入間川対岸

の上戸地区に位置する国指定史跡の河越館跡と考えら

れている.河越館跡から北北西約3.5knの地点の下広

谷地区には､著名な大堀山館跡が存在し､河越館跡と

この大堀山館跡の聞及び周辺の平地には中世の館跡が

集中して存在している｡近年､圏央道関連の調査で､

さらに幾つかの館跡が見つかっており､この地域が川

越城築造以前の中J通 であったことを物語っている｡

南北朝統一後､室町幕府と鎌倉府の対立や､関東管

領と鎌倉府､上杉氏内部の対立は深刻化してきた｡関

東管蘭上杉民意と鎌倉公方足利持氏との争いの際に､

民意に就いた別府氏や]垣も蔵の武士たちは厳しい処分

を受け､その後衰退していった｡上杉憲実は1438(永

草lo)年に幕府の命を受けて対立していた足利持氏を

討ち､1454(享徳3)年鎌倉公方となった持氏の子足利

成氏は､関東管領上杉意思を殺害した｡その翌年の

1455年には､成氏は幕府の討伐の命を受けた今川氏に

攻められ､鎌倉から古河に逃げ落ち､そこを本拠地と

した｡成氏は初代古河公方となって勢力を強めていき､

以後古河公方は東国において大きな影響力を持つよう

になっていった｡

古河公方の脅威に接し､これに対抗するため､関東

管領扇谷上杉持朝は､1457(長禄元)年家臣の太田道

真 ･道潅に命じて川越城を築城させた｡古河公方足利

成氏は栗橋､騎西､醜 関宿などの諸城に家臣を配

置し､現在の元荒川より東側の地域を次第に掌握して

いったが､山内･扇谷上杉は荒川沿いにある深谷､松

山､川越､岩付､江戸の諸城を補修または新たに築城

して､これに対抗していった｡太田道真･道潅は川越

城の他に､岩付城､江戸城を築城したといわれており､

父子の築城した城は非常に堅固な造りであることが知

られていた｡これらの城は､江戸城が鎌倉との中間に

あたるとともに､北下総方面に対する防禦基地として

の役割を果たし､岩付城が古河､関宿､騎西方面に対

する防禦基地となり､その要の部分に川越城が位置す

る配置になっていたと考えられている｡

古河公方と上杉氏は県内各地で攻防を繰り返してい

たが､1457(長禄元)年､1466(寛正7)年､1473(文明5)

年の三度にわたる五十子の戦いは有名である｡古河公

方は足利成氏の後､政氏､高基､晴氏､義民-と五代

続くが､四代目の暗氏は1545年(天文14)年に上杉憲政

と組んで川越賊を攻め込み敗れている｡世に言う川 越

夜戦である｡

古河公方と上杉氏の対立が複雑になるころ､山内上

杉顕定の家老長尾景春は家督問題の練れから､1473(文

明5)年顕定に背いて古河公方の足利成氏に就いた｡

同時に､景春に就いていた武蔵 ･相模の武士たちも足

利に従い､成氏と顧定の対立は激しさを増していった

が､1478(文明10)年には両者の間に和議が成立した｡

しかし､今度は上杉氏の山内と扇谷の対立が深まり､

-12-
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扇内上杉定正に使えていた太田道潅は､景春と五十子､

用土原などで戦い､1480(文明12)年に秩父日野妹で景

春を降伏させた｡以後､両上杉の関係は平穏となるが､

道潅は1486(文明18)年顕定に不義を企てているという

理由から定正によって謀殺された｡その後､太田氏は

山内上杉に､長尾景春は扇谷上杉に就くようになり､

両上杉の対立はなお続いた｡

この頃より､関東進出を目論んでいた北条早雲(級

北条氏)は1495(明応4)年に扇内上杉の小田原城を攻

め､関東進出の足掛かりとした｡

両上杉の対立は1505(永正2)年川越城主扇谷上杉定

正の養子朝良が山内上杉顔定に降伏して和平となる

が､朝良の後を受けた朝興は北条氏綱に江戸城を追わ

れて川越城に落ち逃れた｡しかし､川越城も攻められ

て1537(天文6)年に落城する｡その後城主となった上

杉朝定は松山城に逃げ落ちている｡ここに､持朝､政

真､定正､朝良､朝興､朝定の六代約80年間に亙る扇

内上杉の川越額支配が終わりを告げる｡

上杉の後を受けた北条は､川越街を支配していくが､

川越城奪回を目論む上杉朝定､憲政は古河公方足利晴

氏と組み､1545(文明14)年川越城を囲み込むが､1546(文

明15)年に川越城を守る福島綱成は､北条氏綱の子氏

康の援軍と組んで上砂軍に夜襲をかけ､上杉連合軍を

打ち破った｡これが川越夜戦であり､朝定は戦死､憲

政は藤岡へ落ち､足利春氏は古河へ退き､これより完

全に後北条が川越を領有することになる｡北条氏は氏

綱､氏康､民政の三代に亙って川越娩主となり､北条

氏の譜代の重臣大導寺氏を城代とし､盛昌､周勝､政

繁の三代(周勝のあとに政勝､直繁の四代とする考え

もある)に亙って治めさせている｡

川越城奪回に敗れた上杉憲政は越後の長尾景虎のも

と-逃げ落ち､上杉の名跡 ･系図を景虎に譲った｡そ

の後､上杉景虎は武蔵-の進出を何度も試みており､

北条氏康は1560(永禄3)年に景虎に対するために出陣

し､翌年1561(永禄4)年には今川氏の援軍と共に川越

城に篭妖して､上杉景虎と戦っている｡

全国統一を目指す豊臣秀吉は､1590(天正18)年に小

田原城を攻略し､関東進出の足掛かりとした｡前田利

家､浅野長吉､石田三成等の関東にむかった秀吉軍は､

松山城､岩付城を攻め落とし､忍城を水攻めにして､

鉢形城等も落城させていった｡武田の進出に備えて造

られた秩父の諸城や､深谷､菖蒲の諸城も落城し､北

条の支酉加､ら徳川の支配-と変わっていった.

同年の1590(天正18)年､川越城は大導寺氏の家臣大

導寺隼人が守っていたが､前田利家に囲まれ無血開城

となった｡徳川家康の関東入国に伴って､酒井重患が

一万石で川越妹主となり､以後､忠利､忠勝の三代に

渡って酒井家が城主を務めた｡以降､堀田氏一代､松

平氏三代､柳沢氏一代､秋元氏四代､再び松平氏九代

と続き､廃城となったが､何度となく城内の火事に見

舞われ､補修､改築が行われている｡

川越城の沿革は､詳細は考察で検討するとして､

1639年(寛永16)年の松平信綱の増改築を最も大きなも

のとするが､上移民支配の頃には現在の本丸､二の丸

が城内となり､後北条の頃から信綱の改築の間に三の

丸､八幡曲輪が増築され､信綱の外曲輪､田曲輪､新

曲輪の増設によって､今日知る川越城の輪郭が形成さ

れたものと考えられている｡また､｢江戸図犀風｣は現

在まで資料が少なくその実態が掴み難いとされてい

る､信綱の増築以前の本丸と二の丸の様子が窺える貴

重な資料となっている｡さらに､信綱以降の城内の様

子は､何種煩かの絵図面によって窺うことができる｡

川越娩二の丸については､すでに調査報告書が刊行

されている｡今回の発掘調査区は八幡曲輪に相当し､

出土遺物や遺構も上杉､後北条時代から､江戸前期の

ものを主体としている｡

参考文献(詳細は巻末に掲載)

F川越城本丸御殿隊理報告書』川越市教育員会

『川越城一失われた遺構を探る-』川越市立博物館

FJH越晩二の丸』川越市立博物館

『埼玉の中世城飼醜]埼玉県教育委員会

『復元日本大観1 城と館』世界文化社
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2 調査の概要
今回の川越城関係の発掘調査は､平成9年度から平

成10年にかけて､都合3回に分け､2670Ⅱ銅こついて行

った｡第9次調査である体育館部分の調査は､平成9

年8月1日から平成9年11月10にかけて､2000m銅こつ

いて行った｡第12次調査となる図書館部分の調査は､

平成10年4月1日から平成10年5月20日までと､平成

10年7月21日から平成10年8月31日にかけての2回に

分けて､670nfを調査した｡

本来､第9次調査に相当する部分は体育館の敷地全

体を対象としていたが､体育館部分は基匪工事の撤去

等により壊滅しており､付属施設の部分が対象となっ

た｡従って､調査区も非常に複雑な形状を豊している｡

また､第12次調査区も同様に基礎工事の撹乱を受けて

いたが､基匪工事が浅く､遺構面に達していない部分

もあり､半分以上の面積に遺構が残されていた｡

第9次調査区と第12次調査区は隣接しているにもか

かわらず､土層の堆積状態が異なっていた｡第12次調

査区は台地肩部分に相当し､第9次調査区からなだら

第4図 調査区グリッド配置図
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かに傾斜していたため､調査区第9次調査の西端部分

の土層堆積と連続する良好な土層堆積状態が期待され

た｡しかし､近年の撹乱と､江戸時代及びそれ以前と

思われる造成の撹乱を受けており､層序の対応は困難

であった｡

従って､第9次調査の西端部の土層堆積状態を説明

して､把握された遺跡の形成過程を示して置きたい｡

なお､調査区中央部より東は包含層が削平されており､

表土の下にロ-ム面が露呈していた部分も多かった｡

第10図に示した土層を基本土層とするが､第12次調

査区とは一致しない｡第Ⅲ層は藍地層で､薄く締まっ

ており､出土遺物からおよそ19世紀中頃の整地面であ

ると推定された｡第Ⅳ層も広く遺跡を覆っている整地

層と考えられ､遺物は少ないが､およそ18世紀代の遣

物が出土している｡17世紀の遺物を含む廃棄遺構(ゴ

ミ穴)が､第Ⅳ層にパックされている｡第Ⅴ層は部分

的に第Ⅴ′層と分層される｡第Ⅵ層は固い整地層で､

出土遺物から1個 己前半の整地層と推定され､第Ⅴ･
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第 5図 遺跡周辺の地形図 (1)

第6図 地



第7図 調査区全体図
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Ⅴ′層からはおよそ17世紀代の遺物が出土している｡

第Ⅶ～Ⅶ層にかけては部分的に細かな整地面が互層を

成すが､16世紀から17世紀初頭にかけての遺物が出土

する｡検出された遺構は､奈良･平安時代の住居

跡9軒､その他の遺構は中世末から近世の所産で､明瞭に時期

区分されるものが少ないが､掘立柱建物跡9棟､柵

列11列､竪穴状遺構5基､地下式境4基､土塊130基(土 境の中には墓療 ･土器埋納遺構･門跡等を含む)

､井戸12基､堀4本､溝26本､各時期のピット1

629基､瓦敷遺構1基､廃棄遺構(ゴミ穴)5基で

あった｡古代の住居跡は､第12次調査区の台地肩部に集中し
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第8図 第12次調査区全体図
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れる｡中牡段階と近世初頭段階の遺構が混在するが､

明瞭に区分し得ない｡なお､第Ⅵ層検出段階でも遺構

確認を行っているが､掘立柱

建物跡の大半は確認されず､第Ⅵ層以下の構築であることを物語っている｡ 堀･溝に関しては､現存する

絵図で確認されないものも検出されており､出土遺物

から明らかに中世段階のものも存在している｡今回の

調査では､従来不明とされていた､上杉氏時代､後北条



第9図 掘立柱建物跡配置図

//.p -＼ノ r‥ J _ー ノ 二 でニ ーニ/

) , /

-

I 一一一

一L､○ (-i(/ し†一 ~ー~｢

ー 1■ ES JCO
∽< T∽ t

Dd⊃∽ I

i.! Q

i質 晋 ‥＼ iLlI′一一<N ,/[

l1i∴IIIの 喜一∽ ---O,,?,/i'll.tjLE'-Tit
,)

害 ′′ lrt.
l'日 lH
t!■等 1LCO

ト十 喜 ttt

-I.: l(

ltlL

1仁 ､ヽiJ ,)1日 i (.1,LI J' ＼I.

,.,:, 7 t.illt上 ,:I

1°uEi

H ∴■:l⊃くノウ
(.D



A 169m

SI)31 黄 褐 色 土2

暗青灰色土3 青 灰 色 土

SK141 茶 褐 色 土
2

暗黒褐色土3 黒褐 色

土4 暗褐 色 土5 褐 色 土 ロームブロッ

クを多く含む｡灰､

炭化物を多く含む｡灰､焼土粒子を多

く含む｡ローム粒子を少量含

む.ロ

ーム粒子を若干含む｡粘土､磯を多く含むOロ-ムを少量含む

｡ロー

ムブロックを少量含む｡SDIl 暗褐色土 炭化物を少量含む｡ S

Ill 黄褐色土 ロームブロックを多量に含み､し

まり弱い｡SI21 暗黄褐色土 ロームブロックを多く含み､しまり強い｡

SI31 茶 褐 色 土 ロームブロック､炭化物を多く含む0

2 灰 白色 土 灰

､炭を多量に含む｡3 暗茶褐色土 灰を少量含み､非常に

脆い｡4 暗黄褐色土 ロームブロックを多量に含み､脆い. 基本土層Ⅰ 表 土

ⅠⅠ 黒褐 色 土 ローム粒子､焼土

粒子､炭化物粒子を含むollI 茶 褐 色 土 小磯及び粘土

まじりの整地層｡ローム粒子､焼土粒子を多く含み､しまり非常に強

い｡Ⅳ 暗褐 色 土 炭化物､焼土粒子を少量

含み､しまり強い｡Ⅳ/暗褐 色 土 中間で整地面が一部確認され

､上下に分層されるO上がⅣ層､下がⅣlしかし面的には分層不可｡

Ⅴ 暗茶褐色土 灰 ･及び炭化物を多く含み､し

まりやや弱い｡Vl暗茶褐色土 ロームブロック及び､炭化物､灰等

を含み､固い整地層を形成するOⅥ 茶 褐 色 土 ロームブロックを貼る､整地層｡Ⅵ

′暗褐 色 土 Ⅳ層と共に貼り床されたもので､しまりの弱い部分.Ⅶ 暗褐 色 土 ロームブロック､炭化物､焼土ブロックを少量含み､しまりの強い層

OⅦl茶
褐 色土 Ⅶ層に含まれるロームブロックが層状になっている部分OⅧ 暗茶褐色土 ロームブロック､炭化物を少量含み､しまり非常に

強い｡S工)21 褐色土 ローム粒子を多量に､ロー

ムブロックを部分的に含むOSXll 褐 色 土2

黄褐色土3 暗褐色土SI)51 褐 色 土

2 暗褐色土3 黄褐色土4 暗褐色土 炭化物､焼

土を少量含み､しまり強い｡ロームを多量に含む｡

炭化物､焼土を少量含み､磯を混入.しまり弱いO焼土､炭

化物を少量含み､しまり強く､米占性弱いO焼土､炭化物を僅かに含

み､しまり強く､粘性弱いOロームブロックを多量

に､焼土を僅かに含み､やや脆いOロームブロックを少量含み､しまり弱いO SE71 暗褐色土 ロー

ム粒子､焼土を少量含み､凍混入Dしまり強い｡2 褐 色 土 ローム粒

子を多量､ロームブロックを少量含む｡焼土､炭化

物を若干含む｡S

K361 褐色土 ローム粒子を少量含み､

焼土を僅かに含むO瓦敷遺構1 褐 色 土 IIl層下にあ

る貼り床｡2 暗褐色土 塊土粒子､炭

化物､小撲､ロームを僅かに含む､瓦包含層3 褐 色 土 ロームを僅かに含み､焼土粒子､炭化物を少量含むo SB2 P15･1

6

1 褐 色 土

ローム粒子を少量含み､脆い｡2 黄褐色土 ロームブロックを多く含む.

SD91 暗褐色土 ローム粒子を少量含む

｡2 黄褐色土 ロームブロックを多

量に含む｡3 褐 色 土 焼土､



3 親 された適情とi封勿
(1)住居跡

発見された住居跡は9軒で､全て奈良･平安時代の

ものであった｡遺構は第12調査区のF～G-3区に集

中して､重複しながら構築されていた｡しかし､H-

3区に奈良時代の住居跡1軒､F-4区の調査区東端

に貯蔵穴と思われる古墳時代後期の土塊が存在し､ま

た､第9次調査区内からも古墳時代前期や後期の土器

片､平安時代の須恵器杯が出土していることを考慮す

ると､台地縁辺部に沿った広範囲に､古墳時代から平

安時代にかけての住居跡を中山とした遺構が存在して

いたものと推定される｡

第1号住居跡 (第11図)

H～I-4区にまたがって位置する｡長径4.50m､

短径0.98m､深さ0.25mを測る｡主軸はほぼ北方向を

示す｡住居跡西側の大半が､近世の第3号堀によって

撹乱を受けている｡住居跡の覆土の大半が､切り込ん

でいる堀の覆土であり､本来の覆土は三角状の堆積が

掘肩部に残存していたに過ぎなかった｡従って､住居

跡は東側の壁と壁溝､北東､南東コーナーを現存する

のみである｡壁溝は0.5m前後をはかり､全周するも

のと思われ､比較的幅広く構築されている｡住居跡の

所属時期は､出土遺物から8世紀の前半期が推定され

る｡

遺物は壁構内から､底部全面-ラ削りと周辺-ラ削

りの須恵器杯､比企型の崩れた土師器杯が出土してい

る｡いずれも破片からの復元である｡

第 1号住居跡出土遺物観察表

第2号住居跡 (第12図-第14図)

G-3区に位置する｡長径､短径とも5.18m､深さ

0.17mを測る方形を呈し､主軸はほぼ北を示す｡竃の

先端部で第6号住居跡と､北西壁で第5号住居跡と､

西壁で第4号住居跡と重複し､南壁中央部で第12号井

戸と重複し､それぞれの撹乱を受けている｡壁溝はは

ば全周するものと思われるが､北東壁の部分では不明

瞭である.柱穴は4本確認され､深さはP1-0.35m､

P2-0.49m､P3-0.28m､P4-0.47mを測る｡

それぞれのピット間は､Pl～P2が2.18m､P2-

P3が2.24m､P3-P4が2.30m､P4-Plが

2.24mの間隔を持つ｡竃は北壁中央部やや東寄りに構

築されており､作り付けの袖の両芯に土師器の嚢を倒

置で使用している｡住居跡の所属時期は､出土遺物か

ら8世紀の前半期が想定される｡

遺物は南壁の壁洋上から第13図1､2が重なって出

土しており､竃覆土内や､住居跡の覆土内からも須恵

器､土師器が出土している｡住居跡が多くの遺構と重

複するため､遺物にも混じりが認められるが､本住居

跡が最も古し､住居跡である｡須恵券杯は底部全面-ラ

削りと､糸切り後未調整のものが混じっている｡土師

器は-ケ目をもつ古式土師器の破片が混入していた

が､グリッド遺物-含めた｡また､比企型杯や口径の

大きい鉢が出土しており､器面の整形が非常に丁寧で

あった｡また甑と思われる口綾部破片も存在し､この

時期としてはやや古相を帯びていると思われるものを

含んでいる｡しかし､袖芯に使用されている嚢は口綾

部が｢く｣字状に屈曲するもので､この住居跡の時期を

図版 番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調

残存率 備 考ll 1 柿 (15.0)(12.4) 3.6 (10.0) AE

針 普通 灰 褐 色 30 南比企産2 柿 (2.0) (9.8

) ACE針 良好 灰オリーブ色 20 南比企産3 柿

(1.9) (9.2) ABE針 良好 灰 色 破片 南比企産4 柿 (3.0) AC 普通 明 赤 褐 色 破片 内面全面

.外面口緑部赤彩内面赤彩5 柿 (14.6) (3.0

) A



越城跡

第11図 第1号住居跡と出土遺物
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ノ'rm plmSJ21 暗黄

褐色土2 暗褐 色土3 異相 色土

4 暗褐 色土5 時黒褐色土6 時黄

褐色土7 暗褐 色土8 時黒

褐色土9 暗黄褐色土 ロームブロックを多丑に

含み､しま

りやや弱い｡ローム粒子

を少量含み､固くしまる｡ローム小ブロック粒

子を少量含む.ローム粒子少量含み､粘性弱く

､脆い土｡ロ

ーム粒子､焼土粒子を少量含む｡ロームブロック粒子を多度に含み､

しまり強く､粘性弱い焼土粒子を多量に含む｡ロームブロ

ックを'i)良含み､しまり弱い｡ローム粒子を多量に含み､しまり弱い｡

"

"

.J
s

"

"

%

2m
,ll60

10 黄褐色土ローム粒子･ブロックを多見に含む｡
しまり強いo
ll暗褐色土ローム粒子･焼土粒子を含む｡し
まり弱い｡
12淡責褐色土白色粘土 とローム土を主体とする｡

黒褐色土と焼土

を少量含む
｡
崩落カマド天井部である｡
黒色土カマドの天井から落ちた焼土と灰･土のたまり｡
白 灰



川越城跡

第13図 第2号住居跡 (2)と出土遺物 (1)
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第14図 第2号住居跡出土遺物 (2)

1第2号住居跡出土遺物観察表 0

10czDトー一一一一______________- 一.1I

備

考杯杯

杯杯杯杯杯杯

杯杯鉢鉢棄要聾要

ACE針A
CE針ACE
針ABCE
FABCE
針ACE針

ACEA
CE針AC
E針ACE

ABCEAB
CEABCD
ABC

ABCEA
BCEABC

EABCEABCE
ABCE

ABCE

青灰色

青 灰 色

青 灰 色

灰 白

色青 灰

色黄

灰 色暗 青 灰

色灰オリ

ーブ色灰 色

灰 黄 色赤 褐 色

にぷい黄褐色暗 褐 色暗 褐 色にぷい赤褐色明 赤 褐 色にぷい赤褐色明 褐 色赤 褐 色に

ぷい赤褐色暗 青 灰 色 片片片破破破幅0.6､長さ2.6cm 南比企産南比企産南比企産東金

子産南比企産南比企産東金子産南比企産南比企産東金子産内面全面 ･外面口唇部赤彩示してい

る｡鉄器は､後世のものが混入したものと思 3.0m､深さ0.06mを測るが､長方形に近いプランをわれる. 皇するものと思われるo主軸はほQ封ヒ方向を示す.篭



川越城跡

第15図 第3号 ･第4号住居跡
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SJ3
1黒褐色士族土粒子を 少i含み

､ロー
ム粒子を多く含む｡
2暗褐色土ローム粒子を多く含み､
しまり弔く
､
粘性強い｡
3暗褐色土ロームブロック､
焼土ブロックを多く含み､
脆い｡
4赤禍色土 焼土ブロックを多生に含み､

脆い｡

SJ4
1黒褐色土ロ-ム粒子･焼土粒子を
若干含み
､
しまり軌＼｡

2暗褐色土ロームブロック粒子を 多く含み
､
しまり強く､

粘性強い｡

SJ4カマドA
l赤褐色土焼土ブロックを多且に含む｡
2暗褐色土塊土粒子
､ロー
ム粒子を少i含む｡
3暗愚梅 色土 灰を多く含み

､
しまり弱い｡

SJ4カマドB
l赤禍色土焼土ブロックを多iに含む｡
2暗褐色土焼土粒子を少量含み
､
しまり弱い｡
3黒褐色土炭化物･焼土粒子を少皇含み､
灰を若干含む｡
4灰褐色土粘土粒子を多く含む｡
5暗黄褐色土ロームブ ロ



第16図 第3号 ･第4号住居跡出土遺物
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川越城跡

第3号 ･第4号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 券 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存

率 備 考SJ316 1 J不 16.3(12.6) 3.5 10.9 ABC
E針 普通 灰 白 色 80 南比企産2 柿 (2.1) 7.2

AE 良好 暗 青 灰 色 30 東金子産内面赤彩

3 柿 3.2 (7.9) ABC 良好 青 灰 色
204 柿 (12.6) 3.8 (7.0) A

E 普通 褐 灰 色 205 柿 (12.2)

(3.1) ACE 良好 青 灰 色 206 柿

12.0 (3.2) ACE 良好 灰 色 507 柿 (13.0)

(3.7) ACE 普通 樫 色 308 柿 (19.0)(31.0) (3.2)(5.3) ABC 普通

明 赤 褐 色 破片910ll 塞塞塞 AE片ABCEACE片 良好普通良好 青 灰 色灰 白 色育 灰 色 破片破片破片 末野産未野産

1213 棄甑 ACE片ABCE 良好普通 育 灰 色
にぷい赤褐色 破片破片 未野産14 塞 (20.0) (5.8)

ABCE 普通 にぷい赤褐色 破片15 塞 (21.4) (

7.9) ABCE 普通 明 赤 褐 色 破片16 嚢 (24.4

) (14.7) ABC 普通 にぷい赤褐色 破片SJ4

16 17 柿 (2.5) (7.0) ACE 普通 にぷい黄

褐色 20 土製18 柿 (2.3) (

5.8)(9.3) ACE 良好 暗 青 灰 色 2019 嚢 (19.0)

(4.6) ABCD 普通 明 赤 褐 色 被

片2021 台 付 牽紡 錘 車 (3.

0) ABCE 普通 にぷ い褐 色 20
大径4.7､小径4.2､厚さ1.8､孔径0

.7cm22 刀 子 現存長6.2､刃幅1.2､背幅0.3c

m 鉄製 故意に折 り曲げている2ヶ

所が存在する｡西側の竃の方が古く､浅い｡壁溝は現存

する壁際に存在し､はば全周するものと思われる｡そ

の他の､付属施設は新 しのため､不明となっている｡

住居跡の所属時期は､出土遺物から8世紀の後半期が

推定される｡遺物は､かろうじて現存する壁簿付近

の覆土内と､竃の覆土内から出土している｡須恵

器は底部周辺-ラ削り杯と､聾の胴部

破片が出土している｡土師器杯は､器高が高く､底部付近に横位

の削りを施すものと､口綾部の外反する比企型杯の系統が

出土しており､混在の可能性がある｡土師器嚢は口綾

部の外反度が強いものと､やや緩く立ち上がるものが

あり､これ等の時期差が竃の時間差を示している可能

性が高い｡第4号住居跡 (第15図､第16図)

G-3区に位置する｡長径2.26m､短径1.

18m､深さ0.37mを測る｡主軸は､はば東を示

す｡住居跡西側半分を第3号堀､南半分が調査区外に当たり､竃が第 2号住居跡と重複す

る｡本住居跡の方が新しい｡住居跡の北東コーナーと､竃

が現存する.竃は東壁のはば中央部と思われる所に､南

北に並列して2ヶ所設けられている｡南側の竃の方が

新しい｡壁溝は現存する壁際に存在することから､全周するも

のと思われる｡柱穴は確認されなかった｡出土遺物から､住

居跡の所属時期は9世紀の後半と推定される｡遺物は､底部糸切

り後未調整の須恵器杯や､｢コ｣字状口線を持つ

土師腎葉､台付賓の脚部が出土しており､陶製の紙睡

革も出土している｡また､端部を丸く曲げられた刀子も出土してい



第17図 第5号住居跡と出土遺物
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第5号住居跡出土遺物観察表 S

J51 暗褐色土
ローム粒子を少量含む｡2 暗黄褐色土 ロームブロック.ロー

ム粒子を多く含み､焼土粒子 ･炭化物を若干含む｡3

暗褐色土 ローム粒子･焼土粒子を少量含む｡4 黄褐色土 ローム粒子を多く含む｡i-

- ⊥ YLT∈ ヨプ 〒 ∃ 二二二7 -一帯 帯 二萄 2 盈 3＼∈∃

三/ ＼占4 J====ニト-5 〔 -~~図版 番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残

存率 備 考17 1 柿 ll.3 2ー9 5.9 ABCE 普通 にぷ い栓 色

100 南比企産2 柿 (ll.2) 3.2 (6.0

) ACE 良好 暗 青 灰 色 203

柿 (12.0)(19.6) 3.1 (5.7)

ACE 普通 にぷ い鐙 色 204 柿 (2.

2) (6.0) ABCE針 普通 灰 白 色 305 柿 (2.1) (6.4)

.ACE針 普通 にぷ い燈 色 20 南比企産鉄製 切先 .筆先欠失67 塞刀 子 (6.9) ABCE 普通 にぷ い樺 色 破片現存長9.31刃幅1.2､背幅0.3c

m8
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第18図 第6号住居跡と出土遺物
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5第6号住居跡出土遺物観察表 ∈≡≡=≡≡喜

:V 口 . 5cb

ll ｣ ■ '=図版 番号 券 種 口径

器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考18 1 柿 (15.2)

(4.1) (7.3) A 良好 灰 色 破片 灰粕陶器 9C後半23 柿塞 AABCE 良好普通 灰 白 色

黄 灰 色 破片20 灰粕陶器 9C後半兼金子産東金子産 .転用硯東金子

産鉄製 茎欠失4 義 (16.4)(20.4

) (2.0) AC 良好 青 灰 色 破片

5 蓋 (2.0) ■AC 普通 灰 白 '色

破片6 高台付杯 (1.9) A 良好 青 灰 色

307 餐 (5.6) ABCE 普通 にぷい赤褐色 破片8 塞 (22.9) (7.2) ABCE 普通 明 褐 色
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-王二･･･一第7号住居跡出土遺物観察表 SJ71 暗褐色土層 ロームプt)ツクを多丑に含み､焼土

粒子を少量含む｡粘性､しまり共

やや強い｡0 2m

tt-/図版 番号 器 種 口径 器高 底径 胎

土 焼成 色 調 残存率 備 考19 1 柿 (13.3) (3.2) (7.0) ABC針 良好 灰 色 破片 南比企産灰利‖陶器2 柿 (14.7) (2.9) ACE 普通 灰 黄 色 破片3 皿

(13.6)(ll.5) 2.9(2.8) ACE 良好 灰 白 色 204 柿 A 良好 灰 白 色 破片 灰粕陶器5 柿 ABE 普通 暗 赤 褐 色 破片 全面赤彩
6 塞 (21,8) (7.8) ABCE 普通 にぷい赤褐色 破

片第6号住居跡 (第18図)F～G-3区にまたがっ

て位置するO長径3.40m､短径2.∽皿､深さ0.4

3mを測る｡プランは東西方向に細長い長方形で､住

居跡の主軸は北北東方向を示す｡第5号住居跡と南西

コーナーで重複し､本住居跡の方が古い｡竃は北壁の

北東コーナー寄りに設置されており､土塊等によって

撹乱を受けている｡壁帯と柱穴はは確認されなかった

｡住居跡の所属時期は､出土遺物から8世紀前半と推定される｡

遣



川越城跡

第20図 第8号住居跡と出土遺物

SJ8 ･Ai

第8号住居跡出土遺物観察表 -

｢ SJ81 茶褐色土 焼土ブロックを少呈含む

｡2 赤褐色土 多生の娩土 ･炭化物を

含む.白色の微細な灰を顕著に含

む｡灰褐色土 塊土小ブロック･炭化物

を含む｡黒褐色土 極めて多JLの炭化物と､焼土粒を含む

｡暗褐色土 地山ローム

との漸移的な層｡赤褐色土 5号住衣土｡炭化物を

,少量含む｡茶褐色土 焼土粒 ･炭化物を少量

含む｡黒褐色土 わずかに

焼土粒を含み､しまり弱い｡茶褐色土図版 番号 器 種 口径 絡高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存

率 備 考20 1 塞 (14.4)(20.7)



第21図 第9号住居跡
SJ9

基本土層1 時葬褐色土 ロームブロックを多量に含み､

しまりやや軌 ＼｡2 暗褐 色 土 2層上に堆萌した土で､ロ-ム粒子､焼土胞子などを含む｡しまり軌 ､｡
3 鼎 色 土 ローム粒子を少宜含み､しまり､粘性軌 ＼

｡中世段階のgL土｡4 暗褐 色土 ローム粒子を少jt含み､非常に堅くしまる｡遺構の東半分ををっている土
｡5 見場 色土 ローム粒子､焼土粒子､炭化物等を少量含み､しまり軌 ､｡カワラケが多く出土｡



(2)掘立柱建物跡

調査区全体に亙って多数の柱穴状ビットが存在して

おり､それ等全てを確実に遺構としての繋がりで認識

することは不可能であった｡それでも､可能な限りの

組み合わせを抽出し､合計9棟を掘立柱建物跡と認識

した｡しかし､彩しい数の柱穴状ピットを考慮すると､

中世末から､近世終末にかけて全体でどれほどの建物

があり､また､何時の時期にどれだけの建物が存在し

ていたか､推測すら不可能であることを認識せざるを

得ない状況であった｡

第22図 第 1号掘立柱建物跡

SBl



第23図 第2号掘立柱建物跡
SB2
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第24図 第3号掘立柱建物跡
SB3
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可能性としてある｡また､後述するが､布掘りを持つ

柵列との区別も難しく､誤認している部分もある可能

性がある｡

第 1号掘立柱建物跡 (第22図)

D～E-5-6区に位置する｡北東コーナーにかけ

て調査区外となるため全柱穴を抽出できないが､建物

規模は3間(5.86m)×3間(5.68m)の総柱建物と思わ

れ､梁間1.95m､桁間1.89mである｡主軸方位はN-

80-Wである｡南東部分が第2号掘立柱建物跡と重

複する｡

第2号掘立柱建物跡 (第23図)

D～E-6-7区に位置する｡南西方向にややずれ

てほぼ重なるように､第3号掘立柱建物跡と重複する｡

建物規模は2間(3.84m)×8間(13.44m)の側柱建物と

思われ､梁間1.92m､桁問1.68mである｡主軸方位は

N-800 - Eである｡

第3号掘立柱建物跡 (第24図)

D～E-6-7区に位置する｡]頗至方向にややずれ

てはケ鍾 なるように､第2号掘立柱建物跡と重複する｡

建物規模は2問(3.68m)×7問(12.96m)の側柱建物と

思われ､梁間1.84m､桁間1.85mである｡主軸方位は

N-800 - Eである｡

第4号掘立柱建物跡 (第25図､第33図)

D～E-7-8区に位置する｡北側2間分が未調査

区内にあるため詳細は不明であるが､北西端のピット

から全体を推定した｡第5号掘立柱建物跡と並行して

存在することから､桁行が延びる可能性がある｡桁行

の間隔が不揃いの部分もあるが､建物規模は2問(4.00

m)×8間(14.72m)の側柱建物と思われ､梁間2.00m､

桁間1.84mである｡主軸方位はN-100-Wである.

遺物はP14からかわらけが､P5から板碑が出土して

いる｡

第5号掘立柱建物跡 (第26図､第33図)

D～E-8区に位置する｡建物規模は2間(3.68m)

×9間(16.56m)の側柱建物と思われ､梁間1.84m､

桁間1.84mである｡北側部分の桁行が調査区外にあり､

10間となる可能性もある｡主軸方位はN-100-Wで

ある｡遺物はP15から､鉄釘が3点出土している｡

第6号掘立柱建物跡 (第27図)

E-9区に位置する｡東の桁側が遺構の撹乱により

未検出であるが､建物規模は2問(3.76m)×2間(4.00

m)の側柱建物と思われ､梁間1.88m､桁間2.00mで

ある｡方形の掘り方を持つ柱穴で構成されている｡主

軸方位はN-130-Wである｡

第7号掘立柱建物跡 (第27図)

E-9区に位置する｡東の桁側の中央部2本､P2､

P3は柱穴の底部のみ確認されている｡南梁側が撹乱

内に延びていた可能性もあるが､現存部分の建物規模

は2間(3.76m)×3間(5.60m)の総柱建物と思われ､

梁間1.88m､桁問1.87mである｡方形の掘り方を持つ

柱穴で構成されている｡主軸方位はN-10-Wであ

る｡

第8号掘立柱建物跡 (第28図)

C-D-8区に位置する｡北側が未調査区内にある

ため詳細は不明である｡桁行の間隔が不揃いの部分も

あるが､建物規模は2間(3.52m)×4間(7.04m)の総

柱建物と思われ､梁間1.76m､桁問1.76mである｡柱

穴の掘 り方は方形を皇する｡主軸方位はN-880 - E

である｡

第9号掘立柱建物跡 (第28図)

A～B-10-11区に位置する｡北東部分が調査区外

に当たり､詳細は不明である｡現存部分の建物規模は

2問(3.52m)×2間(3.76m)の側柱建物と思われ､梁

間1.76m､桁間1.88mである｡柱穴の掘り方は方形を

皇する｡主軸方位はN-230 - Eである｡

-36-



第25図 第4号掘立柱建物跡
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第26図 第5号掘立柱建物跡
SB5

I壬区域外
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第27図 第6号 ･第7号掘立柱建物跡
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第28図 第8号 ･第9号掘立柱建物跡
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川越城跡

穴のない柱穴列が多数存在した｡これ等についても､

掘立柱建物跡を誤認して柵列にしている可能性もある

SA2

(3)柵列

調査区内からは､掘立柱建物跡のように組み合う柱

第29図 第1号 ･第2号柵列
SAl



第30図 第3号 ･第4号柵列
SA3

が､比較的長い柱穴列と認識されるものを抽出し､柵

列とした｡

第1号柵列(第29図)

E-5-6区にか
けて位置する
｡
第1号掘立柱建物

跡の梁行に並行して南側に位置し､
第2号
､
第3号掘

立柱建物跡と一部重複する｡
柵列の規模は11･76m
で

､
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6間分の柱 穴が確認された
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第31図 第5号 ･第6号 ･第8号柵列
SA5

SA6D-8-9区にかけて位置する｡第5号､第8

号掘立柱建物跡､第7号柵列と重複

する｡第7号柵列とは梁行が並行し

ている｡柵列の規模は14.72mで､P2とP

3の間の1本を撹乱で欠損するが､8間分で構成さ

れていたものと思われる｡Pl～P8までの平均間尺は

1.84mとなる｡第2号柵列は掘立柱建物跡になる可

能性もあるが､明瞭に対応する柱穴を抽出できなかった｡主

軸方位はN-910-Wである｡第3号柵列 (第3

0図)D～E-7区にかけて位置する｡第4号掘

立柱建物跡の東桁行とややずれながら一部重複して存在

する｡柵列の規模は9.36mで､P3とP4の

間の1本を撹乱で欠損す

るが､5間分で構成されていたものと思われる｡Pl



第32図 第7号 ･第9号 ･第10号 ･第11号柵列
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川越城跡

第33図 掘立柱建物跡 ･柵列出土遺物
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図版 番号 材 質 券 種 法 量 (cm) l 形 状 文 様 l産 地 備 考a b

C d 外 面 内 面33 16 秩 頭 巻 釘 頭幅2.

1､長さ11.5cm17 秩 頭 巻 釘 頭幅1.1､現存長4.2cm

18 秩 頭 巻 釘 頭幅0.6､長さ4.1c

m19 秩 頭 巻 釘 頭幅.0.8､現存

長3.8cm20 秩 頭 巻 釘 頭幅0

.9､現存長3.2cm21 秩 頭 巻 釘

頭幅0.9､長さ3.1cm22 秩 頭 巻 釘

頭幅0.8､現存長2.4cm23 秩 刃 物 現存長4.2､刃幅1.1､背幅0.3cm

と交差しながら､また､第6号柵列とはぼ重複しながら存在

する｡柵列の規模は確定できないが布掘を持つ柵列で､7

.52mの4間分､もしくはそれ以上で構成されていたもの

と推定される｡Pl～P5までの平均間尺は1.88mとなる｡第6号柵列

と布掘を共有しており､同一場所に

何回か建て替えている可能性が高い｡主軸はN-10

-Wである｡第6号柵列 (第31図､第33図)

D～E-8区にかけて位置する｡第5号掘立柱建物

跡の東桁行と交差し､また､第5号柵列とほぼ重複しながら

存在する｡やはり､柵列の規模は確定できないが第5

号柵列と共通する布掘を持ち､5.44mの3間分を確認した

が､それ以上で構成されていたものと推定される｡

Pl～P4までの平均間尺は1.81mとなる｡主軸はN-40-Wである｡布掘の中よ

り､染付の磁器､青磁皿､土鍋､古銭､碁石､砥石が出

土している｡第7号柵列 (第32図､第33図)

C～E-9区にかけて位置する｡第7号掘立柱建物

跡の桁行と平行し､その東側に位置し､また､第6号

掘立柱建物跡と一部重複しながら存在する｡柵列の規模は確定

できないが第5号柵列と同様な布掘を持ち､20.20m

の推定を含む11間分を確認したが､それ以上で構成

されていたものと推定される｡P8-P9の間に柱穴を確

認できなかったが､門状の施設も考えられる｡Pl

～PIOまでの平均間尺は1.84mとなる｡主軸はN-10-Wである｡布

掘の中よりかわらげの底部破片､磁器の端反茶碗､刀子､鉄釘が出土している｡ 第8号柵列 (第31図)E

-9区に位置する｡第6号､第7号掘立柱建物跡､第1

5号溝と重複する｡柵列の規模は確定できないが7.

36mの4間分を確認したが､それ以上で構成されていたか､もしくは掘立柱建物跡を構成して

いた可能性もある｡P

l～P4までの平均間尺は1.84mとなる｡主軸は

N-50-Eである｡第9号柵列 (第32図)

F-3-4区にかけて位置する｡明確に列としての

柱穴列を指摘し得ないが､何重にも重複するピット群

列を柵列として認識した｡何回もの建て替えを行って

いるもので､その都度の柱穴の組み合わせは限定し得

ない｡円形を基本とし､比較的深くてしっかりとした大

きな柱穴が多く､柵列といっても堅固な構築物が考え

られる｡さらに､西方向に延びるものであるが､ローム

面が傾斜していることや､第3号堀などに撹乱される等､全体構成は不明な点が多い｡第10号井戸と重複

する部分で､比較的大きくしっかりとしたピットが軸か

らほずれて､軸を取り囲むように配置されている部分がある｡門などの施設が想定され

る｡約12m程を認定した

が､堀まで続くとなると19mを測る｡主軸方位はN-

660-Eである｡第10号柵列 (第32図)F-3-4



可能性もある｡約10mを認識した｡主軸方位はN-

6アーEである｡

第11号柵列 (第32図)

H-4-5区にかけて位置する｡間隔は不揃いであ

(4)竪穴状遺構

方形状の竪穴で､他に特別の付属施設が認められな

いものを竪穴状遺構とした｡明瞭な出土遺物はないが､

構築面等の検討から､中世段階の遺構であることが理

解される｡

第34図 竪穴状遺構

SIl･2
A 16

-5rn -̂'≡ 空 』 一一====こⅡ=

SIl

l 黄褐 色土 ロームブロックを多丑に含み､しまりやや弓削＼｡

SI21 暗黄褐色土 ロームブロックを多く含み､しまり強い｡

r///ラAwj,.〟,′...-/,/〟..p22 SI3SI5

川越城跡るが､柵列の規

模として約3.04mを認識した.第11号柵列の南側

には､4本柱穴を組み合わせるもので､明確にはし

得ないが両状の建物跡が検出されている｡主軸方位はN-850

-Eである｡第 1号竪穴状遺構 (第34図)D-

5区に位置する｡第2号竪穴状遺構と重複し､本遺構の方が新しい｡プラン

は方形状を呈するものと思われ､長径0.70m､短径0.5

3m､深さ0.79mを調査した｡基本土層のⅧ層で/くックされており､追認でき

る遺構の中で最も古い遺構の一つである｡しかし､出二

一 二 二 二 ~SI31 茶褐色 土 ロー



土遺物が無く､実際の時期は不明である｡遺構の覆土

は分層することができず､1層で構成されている｡一

度に埋められているものと思われる｡

第2号竪穴状遺構 (第34図)

D-5区に位置する｡第1号竪穴状遺構と重複し､

本遺構の方が古い｡プランは方形状を皇するものと思

われ､長径0.82m､短径0.78m､深さ0.31mを調査し

た｡基本土層のⅧ層でパックされており､追認できる

遺構の中で最も古い遺構の一つである｡しかし､出土

遺物が無いのは第1号竪穴状遺構と同じであり､実際

の時期は不明である｡遺構の覆土は同様に分層するこ

とができず､1層で構成されている.一度に埋められ

ているものと思われる｡床面の南側にピットが存在す

るが､土層断面で理解されるようにⅥ層段階からの掘

り込みピットである｡

第3号竪穴状遺構 (第34図)

D-5区に位置する｡南北とトレンチの断面にかか

っている遺構であるが､プランは方形状を皇するもの

と思われ､長径2.02m､短径0.66m､深さ0.48mを調

査した｡床面はやや皿状を望するが､壁は直に立ち上

がる｡基本土層の第Ⅶ層でパックされており､第 1

(5)地下式墳

入口が付き､横穴状の主体部を持つ遺構を地下式境

として認定した｡土層断面で把握されるように基本土

層Ⅶ下に構築されているものが多い｡

第1号地下式境 (第35図､第37図)

D-7-8区にかけて位置する｡主体部の大半が調

査区外にあるため､全体の形状を確定できないが､方

形状の主体部を持つものと思われる｡しかし､入口部

の西側の辺が斜め方向に走っていることから､他の遺

構と重複している可能性がある｡長径4.00m､短径

1.70m､深さ2.07mを測る｡約1m弱の方形状の入口

が付き､約1.8m程下がった底面からさらに0.25m程

号､第2号竪穴状遺構よりも新しい｡出土遺物が無く､

遺構の覆土が分層できない点等が類似する｡中央部に

はⅥ′層から掘り込まれたピットや､それに伴う新し

い土層が観察される｡さらに､東壁中央部で､第1号

掘立柱建物跡と重複するが､掘立柱建物の方が新しい

ものと判断された｡

第4号竪穴状遺構 (第34図)

E-6区に位置する｡第5号溝によって遺構南半分

を欠損する｡また､第6号溝とも重複するが､本遺構

の方が古い｡プランは方形状を皇するものと思われ､

長径1.92m､短径1.18m､深さ0.29mを調査した｡出

土遺物は無く､実際の時期は不明である｡床面は比較

的平坦で､壁は直に立ち上がる｡

第5号竪穴状遺構 (第34図)

B-10区に位置する.遺構東半分が調査区外に当た

り､第9号掘立柱建物跡や第1号堀と重複するが､本

遺構の方が古いと判断された｡プランは方形状を呈す

るものと思われ､長径2.66m､短径1.72m､深さ0.64

mを調査した｡出土遺物は無く､実際の時期は不明で

ある｡

の段が付いて主体部底面となる｡入口部底面には小ピ

ットが2ヶ所に付き､階段の足場を想起させる｡底面

は平坦で､壁は直に立ち上がり､1.2m程上からドー

ム状に-ングし始める｡第Ⅶ層にパックされており､

開口部付近には天井部の崩落土が層上に堆積してい

た｡遺物は入口部の底部付近からかわらげ､揺鉢､陶

器の深皿､鉄釘､板碑の破片が出土しており､上の方

からも揺鉢の破片が出土してしこる｡

第2号地下式墳 (第35図､第37図)

D-7区に位置する｡主体部の半分位が調査区外に

あるため､全体の形状を確定できないが､やや隅丸の

方形状の底部を持つものと思われる｡そして､調査時
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川越城跡

第35図 地下式壌 (1)
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SLl
l 鼎褐色土ロームを主体とし褐色土少i混入｡

白色砂をブロッ
ク状に含む
｡
しまりよ

し｡2 暗褐色土 ローム

ブロックを主体とし褐色土浪人｡3 暗褐色土 ロー

ムブロックを多く含む｡4 暗褐色土 ロームブロックおよび

黒褐色土ブロックを混入｡しまり弱い

｡ローム粒子を少虫､炭化物 ･焼土粒子を微丑に含

む｡ローム粒子を少jt含み､しまりなく脆い｡ロ

ーム大ブロックを主体とし､暗褐色土充填｡しまりな

し｡8 鼎褐色土 ローム粒子 ･

ローム大ブロック浪人｡9 暗褐色土 ロームを主体と

し､黒褐色土混入｡粘性あり｡10 見褐色土 ローム粒

子を少Ji含み､粘性あり11 黄褐色土 ロー

ム粒子を多卓に含み､粘性あり12 鼎褐色土 焼土をわずかに含み､しまりなし｡

13 暗褐色土 坊鴇色砂質土ブロックを少丑含

み､炭化物を微量に含む｡しまりよし｡

L21 暗褐 色土 炭化材 (やや大きめ)を含み､しまりよし

2 暗茶褐色土 ロームブロックを多く含み､粘性あり

｡3 鼎裾 色



第36図 地下式墳 (2)
SL3
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41 暗褐 色土 白色粘土を主体､暗褐色土を客体とする埋土｡粘性強く､

しまりやや強い｡2 黄褐 色土 ハードローム｡落盤した天井部.

粘性 ･しまり共に強い｡3 暗褐 色 土 ロームブロックを少旦含む｡粘性 ･
しまり共欠く｡4 時茶箱色土 白色粘土ブロックを多量に含む｡粘

性 ･しまり共に弱い｡点では同一と思わ

れていたが､終了時には中央の主体部の他に､東側に長

楕円形の土嬢が､西側に不整形の土塊が重複している

ことが判明した｡従って､逸物等混在していて判別の

つかないものが存在するため､全体を第2号地下式境

として､区分し得る遺物は区分した｡第2地下式境は3

つの遺構の重複状態として認識されるが､中央と東側の

2つの遺構は第Ⅶ層下に構築されており､西側の遺構は第Ⅲ層下に

構築され時間差は歴然としていた｡長径3.20m､短径2

.56m､深さ0.77mを測る.図示した遺物の分布は

､この西端の遺構に伴うものと判断され､近世の遺物が

集中する｡遺物は第37図に図示したが､12-2

0は東端の遺構出土で､21-29は混在しているが

中央と西端の遺構からの出土であるo内､青磁水差し

23､陶器皿別､染付磁器25､青銅製釘30､31



L.⊥ 9号



第38図 地下式積出土遺物 (2)
SL3

二 二~二~二三0
SL4

地下式噴出土遺物観察表図版 番号 材 質 券 種 法 皇 (cm)
l 形 状 文 様 l産 地 備 考

a b C d 外 面 内 面SL137 123456 土 器土 器土 器土 器土 器鉄 かわらけかわらけかわらけかわらけかわらけ頭 巻 釘 (7.0)(12.0)(ll.3)(12.0)7.1 (2.4)2.42.83.12.1 4.6(5.6)(6.4)4.

0 在地系在地系

在地系在地系准地系 15C後 口灰粕頭幅0.7､■長さ2.3cm78 秩陶 器 頭 巻 釘深 皿

現存長2.2cm(33.8) (15.0) (ll.7) 折 線 形 瀬 戸9 妬 器 括 鉢 (27.7) ll.7

在地系 15C後10ll 柘 器石

措 鉢

板 碑 (6.0) (10.0) #p-#& 15C後 鉄粕残存長9.8､幅5.3､厚さ1.1cmSL237

1213 土 器土 器 かわらけ蓋 ? (10.0)(9.0) (2.5)2.6 丸 形 達弁文 在地系在地系 焼き塩壷

の蓋 ?1415 磁 器秩 中 碗頭 巻 釘

(ll.5) (4.5) 龍泉窯 1

6C前 青磁粕 B4類明 1408年頭幅 1.7､現

存長2,9cm16 秩 頭 巻 釘 頭幅0.7､現存長3.1cm17

石 硯 残存長2.2､幅3.4､厚さ0.9cm18 石 硯 残存長2.7､幅3.0､厚さ0.5cnl19 古 銭 永楽通宝 銭径24.8､内径 20.8､銭厚 1.32m､量目2.20g202122

2324 古 銭土 器土 器磁 器陶 器 永楽通宝かわらけかわらけ燭 台 ?皿 銭径25.1､内径 20.8､銭厚 1.65mm､量目3.05g 明 1408年17C青磁粕17C後見込蛇の日和剥ぎ

4.7ll.4(10.4) 1.52,

9(5.0)(2.5) 3.37,04.6

丸 形 草花文 在地系在地系肥前系2526 磁 器土 器 中 碗転 用 硯 6.1 4.3 肥前系 17C後残存長7.6､幅

7.5､厚さ1.6cm27 石 砥 石



川越城跡

図版 番号 材 質 器 種 法 量 (cm) i 形 状 文 様 極 地 備 考a b
C d 外 面 内 面37 32 秩 頭 巻 釘 頭帽1.2､長さ8.3c

m 2本付着銅版破片33

秩 頭 巻 釘 頭帽1.2､現存長6.2cm

34 秩 頭 巻 釘 頭幅1.2､現存長5.6

C皿35 秩 頭 巻 釘 頭幅2.2､現存

長2.8cm36 秩 頭 巻 釘 頭幅0.

8､現存長4.2cm37 秩 頭 巻

釘 頭幅13.現存長4.4ctn38 秩

不 明 幅1.9､長さ1.6cm39 秩 頭 巻 釘 頭幅1.2､現存長2.5cm

40 秩 頭 巻 釘 頭帽1.4､現存長2.3c

m41 秩 頭 巻 釘 頭帽1.0､現存長

2.8cm42 秩 琉 巻 釘 頭帽1.0､

現存長3.6cm43 秩 頭 巻 釘 頭帽0.8､現存長

3.9C皿44 秩 不 明 先端部

幅1.4､現存長5.1cm45 秩 鉄 鉱 鉄身部幅1.2､現存長5.0､厚さ0.5cm46 鍋 不 明

幅3.3､長さ6.5cm47 古 銭 寛永通賓 銭径25.2､内径20.3､銭厚1.30m､量目2.17g 文銭 1668年SL338 1234 土 器土 器土 器土 器 かわら

け灯 明

皿かわらけかわらけ 7.47.76.7ll.4 2.12.22.

74.7 4.45.04.26.3 在地系在地系在地系在地系SL438 5 土 器 かわらけ (13.0) 3,9 7.0 在

地系 14C後6789 土 器妬 器土 器土 器 かわらけ禁鍋鍋 15.2(30.4) 3.6(2.6) 8,4 在地系常 滑を地系准地系 14

C後14C後施すのも特徴的である｡第4号地下

式壌 (第36図､第38図)F～G-4区にかけて位置する

.約0.9m程度め方形状の入口部から､台形状に開

く主体部に繋がっており､開口部底面から主体部底面ま

でにかけて緩やかな段差を持つ｡開口部から主体部ま

での長径2.30In､短径1.87m､深さ1.2

1Tnを測る｡主体部の天井部は崩落していたが､壁

面近くは残存しており､残存天井部までの高さは約1mを測

る｡底面は平坦であり､壁面-の遺構は緩いが､壁は

直に立つ｡壁から天井部-の遺構も緩い｡遺物は床面近くから大形のかわらけが2点 出土しており､覆土か

ら聾の破片も出土している｡第28図5､6はかわら

けで､5はやや器高の高いもので､底部が厚く､底

部糸切り後未調整で､体部か瑚碗雛形痕を強く残すの

を特徴とする｡内面底部には回転ケズリを施し､同心

円状または螺旋状の削り痕が残るo非常に特徴的な成形痕を残す｡6ほ口径が大きくて



(6)土埴

土境は調査区全体にわたって満遍なく存在してお

り､全て通し番号を付けて処理した｡従って､墓頻､

埋納遺構､門などを構成する遺構も土塊としたが､機

能が明瞭なものについては別項目で取り扱うことにす

る｡しかし､墓境については必ずしも明確な判断根拠

がないものも存在するため､本項で扱い､その可能性

を指摘することにする｡

第1号土壌 (第39図)

D-5区に位匿する｡遺構のプランは円形で､やや

大きなピット状を呈するものと思われる｡長径0.41m､

短径0.22m､深さ0.45mを測る｡遺構北側半分が調査

区外にある｡底面は小さく､やや尖り気味となる｡遺

物は出土していない｡

第2号土境 (第39図)

D-5区に位匿する｡遺構のプランは楕円形を皇す

るものと思われ､底面は丸底状を皇する｡遺構の4分

の1程を調査した｡長径0.44m､短径0.37m､深さ

0.22mを測る｡遺物は出土していない｡

第3号土墳 (第39図)

D-5区に位置する｡遺構のプランは不整円形で､

一部が調査区外に当たる｡底面は平坦で､壁は緩く立

ち上がる｡長径0.54m､短径0.40m､深さ0.30mを測

る｡遺物は出土していない｡

第4号土墳 (第39図､第50図)

D-5区に位置する｡遺構のプランははば円形で､

一部が調査区外に当たる｡底面は皿状を皇し､壁は緩

く立ち上がる｡長径0.42m､短径0.38m､深さ0.18m

を測る｡遺物は中国製染付磁艶皿と､キセルの雁首が

出土している｡

第5号土壌 (第39図､第50図)

D-5区に位置する｡第10･ll･12号土塊と重複す

る｡遺構のプランは円形で底面は平坦で､壁は緩く立

ち上がる｡長径0.78m､短径0.57m､深さ0.44mを測

る｡遺物は土塊上面を被う様に火消壷の破片と､その

蓋､宋銭が出土している｡火消壷は完形に復元された｡

第6号土墳 (第39図)

D-5区に位置する｡遺構のプランは長方形に近い

楕円形で､⊥部が第3号竪穴状遺構と重複する｡底面

は平坦で､壁は緩く立ち上がる｡長径0.63m､短径

0.46m､深さ0.08mを測る｡遺物は出土していない｡

第7号土壌 (第39図)

D-5区に位置する｡第10号土壌､中央部でグリッ

ドピットと重複する｡遺構のプランは不整楕円形で､

底面は皿状を皇し､壁は比較的直に立ち上がる｡長径

0.64m､短径0.42m､深さ0.53mを測る｡遺物は出土

していない｡

第8号土墳 (第39図)

D-5区に位置する｡遺構のプランは不整円形で､

底面はやや凹凸があり､壁は緩く立ち上がる｡長径

0.48m､短径0.42m､深さ0.30mを測る｡遺物は出土

していない｡

第9号土壌 (第39図)

D-5区に位匿する｡第10号土塊､グリッドピット

と重複し､一部が調査区外に当たる｡遺構のプランは

楕円形で､底面は皿状を皇し､壁は緩く立ち上がる｡

長径0.54m､短径0.56m､深さ0.07mを測る｡遺物は

出土していない｡

第10号土壌 (第39図)

D-5区に位置する｡第5･7･9･11･12号土塊､

グリッドピットと重複する｡遺構のプランは楕円形で､

底面は平坦で､壁は緩く立ち上がる｡長径1.01m､短

径0.90m､深さ0.20mを測る｡遺物は出土していない

が､第10号土塊の確認面付近で良く焼けた焼土跡と灰

ー 5 4 -
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川越城跡

第39図 土壌 (1)
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第40図 土壌 (2)
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第41図 土壌 (3)
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が､1m位の範囲で確認された(第60図参照)0

第11号土壌 (第39図)

D-5区に位置する｡第5･10･12号土塊､グリッ

ドピットと重複する｡遺構のプランは楕円形で､底面

は平坦で､壁は緩く立ち上がる｡長径1.00m､短径

0.58m､深さ0.15mを測る｡ 遺物は出土していない｡

第12号土墳 (第39図)

D-5区に位置する｡第5･10･11号土塊､グリッ

ドピットと重複する｡遺構のプランはほぼ円形で､底

面は皿状を呈し､壁は緩く立ち上がる｡長径0.43m､

短径0.35m､深さ0.28mを測る｡遺物は出土していな

い｡

第13号土壌 (第39図)

E-5区に位置する｡遺構のプランは楕円形で､底

面は平坦であり､壁は比較的直に立ち上がる｡長径

0.64m､短径0.52m､深さ0.35mを測る｡遺物は出土

していない｡

第14号土壌 (第39図)

E-5区に位置する｡ピット状の土塊で､半分程が

調査区外に当たる｡プランは不整円形である｡底面は

小さく平坦であるが､壁は直に立ち上がり､上部でや

や開く.長径0.60m､短径0.28m､深さ0.70mを測るO

遺物は出土していない｡

第15号土墳 (第39図)

E-5区に位置する｡第16号土壌が隣接する｡遺構

のプランは楕円形で､底面は皿状を呈し､壁は緩く立

ち上がる｡長径0.65m､短径0.56m､深さ0.26mを測

る｡遺物は出土していない｡

第16号土壌 (第39図)

E-5区に位匿する｡第15号土塊が隣接する｡遺構

のプランは不整円形で､底面は皿状を皇し､壁は緩く

立ち上がる｡長径0.40m､短径0.29m､深さ0.08mを

測る｡遺物は出土していない｡

第17号土壌 (第39図)

E-5区に位置する｡第3号溝と重複する｡遺構の

プランは楕円形で､底面は平坦であり､壁は比較的直

に立ち上がる｡長径0.48m､短径0.30m､深さ0.16m

を測る｡遺物は出土していない｡

第18号土壌 (第39図､第50図)

E-5区に位匿する｡第1号掘立柱建物跡のピット

と重複する｡遺構のプランは楕円形を皇し､底面は平

坦で､壁は比較的緩く立ち上がる｡長径0.98m､短径

0.83m､深さ0.28mを測る｡遺物は大･中･小のかわ

らげと陶器縁柚小皿､刀子､砥石が出土している｡

第19号土壌 (第39図)

E-5区に位匿する｡グリッドピットと重複する｡

遺構のプランは不整楕円形を呈し､底面は平坦で､壁

は比較的緩く立ち上がる｡長径1.15m､短径0.68m､

深さ0.14mを測る｡遺物は出土していない｡

第20号土壌 (第39図)

E-5区に位置する｡グリッドピットと重複し､第

21･22号土塊と隣接する｡遺構のプランは楕円形で､

底面は皿状を呈し､壁は緩く立ち上がる.長径0.78m､

短径0.60m､深さ0.28mを測る｡遺物は出土していな

い｡

第21号土墳 (第39図)

E-5区に位置する｡第22号土塊と重複し､第20号

土塊が隣接する｡遺構のプランはほぼ円形を皇し､底

面は平坦で､壁は此戯三的緩く立ち上がる｡長径0.59m､

短径0.57m､深さ0.07mを測る｡遺物は出土していな

い｡

第22号土壌 (第39図)
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E-5区に位匿する｡第21号土塊と重複し､第20号

土塊が隣鮭する｡遺構のプランは楕円形を皇し､底面

は平坦で､壁は比較的緩く立ち上がる｡長径0.65m､

短径0.45m､深さ0.18mを測る｡遺物は出土していな

い｡

第23号土壌 (第39図)

E-5区に位置する｡第3号溝と重複する｡遺構の

プランはは(幻毒方形を皇し､底面は凹凸があり､壁は

比較的直に立ち上がる｡長径0.59m､短径0.35m､深

さ0.39mを測る｡遺物は出土していない｡

第24号土壌 (第39図)

E-5区に位匿する｡第4号溝､グリッドピットと

重複する｡遺構のプランはほぼ円形を皇し､底面は平

坦で､壁は比較的直に立ち上がる｡長径0.92m､短径

0.68m､深さ0.31mを測る｡遺物は出土していないが､

第Ⅵ層より下から確認された土塊であり､墓境の可能

性が高い｡

第25号土壌 (第39図､第48図､第50図)

E-5区に位置する｡グリッドピット等と重複する｡

遺構のプランは台形状を皇し､底面は平坦で､壁は比

較的直に立ち上がる｡長径1･06m､短径0･66m､深さ

0.26mを測る｡第Ⅵ層より下から確認された土塊で､

人骨が埋葬されていた｡墓境である｡遺物は宋銭が出

土している｡

第26号土壌 (第39図)

E- 5区に位置する｡グリッドピット等と重複する｡

頚錦 のプランはほぼ長方形を皇し､底面は平坦で､壁

は比較的直に立ち上がる｡長径1.16m､短径0.94m､

深さ0.廃mを測る｡遺物は出土していないが､第Ⅵ層

より下から確認された土塊であり､墓顔の可能性が高

い｡

第27a･b･C号土壌 (第40図)

E-5区に位置する｡第28･29号土塊､グリッドピ

ットと重複するが､本遺構自体3基の土塊の重複と思

われる｡遺構のプランはそれぞれ長方形を皇し､底面

は平坦で､壁は比較的直に立ち上がる｡全体で長径

2.52m､短径1.77m､深さ0.43mを測る｡遣物は出土

していないが､第Ⅵ層より下から確認された土塊で､

重複する墓境の可能性が高い｡

第28号土墳 (第40図)

E-5区に位置する.第27号土境､グリッドピット

と重複する｡遺構のプランは長方形を皇し､底面はや

や皿状で､壁は比較的直に立ち上がる｡長径0.97m､

短径0.51m､深さ0.38mを測る｡遺物は出土していな

いが､第Ⅵ層より下から確認された土塊であり､墓境

の可能性が高い｡

第29号土墳 (第40図)

E-5区に位置する｡第27号土壌､グリッドピット

と重複する｡遺構のプランは不整長方形を皇し､底面

はやや皿状で､壁は比較的直に立ち上がる｡長径2.18

m､短径1.20m､深さ0.26mを測る｡遺物は出土して

いないが､第Ⅵ層より下から確認された土塊であり､

重複した墓境の可能性が高い｡

第30号土壌 (第40図)

E-5区に位置する｡グリッドピット等と重複する｡

遺構のプランは楕円形を皇し､底面は皿状で､壁は比

較的緩く立ち上がる｡長径1.26m､短径0.95m､深さ

0.17mを測る｡遺物は出土していないが､第Ⅵ層より

下から確認された土塊であり､墓境の可能性が高い｡

第31号土塘 (第40図)

E-5区に位置する.グリッドピット等と重複する.

遺構のプランは長方形を皇し､底面はやや皿状で､壁

は比較的緩く立ち上がる｡長径1.88m､短径1.59m､

深さ0.40mを測る｡遺物は出土していないが､第Ⅵ層

下から確認された土境であり墓頻の可能性もある｡し
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かし､形状等から竪穴状遺構の可能性も考えられる｡

第32号土壌 (第40図)

E-6区に位置する｡掘立柱建物跡の柱穴や､グリ

ッドピット等と重複し､第5号溝の上に構築されてい

た｡遺構のプラソは長方形を呈し､底面はやや皿状凹

凸があり､壁は比較的緩く立ち上がる｡長径1.42m､

短径1.05m､深さ0.32mを測る｡遺物は出土していな

いが､第Ⅵ層段階で確認された遺構である｡

第33号土壌 (第40図､第50図)

E-6区に位置すら｡掘立柱建物跡の柱穴や､グ.)

二~∴ 二 二 :遺構のプランは楕円形を呈

し､底面は皿状で､撃は比較的緩く立ち上がる｡長径

1.68m､短径1,66m､･深さ0.64mを測る｡遺物はかわ
l

らけの底部破片が出土している｡底部の形態は､近世
】

以前のかわらけの特徴を持つ｡

第34号土媒 (第40区f)l

E-6区に位置する｡第3号廃棄遺構と重複するが､

新旧関係は不明であ
早
遺構のプランはほぼ円形を呈

し､底面は皿状凹凸や 壁は比較的緩く立ち上がるo

長径1.05m､短径0.96m､深さ0.23mを測る｡遺物は】

出土していないO て

第35号土浦 ･･第,ILH.i:卜

E-6区に位置す皐｡西側半分に新 しを受ける.逮

構のプランは長方形を呈するものと思われ､底面は平r

坦で､壁は上蝦 的直隼立ち上がるo長径1･29m､短径

0.42m､深さ0.48mを測る.遺物は出土していない｡

t

第36号土頻 傑40g)
E-6区に位置する｡グリッドピットと重複し､一

部調査区外に当たる｡;遺構のプランは楕円形を皇し､

底面には凹凸が認められ､壁は緩く立ち上がる｡長径

0.79m､短径0.68m､深さ0.10mを測る｡遺物は出土

していない｡ l

第37号土壌 (第40図)

E-6区に位置する｡グリッドピットと重複する｡

遺構のプランは楕円形を呈し､底面はやや凹凸があり､

壁は比較的緩く立ち上がる｡長径0.96m､短径0.87m､

深さ0.32mを測る｡遺物は出土していない｡

第38号土壌 (第41図)

E-6区に位置する｡遺構のプランはほぼ方形を呈

し､底面は皿状凹凸で､壁が比較的直に立ち上がる深

い土頻である.長径0.88m､短径0.78m､深さ1.22m

を測る｡遺物は出土していない｡

第39号土壌 (第41図)

E-6区に位置する｡グリッドピットと重複する｡

遺構のプランは不整円形を呈し､底面は皿状となり､

壁は比較的緩く立ち上がる.長径0.70m､短径0.57m､

深さ0.16mを測る｡遺物は出土していない｡

第40号土壌 (第41図)

E-6区に位置する｡第41･42号土塊と重複するが､

新旧関係は不明である｡遺構のプランはほぼ円形を呈

し､底面は平坦で､壁は比較的緩く立ち上がる｡長径

0.97m､短径0.93m､深さ0.34mを測るO遺物は出土

していない｡

第41号土壌 (第41図)

E-6区に位置する.第40号土塊と重複するが､新

旧関係は不明である｡遺構のプランはほぼ長方形を皇

し､底面は平坦である｡壁は比較的直に立ち上がる｡

長径1.05m､短径0.79m､深さ0.24mを測る.遺物は

青銅製の釘が出土した｡

I1

第42号土頻 傑41図､第50図) も L圭.I

E-6区に位置する.第40.43号土境と東 洋宮示､

新旧関係は不明である｡遺構のプランは不整円形を呈

し､底面は皿状を呈する｡壁は緩やかに立ち上がる｡

長径0.92m､短径0.64m､深さ0.24mを測る｡遺物は
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陶器の香炉が出土している｡

第43号土壌 (第41図)

E-6区に位置する｡第42号土塊と重複するが､新

旧関係は不明である｡遺構の]措三分が撹乱されている｡

プランは楕円形を皇し､底面は平坦で､壁は緩やかに

立ち上がるo長径o･48m､短径0･45m､深苧0･10mを】

測る｡遺物は出土していない｡ ∃

第44号土壌 (第41図)

E-6区に位匿する｡グリッドピットと一部重複す

る｡遺構のプランはほぼ円形を望し､底面は皿状を望

する｡壁は緩やかに立ち上がる｡長径0.94m､短径

0.83m､深さ0.18mを測る｡遺物は出土していない｡

第45号土壌 (第41図)

E-5-6区にかけて位置する｡第5号溝と重複す

るが､本土境の方が新しい｡また､本土境の第2廃棄

遺構が構築されていた｡遺構のプランは隅丸長方形を

皇し､底面は皿状を皇する｡壁は比較的直に立ち上が

る｡長径1.02m､短径0.78m､深さ0.55mを測る｡遺

物は出土していない｡

第47号土壌 (第41図､第50図)

D-7区に位置する｡第48号土塊と重複するが､新

旧関係は不明である｡遺構のプランは方形か長方形を

皇し､底面は皿状を望する｡壁は緩やかに立ち上がる｡

長径0.60m､短径0.36m､深さ0.17mを測る｡遺物は

常滑産の蜜口綾部破片が出土している｡

第48号土墳 (第41図)

D-7区に位置する｡第47号土壌､第3号井戸と重

複するが､新旧関係は不明である｡遺構のプランは長

方形を皇し､底面は平坦で､壁は比較的直に立ち上が

る｡長径1.33m､短径0.92m､深さ0.28mを測る｡遺

物は出土していない｡

第49号土壌 (第41図)

D-7区に位置する｡グリッドピットと重複する｡

北半分が調査区外に当たる｡遺構のプランは方形か長

方形を皇し､底面は平坦で､壁は緩やかに立ち上がる｡

長径1.60m､短径0.65m､深さ0.33mを測る｡遺物は

出土していない｡

第50号土壌 (第41図､第50図)

E-7区に位置する｡第56号土塊､グリッドピット

等と重複するが､新旧関係は不明である｡遺構のプラ

ンは不整円形を皇し､底面は皿状で凹凸を有する｡壁

は緩やかに立ち上がる｡長径2.56m､短径2.08m､深

さ0.15mを測る｡遺物はかわらげ､鉄絵陶器皿､石臼

の上白の破片が出土している｡出土遺物から中世段階

の土塊と思われる｡

第51号土壌 (第41図､第51図)

E-7区に位置する｡第79号土塊､門跡と′した第

102号土塊と重複するが､新旧関係は不明である｡遺

構は楕円形を皇し､底面は平坦で､壁は緩やかに立ち

上がる｡長径3.58m､短径2.12m､深さ0.65mを測る｡

遺物は括鉢の口綾部破片､砥石､鉄釘が出土している｡

第52号土壌 (第42図､第48図､第51図)

E-7区に位置する｡グリッドピットと重複する｡

遺構は楕円形を皇し､底面は平坦で､壁は比較的直に

立ち上がる｡長径0.91m､短径0.76m､深さ0.55mを

測る｡遺物は土製の玩具である神､猿､鳥､かわらげ

のミニチュア､陶器茶碗のミニチュア､摘鉢のミニチ

ュア､陶器釜が､遺構の上面から出土した｡

第53号土墳 (第42図)

E-7区に位置する｡第9号溝､グリッドピットと

重複するが､新旧関係は不明である｡遺構は長方形を

皇し､底面は平坦で､壁は緩やかに立ち上がる｡長径

4.15m､短径1.61m､深さ0.30mを測る｡遺物は出土

していない｡
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第54号土壌 (第42図､第52図)

E-7区に位置する｡グリッドピットと重複する｡

遺構南側に撹乱を受けるが､不整円形を望し､底面は

皿状でやや凹凸を持ち､壁は緩やかに立ち上がる｡長

径3.10m､短径2.64m､深さ0.18mを測る｡遺物はか

わらげ､陶器皿､磁器茶碗､磁器段重蓋､梼鉢等が出

土したが､第52図1-3は中世段階の遣物であり､混

在と認識される｡遺構自体は近世の所産と思われる｡

第55号土墳 (第41図)

E-7区に位置する｡第61･62･63号土塊､グリッ

ドピットと重複するが､新旧関係は不明である｡遺構

は長楕円形を皇し､底面はやや凹凸があり､壁は緩や

かに立ち上がる｡長径1.90m､短径1.09m､深さ0.22

mを測る｡遺物は出土していない｡

第56号土壌 (第41図)

E-7-8区にかけて位置する｡第50号土頻と重複

するが､新旧関係は不明である｡遺構は不整楕円形を

皇し､底面は皿状で､壁は比較的直に立ち上がる｡長

径1.32m､短径0.66m､深さ0.32mを測る｡遺物は出

土していない｡

第57号土墳 (第42図､夢52図)

E-7区に位匿する｡中央部に東西の溝状の撹乱を

受けるが､遺構は不整楕円形を皇し､底面は平坦で､

壁は緩やかに立ち上がる｡長径2.15m､短径1.43m､

深さ0.20mを測る｡遺物は石臼の破片のみ､3点出土

した｡第52図9は下目に受けの縁が付いている茶目と

思われる｡

第58号土壌 (第42図)

E-7区に位置する｡グリッドピットと重複する｡

遺構は楕円形を呈し､底面は平坦で､壁は緩やかに立

ち上がる｡長径0.78m､短径0.53m､深さ0.14mを測

る｡遺物は出土していない｡

第59号土壌 (第42図)

E-7区に位置する｡ピット状の土塊で､不整円形

を皇し､底面は平坦である｡壁は比較的直に立ち上が

る｡長径0.42m､短径0.38m､深さ0.26mを測る｡遺

物は出土していない｡

第60号土壌 (第41図)

E-7区に位置する｡遺構の大半に撹乱を受けるが､

長方形を皇するものと思われ､底面は皿状を皇し､壁

は緩やかに立ち上がる｡長径0.54m､短径0.36m､深

さ0.05mを測る｡遺物は出土していない｡

第61号土壌 (第41図)

E-7区に位置する｡第55･62号土塊と重複するが､

新旧関係は不明である｡遺構は楕円形を皇し､底面は

皿状でやや凹凸があり､壁は緩やかに立ち上がる｡長

径0.95m､短径0.46m､深さ0.14mを測る｡遺物は出

土していない｡

第62号土壌 (第41図)

E-7区に位置する｡第55･61号土壌､グリッドピ

ットと重複するが､新旧関係は不明である｡遺構はピ

ット状の楕円形を皇し､底面は皿状で､壁は緩やかに

立ち上がる｡長径0.72m､短径0.62m､深さ0.17mを

測る｡遺物は出土していない｡

第63号土墳 (第41図)

E-7区に位置する｡第55号土塊､グリッドピット

と重複するが､新旧関係は不明である｡遺構は楕円形

を皇し､底面は平坦で､壁は緩やかに立ち上がる｡長

径1.58m､短径1.23m､深さ0.17mを測る｡遺物は出

土していない｡

第64号土壌 (第42図)

D-8区に位置する｡第4号柵列と重複する｡遺構

は長方形を皇し､底面は平坦で､壁は比較的直に立ち

上がる｡長径0.82m､短径0.66m､深さ0.58mを測る｡
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遣物は出土していない｡

第65号土壌 (第42図)

D-8区に位置する｡大半が調査区域外に相当する

が､遺構は不整な円形を呈するものと思われる｡底面

は皿状を皇し､壁は緩やかに立ち上がる｡長径1.60m､

短径1.30m､深さ0.18mを測る｡ 遺物は出土していな

い｡

第66号土壌 (第43図)

E-8区に位置する｡第72号土壌､門跡とした第

102号土壌､グリッドピットと重複するが､新旧関係

は不明である｡遺構は長方形を皇し､底面は平坦で､

壁は緩やかに立ち上がる｡長径1.98m､短径1.18m､

深さ0.15mを測る｡ 遺物は出土していない｡

第67号土壌 (第43図､第52図)

E-8区に位置する｡第76号土壌と重複するが､新

旧関係は不明である｡遺構は長方形を望し､底面は平

坦で､壁は比較的緩やかに立ち上がる｡長径1.92m､

短径1.37m､深さ0.76mを測る｡ 遺物はかわらげ､捨

鉢の口綾部破片､刀子､鉄釘､砥石､板碑破片が出土

している｡出土遺物から本遺構は中世段階の所産と思

われる｡

第68号土壌 (第43図)

E-8区に位置する｡第73号土壌と重複するが､新

旧関係は不明である｡遺構はほぼ方形のピット状を皇

し､底面は平坦で､壁は比較的直に立ち上がる｡長径

0.70m､短径0.65m､深さ0.90mを測る｡遣物は出土

していない｡

第69号土壌 (第43図､第53図)

E-8区に位置する｡一部斬 Lを受けるが､プラン

はほぼ方形を望し､底面は平坦で､壁は直に立ち上が

る｡長径1.20m､短径1.03m､深さ1.04mを測る｡遺

物はかわらげ､陶器縁鞄皿､賓の底部､揺鉢が出土し

ている｡出土遺物から､本遺構は中世段階の所産と思

われる｡

第70号土壌 (第43図)

E-7-8区にかけて位置する.第77号土壌､グリ

ッドピットと重複するが､新旧関係は不明である｡遺

構は不整長方形を呈し､底面は皿状で､壁は緩やかに

立ち上がる｡長径1.54m､短径1.37m､深さ0.16mを

測る｡遺物はかわらげ､陶器縁粕/JⅦL揺鉢､土鍋の

口綾部破片､石臼が出土している｡

第71号土壌 (第43図)

E-8区に位置する｡遺構は楕円形を呈し､底面は

平坦で､壁は比較的緩やかに立ち上がる｡長径1.08m､

短径0.80m､深さ0.59mを測る｡ 遺物は出土していな

い｡

第72号土壌 (第43図､第53図)

E-8区に位置する｡第66号土壌､門跡とした第

102号土壌､グリッドピットと重複するが､新旧関係

は不明である｡遺構は長方形を望し､底面は平坦で､

壁は緩やかに立ち上がる｡長径1.50m､短径1.00m､

深さ0.12mを測る｡ 遺物は鉄釘が出土している｡

第73号土壌 (第43図)

E-8区に位置する｡第68号土壌と重複するが､新

旧関係は不明である｡遺構は長方形を呈し､底面は凹

凸を持ち､壁は比較的直に立ち上がる｡長径1.70m､

短径0.68m､深さ0.46mを測る｡遺物は出土していな

い｡

第74号土壌 (第43図)

E-8区に位置する｡グリッドピットと重複する｡

遺構は長方形を呈し､底面は皿状で､壁は緩やかに立

ち上がる｡長径1.03m､短径0.90m､深さ0.14mを測

る｡遺物は出土していない｡

-65-



第44図 土壌 (6)
SK80

二

､く

/ l/
/
I撹乱
l I
ーI I

28KS

U
JN
.9
T

V

....
[
'.'･
'

'

'

'■
～
'' '

'
.
'
'
-

･

18K

SSK86

也

.qiこ∵

g'%+:A 1



川越城跡
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第75号土壌 (第43図)

E-8区に位置する｡グリッドピットと重複し､南

側に新 しを受けている｡遺構は楕円形で､底面は二段

掘り状を望する｡壁は緩やかに立ち上がり､長径1.05

m､短径0.87m､深さ0.30mを測る｡ 遺物は出土して

いない｡

第76号土壌 (第43図､第53図)

E-8区に位置する｡第67号土壌と重複するが､新

旧関係は不明である｡遺構は長方形を呈するものと思

われ､底面は皿状で､壁は緩やかに立ち上がる｡長径

1.24m､短径0.48m､深さ0.17mを測る｡遺物は宋銭

が出土している｡

第77号土壌 (第43図)

E-8区に位置する｡第70号土壌､グリッドピット

と重複するが､新旧関係は不明である｡遺構は不整楕

円を望し､底面は皿状で､壁は緩やかに立ち上がる｡

長径1.08m､短径0.78m､深さ0.28mを測る｡遺物は

出土していない｡

第78号土壌 (第43図､第53図)

E-8区に位置する｡遺構は楕円形を呈し､底面は

平坦で､壁は比較的直に立ち上がる｡長径0.83m､短

径0.50m､深さ0.27mを測る｡遺物は宋銭が出土して

いる｡

第79号土壌 (第42図)

E-8区に位置する｡第51号土壌､門跡とした第

102号土壌と重複するが､新旧関係は不明である｡遺

構は一部のみ現存するため形状は不明であり､底面は

平坦で､壁は比較的直に立ち上がる｡長径0.65m､短

径0.20m､深さ0.15mを測る｡遺物は出土していない｡

第80号土壌 (第44図)

E-8区に位置する｡グリッドピットと重複し､中

央部に新 しを受けている｡遺構は長楕円形を皇し､底

面は平坦で､壁は緩やかに立ち上がる｡長径1.60m､

短径0.73m､深さ0.18mを測る｡遺物は出土していな

い｡

第81号土壌 (第44図､第53図)

D-9区に位置する｡遺構はほぼ円形を呈し､底面

は平坦で､壁は緩やかに立ち上がる｡長径2.16m､短

径1.95m､深さ0.76mを測る｡ 遺物は陶器鍋,常滑産

婆の底部破片､板碑の破片が出土している｡

第82号土壌 (第44図)

E-9区に位置する｡第7号掘立柱建物跡､グリッ

ドピットと重複する｡土壌底面に掘立柱の柱痕部のみ

の圧痕が見られたことから､本土境の方が古い｡遺構

は長楕円形を呈し､底面は皿状で､壁は緩やかに立ち

上がる｡長径3.50m､短径2.32m､深さ0.32mを測る｡

遺物は出土していないが､覆土から馬の歯が出土して

いる｡従って､馬の墓嬢であった可能性が高い｡

第83号土壌 (第44図､第53図)

E-8-9区にかけて位置する｡第84号土壌と重複

するが､新旧関係は不明である｡本土境は､本来方形

と楕円形の土壌が重複しているものと思われる｡方形

土壌部分は開口部がやや-ングしており､長径1.21m､

短径0.97m､深さ1.60mを測る｡ 楕円形土壌部分は長

径1.81m､深さ0.27mを測る｡遺物は方形状土境内か

らかわらげ､陶器縁柚小皿､砥石､鉄釘が出土してい

る｡出土遺物から､本遺構は中世段階の所産と判断さ

れる｡

第84号土壌 (第44図､第54図)

E-9区に位置する｡第83号土壌と重複するが､新

旧関係は不明である｡遺構は長方形を皇し､長径1.38

m､短径1.10m､深さ1.08mを測る｡遺物はかわらげ

の底部､板碑の大形妓片が出土している｡出土遺物か

ら､本遺構は中世段階の所産と判断される｡
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第85号土境 (第44図)

E-8-9区にかけて位置する｡グリッドピット等

と重複する｡遺構のプランは長方形を望し､底面は皿

状で､壁は緩やかに立ち上がる｡長径0.88m､短径

0.43m､深さ0.18mを測る｡遺物は出土していない｡

第86号土壌 (第44図)

E-9区に位置する｡グリッドピットと重複する｡

遺構のプランは不整長方形を皇し､底面は皿状でやや

傾斜し､壁は比較的直に立ち上がる｡長径0.87m､短

径0.61m､深さ0.20mを測る｡遺物は出土していない｡

第87号土壌 (第45図)

E-9区に位置する｡グリッドピット等と重複する｡

遺構のプランは楕円形を皇し､底面は平坦で､壁は比

較的直に立ち上がる｡長径0.66m､短径0.44m､深さ

0.14mを測る｡遺物は出土していない｡

第88号土壌 (第45図)

E-9区に位置する｡第89号土壌､グリッドピット

等と重複する｡遺構のプランは長方形を皇し､底面は

平坦で､壁は比較的直に立ち上がる｡長径0.78m､短

径0.72m､深さ0.80mを測る｡遺物は出土していない｡

第89号土墳 (第45図)

E-9区に位置する｡第88号土壌､グリッドピット

等と重複する｡遺構のプランは長方形を皇するものと

思われるが､大半に撹乱を受けている｡底面は皿状を

望し､壁は比較的緩く立ち上がる｡長径1.37m､短径

1.00m､深さ0.08mを測る｡ 遺物は出土していない｡

第90号土壌 (第45図､第53図)

E-9区に位置する｡第17号溝､グリッドピット等

と重複するが､新旧関係は不明である｡遺構のプラン

は長楕円形を皇し､底面は皿状で､壁は大変緩く立ち

上がる｡長径2.87m､短径0.91m､深さ0.17mを測る｡

遺物はかわらけが出土している｡出土遺物から､本遣

構は中世段階の所産と思われる｡

第91号土壌 (第45図)

E-9区に位置する｡グリッドピットと重複する｡

遺構のプランは不整楕円形を皇し､底面は平坦で､壁

は比較的直に立ち上がる｡長径1.55m､短径1.02m､

深さ0.20mを測る｡ 遺物は出土していない｡

第92号土壌 (第45図)

E-9区に位置する｡グリッドピット等と重複する｡

遺構のプランは不整楕円形を望し､底面は皿状で､壁

は比較的緩く立ち上がる｡長径0.88m､短径0.57m､

深さ0.14mを測る｡ 遣物は出土していない｡

第93号土壌 (第45図)

E-9区に位置する｡グリッドピット等と重複する｡

遺構のプランは不整形を呈し､底面はやや凹凸が存在

する｡壁は比較的緩く立ち上がる｡長径1.33m､短径

0.83m､深さ0.34mを測る｡ 遺物は出土していない｡

第94号土壌 (第45図)

E-9区に位置する｡第95号土壌と隣接する｡遺構

のプランは楕円形を望し､底面は皿状で､壁は大変緩

く立ち上がる｡長径1.06m､短径0.82m､深さ0.17m

を測る｡遺物は出土していない｡

第95号土壌 (第45図)

E-9区に位置する｡第94号土壌と隣接する｡遺構

のプランは不整円形を皇し､底面は皿状で､壁は緩く

立ち上がる｡長径0.61m､短径0.52m､深さ0.20mを

測る｡遣物は出土していない｡

第96号土壌 (第45図)

A-10区に位置する｡グリッドピット等と重複し､

東半分が調査区外に当たる｡遺構のプランは長方形と

思われる｡底面は平坦で､壁は比較的緩く立ち上がる｡

長径0.88m､短径0.62m､深さ0.39mを測る｡遣物は
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出土していない｡

第97号土壌 (第45図)

A-10区に位置する｡グリッドピット等と重複する｡

遺構のプランはほぼ円形を呈し､底面は平坦で､壁は

比較的直に立ち上がる｡長径0.98m､短径0.93m､深

さ0.34mを測る｡ 遺物は出土していない｡

第98号土壌 (第45図)

B-10区に位置する｡第19号溝､グリッドピット等

と重複する｡遺構のプランは長方形を呈し､底面は平

坦で､壁は比較的直に立ち上がる｡長径0.69m､短径

0.48m､深さ0.17mを測る｡ 遺物は出土していない｡

第99号土壌 (第45図)

B-10区に位置する｡グリッドピット等と重複する｡

西半分が調査区外に当たる｡ 遺構のプランは楕円形を

呈し､底面は平坦で､壁は比較的直に立ち上がる｡長

径0.55m､短径0.52m､深さ0.15mを測る｡遺物は出

土していない｡

第100号土壌 (第45図)

E-9区に位置する｡グリッドピット等と重複する｡

遺構のプランは楕円形を皇し､底面は平坦で､壁は比

較的直に立ち上がる｡長径1.09m､短径0.96m､深さ

0.28mを測る｡ 遺物は出土していない｡

第101号土壌 (第45図)

E-10区に位置する｡第1号堀と重複するが､新旧

関係は不明である｡遺構のプランは楕円形を皇するも

のと思われ､底面は皿状で､壁は上壊変的直に立ち上が

る｡長径0.80m､短径0.56m､深さ0.18mを測る｡遺

物は出土していない｡

第103号土壌 (第46図)

H～Ⅰ-4区にかけて位置する｡第104号土壌と隣

接し､グリッドピット等と重複する｡南側部分に新 し

を受けるが､遺構のプランは二段掘状の楕円形を呈し､

底面は凹凸を持つ｡壁は比較的緩く立ち上がっている｡

床面は被熟し､覆土中に灰層を含むなど､火を燃して

いることは確実であるが､用途は不明である｡長径

1.30m､短径0.48m､深さ0.14mを測る｡遺物は出土

していない｡

第104号土壌 (第46図)

H～Ⅰ-4区にかけて位置する｡第103号土壌と並

列して存在し､グリッドピット等と重複する｡2基の

土壌が重複したような二段掘状の楕円形を呈し､底面

は比較的平坦で､壁は緩く立ち上がっている｡床面は

被熟し､覆土中に灰層を含むなど､火を燃しているこ

とは確実であるが､用途は不明である｡長径1.18m､

短径0.58m､深さ0.17mを測る｡遣物は出土していな

い｡

第105号土壌 (第46図)

H-4区に位置する｡遺構の大半が調査区外にある

ものと思われ､グリッドピット等と重複する｡遺構の

プランは不整楕円形を皇し､底面は平坦で､壁は比較

的緩く立ち上がる｡長径0.96m､短径0.62m､深さ

0.13mを測る｡遺物は出土していない｡

第106号土境 (第46図)

I-5区に位置する｡遺構の大半が調査区外にある

ものと思われ､遺構のプランは不整楕円形を皇し､底

面は皿状で､壁は上捷定的直に立ち上がる｡長径0.70m､

短径0.21m､深さ0.13mを測る｡遺物は出土していな

い｡

第107号土壌 (第46図)

G-4区に位置する｡第108･109号土壌と重複する

が新旧関係は不明である｡遺構のプランはほぼ円形で､

底面は平坦で､壁は比較的直に立ち上がる｡長径0.86

m､短径0.82m､深さ0.59mを測る｡遺物は出土して

いないが､座棺の人骨が埋葬されており､人骨の遣存
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状態は比較的良好であった｡墓頻である｡

第108号土壌 (第46図)

G-4区に位置する｡第107号土壌､グリッドピッ

トと重複するが新旧関係は不明である｡遺構のプラン

はほぼ円形で､底面は平坦であり､壁は比較的直に立

ち上がる｡長径1.12m､短径1.10m､深さ0.39mを測

る｡遺物は出土していないが､墓癖の可能性が高い｡

第109号土壌 (第46図､第54図)

G-3-4区にかけて位置する｡第107号土壌と重

複するが新旧関係は不明である｡遺構のプランは楕円

形で､底面は平坦であり､壁は比較的直に立ち上がる｡

長径1.04m､短径0.62m､深さ0.10mを測る｡遺物は

かわらけが出土している｡第54図5は厚い底部を持ち､

外面底部付近に強くて幅広のケズリ整形を施してい

る｡本土境は､中世段階の所産と思われる｡

第110号土壌 (第46図)

G-3区に位置する｡遺構の南半分に新 しを受ける｡

遺構のプランはほぼ円形を皇するものと思われ､底面

は平坦で､壁は比較的直に立ち上がる｡長径0.92m､

短径0.40m､深さ0.20mを測る｡ 遺物は出土していな

いが､墓嬢の可能性がある｡

第111号土壌 (第46図)

G-3区に位置する｡第2号住居跡と重複するが､

本遺構の方が新しい｡遺構のプランは不整円形である

が､底面は平坦で､壁は上壊変的直に立ち上がる｡長径

1.10m､短径0.59m､深さ0.33mを測る｡遺物は出土

していないが､墓頻の可能性がある｡

第112号土壌 (第46図)

G-3区に位置する｡第2号住居跡の北東コーナー

と重複するが本遺構の方が新しい｡2基の遺構が重複

しているようであるが､遺構のプランは楕円形で､底

面は段を持つ｡壁は比較的直に立ち上がる｡長径1.09

m､短径0.76m､深さ0.24mを測る｡遺物は出土して

いない｡

第113号土壌 (第46図)

H-4区に位置する｡グリッドピットと重複する｡

遺構のプランは不整形を皇し､底面は皿状で､壁は緩

く立ち上がる｡長径0.50m､短径0.40m､深さ0.14m

を測る｡遣物は出土していない｡

第114号土壌 (第46図､第54図)

G-4区に位置する｡第4号地下式境の入口部と重

複するが､新旧関係は不明である｡遺構のプランは楕

円形を皇し､底面は平坦で､壁は上峰夏的直に立ち上が

る｡長径0.78m､短径0.56m､深さ0.38mを測る｡遺

物はかわらけが出土している｡出土遣物から､本土境

は中世段階の所産と思われる｡

第115号土壌 (第46図)

F～G-4区に位置する｡第4号地下式境と重複す

るが､新旧関係は不明である｡遺構のプランは不整形

を呈するが､長方形のプランに､ピットが重複してい

るものと判断される｡底面は皿状を皇し､壁は上康更的

緩く立ち上がる｡長径1.38m､短径1.35m､深さ0.24

mを測る｡ 遺物は出土していない｡

第116号土壌 (第47図)

F-3区に位置する｡第6号住居跡と重複するが､

本遺構の方が新しい｡遺構のプランは楕円形を望し､

底面は皿状で､壁は比較的直に立ち上がる｡長径0.96

m､短径0.75m､深さ0.20mを測る｡遺物は出土して

いないが､墓境の可能性が高い｡

第117号土壌 (第47図)

F-3区に位置する｡第6号住居跡の竃､グリッド

ピットと重複するが､本遺構の方が新しい｡遺構のプ

ランは楕円形を皇し､底面は平坦で､壁は比較的直に

立ち上がる｡長径0.91m､短径0.89m､深さ0.36mを
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測る｡

第118号土壌 (第47図)

F-4区に位置する｡遺構のプランは不整楕円形を

呈し､底面は平坦で､壁は比較的直に立ち上がる｡長

径1.16m､短径0.76m､深さ0.52mを測る｡遺物は出

土していない｡

第119号土壌 (第47図､第54図)

F-4区に位置する｡東側の一部が調査区外にあり､

グリッドピットと重複する｡遺構のプランは楕円形を

呈するものと思われ､底面は皿状で､壁は比較的直に

立ち上がる｡長径0.84m､短径0.76m､深さ0.48mを

測る｡遺物は､古墳時代後期の土師器壷の口綾部が出

土している｡古墳時代後期の住居跡の貯蔵穴の可能性

が高い｡

第120号土壌 (第47図､第54図)

F-3区に位置する｡調査区のコーナーに当たり､

遺構の大半が調査区外にある｡遺構のプランは不明で

あるが､底面は平坦で､壁は比較的直に立ち上がる｡

長径0.49m､短径0.37m､深さ0.21mを測る｡遺物は

須恵器蓋が出土している｡

第121号土壌 (第47図､第54図)

F-4区に位置する｡第126号土壌と一部重複し､

グリッドピットと重複する｡遺構のプランは長方形を

呈し､底面は皿状で､壁は比較的緩く立ち上がる｡長

径1.93m､短径1.02m､深さ0.44mを測る｡遺物はか

わらげの底部破片､捨鉢の破片､賓の破片が出土して

いる｡出土遺物から､本遺構は中世段階の所産と思わ

れる｡

第122号土墳 (第47図､第54図)

F-4区に位置する｡グリッドピットと重複する｡

遺構のプランは長方形を望し､底面は皿状で､壁は比

較的緩く立ち上がる｡長径1.28m､短径1.02m､深さ

0.09mを測る｡遺物は土師器杯が出土している｡

第123号土壌 (第47図)

F-4区に位置する｡遺構の大半が調査区外にあり､

プランは不明である｡底面は皿状で､壁は此瀬的緩く

立ち上がる｡長径0.52m､短径0.16m､深さ0.23mを

測る｡遺物は出土していない｡

第124号土壌 (第47図)

F-4区に位置する｡遺構の北半分が調査区外にあ

り､グリッドピットと重複する｡遺構のプランは楕円

形を呈し､底面は皿状で､壁は比較的緩く立ち上がる｡

長径1.06m､短径0.63m､深さ0.19mを測る｡遺物は

出土していない｡

第125号土壌 (第47図)

F-4区に位置する｡西壁から中央部にかけて新 し

を受け､グリッドピットと重複する｡遺構のプランは

長方形を皇し､底面は平坦で､壁は比較的直に立ち上

がる｡長径2.35m､短径1.14m､深さ0.46mを測る｡

遺物は出土していない｡

第126号土壌 (第47図､第54図)

F-4区に位置する｡第121号土壌と一部重複し､

グリッドピットと重複する｡遺構のプランは楕円形を

皇し､底面はやや凹凸があり､壁は上悌己的直に立ち上

がる｡長径0.76m､短径0.68m､深さ0.20mを測る｡

遺物は土師器杯の破片が出土している｡出土遣物から､

本遺構は古墳時代後期住居跡の貯蔵穴の可能性がある｡

第127号土壌 (第47図､第54図)

F-3区に位匿する｡遺構西側が董拓Lを受けており､

第24号溝と重複するが､新旧関係は不明である｡プラ

ンは不整形を望し､底面は平坦で､壁は上繰夏的直に立

ち上がる｡長径0.74m､短径0.71m､深さ0.34mを測

る｡遺物はかわらけが出土している｡出土遺物から､
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第48図 土塀 (10)(墓場 ｡埋納土壌)

SK25

A 15.8
m __上'.

,/ A(

uj SK46SK25

(人骨出土)1 褐色土 ローム粒子を多く含む｡しまり弱く､粘性なし｡部分的にロームが集中す

る｡SK52

A 16.1m

SK130



第49図 土壌 (ll)(門跡)

SKIO2

A 16.3m本遺構は中世段階の所

産と思われる｡第128号土

壌 (第47図)F-3区に位置する｡グリッドピッ

トと重複する｡遺構のプランは長方形を呈し､底面は

平坦で､壁は比較的緩く立ち上がる｡長径1.00m､短径0

.66m､深さ0.10mを測る｡遺物は出

土していない｡(7

)土器埋納遺構明らかに何らかの意図を持って､か

わらげを遣構内に設置したものについて､土器埋納遺

構と認識した｡合計3遺構存在するが､1つについて

は土器のみ集中しており､遺構は検出

されなかった｡第46号土壌 (第48図､第50

図17-21)F-6区に位置する｡第8号溝､グ

リッドピットと重複するが､新旧関係は不明である｡

土器が遺構内の底面付近から出土していることから､

溝の方が新しいとしても遺物が現存したものと思われ

る｡また､グリッドピットとの関係は､ピット内に遺

物が落ち込んだのか､ピット廃棄と同時期にピット内を含めて遺物を QDi帆

S

第129号土壌(第47図)

G-3区に
位置する
｡
グリッドピットと
重複する
｡

遺構のプランはほぼ円形を皇し
､
底面は皿状で
､
壁は

比較的直に立ち上がる
｡
長径0
.
81m､
短径0
.
79m､
深

さ0
.
18mを測る｡遺物は出

土していない｡埋納したのかのいずれかと思われる｡

遺構のプランは不整楕円形を望し､底面は平坦である｡壁

は上ヒ瀬三的緩く開きながら立ち上がる｡長径0.62m､短

径0.48m､深さ0.18mを測る｡かわらげは5個体

が埋納されていた｡17のみ小さく､他は比較的大きい

もので､器高のやや低いもの､外面整形が強いもの､

器高の高いもの等､同時期のバリエーションが見られ

る｡いずれにしても､中世段階のもので､遺構もその

時期に比定されるも

のと思われる｡第130号土壌 (第48図､第54図

16､17)E～F-6区に位置する｡第5号溝

､グリッドピットと重複するが､新旧関係は不明である｡調査区外
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第50図 土壌出土遺物 (1)
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第51図 土壌出土遺物 (2)
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第52図 土壌出土遺物 (3)
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第53図土積出土遺物(4)SK69
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土壌出土遺物観察表 (第50図-第54図)

図版 番号 材 質 券 種 法 量 (cm) 蔓 形 状 文 様 蔓産 地 備 考a b C d

外 面 内 面SK450 12 磁 器鍋 小煙管雁首 (9.4) 2.2 5.0

端 反 形 花唐草 十字花文 景徳鎮窯い6

ct火皿径 1.5､現存長5.4cmSK550 345 土 器土 器古 銭 塞火 消 壷鷹寧元宝 14.310.0 2.415.6 9.725.2 在地系在地系 火消壷豊北宋

1068年 家書銭径24.2､内径20.0､銭厚 1.50mm､量目2.15g6 古 銭 永楽通宝 銭

径24.7､内径21.1､銭径 1.60m､量目2.04g 明 1408年SK1850 78910ll 土 器土 器土 器陶 器秩 かわらけかわらけかわらけ緑 芽由皿小 柄 7.810.8(14.6)(10.8) 2.23.23.3

(2.1) 4.55.0(7.2)(5.2) 端 反 形 在地系在地系在地系瀬 戸 15C後 灰寒

由現存長 10.9､刃幅1.3､背幅0.3cm12 石 砥 石 残存長 13.9､幅2.9､厚さ2.8

cmS

K2550 13 古 銭 朝鮮通賓 銭径23.2､内径20.0､銭厚 1.

72mm､量目2.37g 朝鮮 1423年SK

3350 14 土 器 かわらけ (2.2) (5.4) 在地系

SK

4150 15 鍋 鋲 頭幅1.0､長さ1.8cmSK4250 16 陶 器 香 炉 (7.2) 5.4 5.3 半 筒 形 瀬戸美濃 18C鉄寒由SK4650 1718192021 土 器土 器土 器土 器土 器

かわらけ

かわらけかわらけかわらけかわらけ 6.5ll.712.012.1ll.5 2.43.03.53.54.3 3.46.06.36.46.1 在地系在地系在地系

在地系在地系SK4750SK850SK551 2223 柘 器古 銭 塞永楽通宝 (42.0) (

9.5) 常 滑 16C自

然粕付着明 1408年銭径24.2､内径21.1､銭厚 1.40mm､量目1.44g

24 古 銭 永楽通宝 銭径24.7､内径20.8､銭径 1.70mm

､量目1.82g 明 1408年25 土 器 かわらけ 7.6 2.3

3.5 在地系26 土 器 かわら

け (8.2) 2.5 4.2 在地系27

土 器 かわらけ 8.0 2.4 3.6 在地系28 土 器 かわらけ 10.3 2.9 3.

0 在地系29 土 器 かわらけ 11.3 3.0 5.4 在地系 内外面

黒色物付着30 陶 器 灯明受皿 8.0 1.6 3.3 瀬戸美濃 18C後 鉄瓶31 鉄 頭巻釘 ? 頭幅3.9cm32 鉄 不

明 幅2.1､現存長6.8cm33 鉄 頭 巻 釘 頭幅2.1､現存

長5.7cm34 鉄 頭 巻 釘 頭幅 1.9､現存長9.6cm35 古 銭 不 明 銭径23.

2､銭厚 1.10mm､量目1.81g36 古 銭 鷹寧元賓 銭径23.2､内径 19.4､銭厚 1.50m臥 量目1.73g 北宋 1068年
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図版 番号 材 質 器 種 法 量 (cm ) 形 状 文 様
i産 地 備 考a b

C a 外 面 内 面51 23 陶 器石 小 皿石 臼 (12.0)残存長 2.4 (7.2) 折 線 形

草 文 瀬戸美濃い7C初 志野織部 鉄絵文皿

i

22.8､高6.4､推定孔2.9cmSK551 45 妬 器石 措 鉢砥 石 (3.8)

瀬戸美濃 15C後 鉄瓶

残存長6.9､幅3.4､厚さ3.5cm6 秩 頭 巻 釘 頭幅2.4､現存長7.5cm

7 秩 頭 巻 釘 頭幅2.1､現存長5.

3cm8 秩 頭 巻 釘 頭幅1.3､現存

長5.5cm9 秩 頭 巻 釘 頭幅1.2

､現存長5.6cm10 秩 頭 巻 釘 頭

幅1.2､現存長4.7cmll 秩 頭 巻 釘 頭

幅1.2､現存長3.8cm12 秩 頭 巻 釘 頭幅1.0､現存長2.5cm13 秩

頭 巻 釘 頭幅0.8､長さ3.2cmSK5251 14 土 器

神 残存高16.0､幅15.6､厚さ8.2cm 在地系 19C前 小杯15 土 器 猿

残存高6.5､幅3.5､厚さ2.9cm

在地系1617 土 器陶 器 鳥ミニチュア 残存高2.5

､幅2.3､厚さ3.6cm 在地系瀬戸美濃4.0 3.1 1.8 22.018 陶 器 ミニチュ ア 5.6 2.4 1.6 在地系 19C前 措鉢1920212223242526 陶 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器 釜かわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけ 16.2(5.2)4.8(5.4)5.06.85.0(9.6) 8.4

1.0

0.91.01.01.31.11.8 12.42.62.82.4(2.3)4.0(2.3)(5.0) 在地系在地系

在地系在地系在地系在地系在地系在地系 19C前 鉄瓶 .灰粕SK54

52 1 土 器 かわらけ (2.5) (6.2) 在地系

2 陶 器 皿 10.2 2.5 5.4 端 反 形 鉄 芽由

瀬戸美濃 16C鉄瓶3 陶 器 縁 粕 皿 (13.0) (2.2)

端 反 形 瀬 戸 15C後 灰粕4 陶 器 皿 (ll.1) 2.0 (6.8) 端 反 形 瀬戸美濃 16C輪 ト

テン5 陶 器 灯 明 皿 (10.7) 2.4 (3.6) 平 形 信 楽 19C前

無高台6 磁 器 梶 ll.5 6.4 6.5 広 東 形 南天.渡文 南天.渡文 肥前系

19C初7 磁 器 段 重 蓋 (ll.4) (4.0)

肥前系 18末～19C初8 妬 器 措 鉢 (5.8) 瀬戸美濃

16CSK5752 9 石 石 臼 残存

長27.7､高10.0､推定孔2.3cm 茶目10 石 石 臼 残存長14.9､高6.5､孔1.

6cm11 石 石 臼 残存長10.9､高5.0cm



図版 番号 材 質 器 種 法 量 (cm ) 巨 状 文 様 t産 地 備 考a b

C d 外 面 内 面52 21 秩 刃 物 現存長2.6､刃幅 1

.5､背幅0.3cm22 秩 頭 巻 釘 頭幅1.4､現存長5.0cm

23 秩 頭 巻 釘 頭幅0.7､長さ4.0

cm24 秩 頭 巻 釘 頭幅1.2､現

存長3.1cm25 秩 頭 巻 釘 頭幅0.8､長さ3.3c

m2627 秩石 頭 巻 釘頭 巻 釘

頭幅0.7

､現存長2.6cm残存長10.5､幅8.0､厚さ1.4cmSK6953 123 土 器陶 器陶 器 かわらけ縁 粕 皿塞 (10.7)(12.0)(26.2) 2.5(2.6)

(6.9) (5.6)(9.6) 丸 形

在地系瀬

戸瀬戸美準 15C後 灰寒由灰寒由4 柘 器 括 鉢 10.2 ll.2

16C前SK7053 5 陶 器 灯 明 皿 (

9.2) (1.4) 5.2 端 反 形 瀬戸美濃 鉄寒由6 陶 器 緑 芽由皿

ll.3 2.5 瀬 戸 15C後 灰寒由7 陶 器 縁 *'由皿 (12.0)(36.6) 2

.3 (6.0 ) 端 反 形

瀬 戸 15C後 灰粕8910 柘 器土 器石 措 鉢土 鍋石 臼 (6.5)

(5.4) (ll.0) 瀬戸美濃在地系 鉄瓶

残存長16.8､高6.1cmll 石 石 臼 残存長8.0､高5.6

cm12 石 石 臼 残存長11.3､高8.6cm13 石 板 碑 残存長18.5､幅10.0､厚さ2.1c

mSK7253 14 秩 頭 巻 釘 頭幅1.0､現存長4.1cmSK7653 15 古 銭 洪武通賓 銭径23.1､内径 18.1､銭厚 1.20mm､量目

2.52g 明 1368年SK7853 16 古 銭 威平元賓 銭径24.9､内径 18.9､銭厚 1.32mm､量目2.50g

北宋 998年SK8153 17 陶 器 鍋 (8.8)

瀬戸美濃 19C前 鉄瓶1819 妬 器石 i冗板 碑 (ll.8) 常 滑 18C後i残存長13.3
､幅8.1､厚さ1.0cmSK8

53 20 陶 器 縁 粕 皿 (9.6) 2.1 (5

.0) 丸 形 瀬 戸 15C後 灰粕底部穿孔21 土 器 かわらけ (1.6)

5.7 在地系22 土 器 かわら

け (1.6) 4.6 在地系23 土 器 かわらけ (1.7) (5.6) 在地系24 鉄 頭 巻 釘 頭幅0.8､

現存長3.5cm25 石 砥 石 残存長8.6､幅3

.5､厚さ2.5cmSK9

53i26は 勘 かわらけ i(8.3)f 2.5 圭(5.0)I f 至 ‡ i在地系

SKI2

53 27 磁 器 小 碗 ー(7.6)ー 4.0 圭(3.0
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図版 番 号 材 質 器 種 法 量 (cm ) ‡ 形 状 文 様 極 地 備 考a b C d

外 面 内 面SK10954 5 土 器 かわらけ (10.2) 3.8

(5.6) 在地系SK11454 6 土 器 灯 明 皿 (7.7) 2.5 5.0 在地系

SK11954 7 柘 器 嚢 (17.7) (5.3)

SK12054 8 土 器 塞 20.4 3.9 3.4 南比企産 須恵器SK121

54 9

10ll 土 器柘 器柘 器 かわらけ棄捨 鉢 (1.5) 5

.8

在地系常 滑在地系 13C後～14C前14C?

SK12254 12 土 器 柿 (12.6) (3.7) (9.0)

土師器SK12654 13 土 器 柿 (12.8) (5.0)

土師器14 土 器 柿 (15.0) (3.7) 土師器 .体部両面ミガキ

SK1275

4 15 土 器 かわらけ (ll.2) (3.0) 准地系SK130(埋納遺構)54 1617 土 器土 器 かわらけかわらけ 12.912.8 3.43.1 7.17.0

在地系在地系F4区埋納

遺構54 18192021 土 器土 器土 器土 器 かわらけかわらけかわらけかわらけ 10.410.410.113.4 3.22.82.83.3 5.86.46.37.0 在地系在地系在地系在

地系際で検出されており､グリッドピットの上

に乗るように埋納されていることから､第46号土壌と出土状態が

類似してい

る｡遺構のプランは不整楕円形を皇し､底面は皿状で

､壁は緩く開きながら立ち上がる｡長径1.20m､短径

0.85m､深さ0.16mを測る｡かわらげは2個

体が上下に口を合わせて埋納されていた｡えな埋納説､地鋲説等の

解釈があるが､機能は不明である｡かわら

げは中世段階のもので､遺構もその時期に比定されよ

う｡(8)門跡第102号土壌 (第49図､第53

図26-28)E-7-8区にかけて位置する｡

東西に同形の土頻を2基配し､それを布掘状の溝で繋いで

いる｡土壌は東側が長径2.06m､短径1.27m､深さ0.97m､西側が ド4区哩納遺構 (第54

図18-21)F-4区とF-

3区の境界付近から､かわらげを4枚重ねたものが出土した｡遺構

は検出できなかったが､かわらげは全て完形で､4枚全てを

重ねた状態で検出された｡第54図21が一番大きく

､他はほぼ同じ大きさで､器形､整形等異なるものが共伴という形で検出



(9)井戸跡

井戸は調査区内に満遍なく検出されているが､中世

段階のものは開口部が開く傾向にあり､近世段階のも

のは筒状で開口部が開かない傾向にある｡また､井戸

枠等の付属施設が検出されたものはない｡

第 1号井戸 (第55図)

D-5区に位置する｡グリッドピットや第9号土壌

等と重複するが､第1号井戸は第Ⅵ層段階の調査時点

で検出されている｡従って､遺物は出土していないが､

近世の所産と考えられる｡また､隣接する第10号土壌

上の第Ⅵ層面には焼土と灰層の分布面が確認されてお

り､さらに､火消壷などが第Ⅵ層面で出土しているこ

とから､この近辺がある時期の台所､炊事場等の機能

を果たしていたことが想像される｡井戸は東側約半分

が調査区外にあたり､長径1.06m､短径0.51m､深さ

0.48mまでを調査した｡

第2号井戸 (第55図)

E-6区に位置する｡第7号井戸が北西側に隣接す

る｡プランはほぼ円形で､長径0.75m､短径0.70mを

測り､深さは1.85mまでを調査した｡筒状の井戸で､

遺物は検出されなかった｡

第3号井戸 (第55図､第57図1-ll)

D-7区に位置する｡遺構西半分が調査区外にあり､

第48号土壌やグリッドピットと重複する｡プランはほ

ぼ円形を皇し､長径1.26m､短径0.69mで､深さは

1.43mまでを調査した｡遺物はかわらげ､陶器香炉､

刀子､板碑の破片が出土している｡第57図1のかわら

けはやや器高が高く､薄手の造りで､中世的な造りと､

近世的な造りの中間的な様相を示している｡また､2

は底部破片であり､混入の可能性もあるが､中世段階

のかわらげである｡3の香炉等が近世初頭期に位置付

けられるものと思われる事等から､本井戸の所属を中

世末から近世初頭と位置付けて置きたい｡

第4号井戸 (第55図､第57図12-17)

D-7区に位置する｡遺構開口部の北西コーナーの

一部が調査区内に当たる｡従って､全体構成は不明で

あるが､プラン開口部の開く漏斗状の井戸で､長径

1.49m､短径0.80mで､深さは1.15mまでを調査した｡

本井戸は第Ⅵ層にパックされており､第Ⅶ層段階で機

能していたものと推測される｡遺物はかわらげ､揺鉢

の口綾部破片､鉄釘が出土している｡第57図12､13の

かわらげは､造りが厚く､口唇端部に面取り状の整形

を施すなど､中世段階の特徴を持つ｡出土遺物､及び

井戸の形状から､本遺構は中世段階の所産と推測され

る｡

第5号井戸 (第55図､第57図18-29)

D-8区に位置する｡グリッドピットと重複するが､

ほぼ全体を調査した｡プランはほぼ円形の筒状を皇し､

長径1.14m､短径1.10mで､深さは2.40mまでを調査

した｡井戸内の覆土は一度に埋め戻された土が充填さ

れており､開口部が貼床状に硬化面を成していた｡D

-7-9の調査区は､2面に亙って調査を行っている

が､本遺構は下面の2面目で検出されている｡この､

2面目はおよそ第Ⅵ層に相当することから､遺構自体

も第Ⅵ層以前の中世段階の構築と推定される｡遺物は

かわらげ､陶器縁柚小皿､火鉢､捨鉢､刀子､砥石の

破片が出土している｡第57図18-20のかわらけはやや

厚みがあるが､均一的な厚さを保ち､底部が大きく､

丁寧な造りである｡外面の蛎睦成形も均一的で丁寧で

ある｡特に､白色がかった色調は特徴的で､胎土もき

め細かいものである｡接合はしないが､27と25は胎土 ｡

焼成等類似し同一個体の可能性が高く､25のかきめが

胴下半部にのみ施されている可能性が高い｡出土遺物

から､本井戸は中世段階の所産と考えられる｡

第6号井戸 (第55図)

D-8区に位置する｡遺構東半分が調査区外に当た

るため､全体像は明らかにし得ないが､やや開口部の

開く筒状の井戸と思われる｡長径1.52m､短径0.81m
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第55図 井戸跡 (1)

SEl

｡
二

.

.

≡1.州 .Ir ･･･.･･/.'.

SE5 ＼ ヽ

､ 一一 一一 一 一

A15.9m ､ 一 一 一

.-

TlS
E51 暗褐色土 焼土､粘土､小磯を多く含み､しまり強く､粘性強い0
2暗褐色土しまりやや強い｡
3茶褐色土ロームブロック等を多く含み､
固くしまる｡

SE6
≠上-､･.

A16
.
3m

調査区域外

SE3
調査区城外
一･一 一ト･一･.J⊂==一･･･････

A16.1m

SE8

.'二

.

.

.

.
･.
.
.

.



第56図 井戸跡 (2)
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で､深さは1.40mまでを調査した｡遺物は出土してい

ない｡本井戸は第Ⅵ層にパックされていることから､

第5号土壌と同様に､中世段階の所産の可能性が高い｡

第7号井戸 (第56図､第58図1-ll)

E-6区に位置する｡遺構北半分が調査区外にあり､

第2㊨3号掘立柱建物跡と重複するが､本遺構の方が

新しい｡プランは開口部の開く漏斗状を皇し､長径

2.48m､短径1.77mで､深さは2.56mまでを調査した｡

遺物は1､2の陶器志野皿､常滑産の聾の口綾部破片､

婆の底部､砥石､石臼､石製円盤､鉄釘が出土してい

る｡当初､土壌として調査を始めていることから､第

Ⅵ層調査時点で見え隠れしていたものと思われ､断面

図では第Ⅵ層にパックされている｡出土遺物から遺構

所属時期を推定すると､中世最終末から近世初頭の位

置付けが可能となる｡

第8号井戸 (第55図､第58図12-16)

C-10区に位置する｡遺構東側の一部が調査区外に

あり､第1号堀と重複するが､新旧関係は不明である｡

プランはほぼ円形の筒状を呈し､長径1.25m､短径

0.96mで､深さは2.53mまでを調査した｡遺物は中世

段階のかわらげ､板碑の破片が出土している｡土層断

面での重複関係は把握されなかったが､出土遺物から

第1号堀と前後する時期の所産と考えられる｡

第9号井戸 (第55図､第59図1)

C-10区に位置する｡遺構東側一部が調査区外にあ

り､第1号堀と重複するが､新旧関係は不明である｡

第8号溝同様に､第1号溝と前後する時期か､あるい

はやや古い段階の所産と思われる｡プランは不整の円

形で､長径1.35m､短径0.83mで､深さは0.92mを測

る｡遣物はかわらげの破片が出土している｡深度が浅

いため､他の遺構の可能性もあるが､井戸として認識

した｡

第10号井戸 (第56図)

F-4区に位置する｡グリッドピットと重複するが､

新旧関係は不明である｡プランは漏斗状のほぼ円形を

皇し､長径1.52m､短径1.47mで､深さは2.90mであ

った｡今回の調査で､唯一完掘できた井戸であるが､

残念ながら遺物は出土していない｡遺物がなく時期判

断が難しいが､本調査地点から近世の遺物が殆ど出土

していない点や､井戸の形状から判断して､所属を中

世段階に考えて置きたい｡

第11号井戸 (第55図)

F-4区に位置する｡調査区のコーナーに検出され

た井戸で､大半が調査区外に当たる｡ 詳細は不明で､

長径1.14m､短径0.67mで､深さは0.92mまでを調査

した｡

第12号井戸 (第55図､第59図4-14)

G-3区に位置する｡第2号住居跡と重複するが､

本遺構の方が新しい｡プランは緩い漏斗状を皇し､長

径1.60m､短径1.48mで､深さは1.64mまでを調査し

た｡この井戸の南側には､井戸から溝が続いており､

この井戸の付属施設と考えられる｡遺物はかわらげ､

青磁碗､陶器瀬戸平碗､賓､土鍋の口綾部破片､鉄釘

等が出土している｡第59図4のかわらげは底部と胴部

下半がやや厚い成形で､外面の軽鍍調整は細かく丁寧

なものとなっている｡5は底部が厚い造りである｡14

は在地産の短頭壷は､外面の風化が著しく､器面の剥

落がみられる｡一括廃棄されていたもので､ほぼ完形

である｡およそ､14世紀代の年代が与えられ､今回の

調査の中では､中世としては最も古い年代を与えられ

る一括遺物である｡遺構としても､その年代が与えら

れよう｡
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第57図 井戸跡出土遺物 (1)
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第58図 井戸跡出土遺物 (2)
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第59図 井戸跡出土遺物 (3)
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図版 番号 材 質 券 種 法 量 (cm ) 形 状 文 様
董産 地 備 考

a b

C a 外 面 内 面
57 1415 土 器秩 鉢頭 巻 釘

(5.8) 在

地系 脚部片
頭幅 1.7､現存長2.2

cm16 秩 頭 巻 釘 頭幅 1.

3､現存長3.0cm17 鍋 釘 現存長2.8cmSE557 1819202122232425262728 土 器土 器土 器陶 器秩土 器妬 器柘 器妬 器妬 器石 かわらけかわらけかわらけ縁 粕 皿刀 子火 鉢措 鉢措 鉢措 鉢措 鉢砥 石 10.7(10.2)(ll.4)12.0 3.43.13.33.0 6.4(6.4)(7.0)5.2

丸 形 在地系在地系在地系瀬 戸

15C後 灰粕16C前16C前 鉄瓶16C前 鉄瓶
長さ4.2､刀幅 1.2､ 背幅 0.4cm(27.6)(32.2) (ll.2)(6.7)(7.3)(9.3) (9.0)8

.8 在地系瀬戸美濃在地系瀬戸美濃

在地系

残存長 10.5､幅4.0､厚さ6.0cm29 石 砥 石 残存長7.8､幅3.

2､厚さ1.2cmSE758 1 磁 器 小 皿 12.5 2.9 7.2

丸 形 蔦 文 瀬戸美濃 17C初 長石粕 (鼠志野)
2

陶 器 小 皿 10.9 2.2 5.6 丸 形 瀬戸美濃 17C初 長石粕 (鼠志野)
3 陶 器 大 瓶 (5.6) ll.7 舟 徳 利 瀬戸美濃 鉄瓶

456 妬 器妬 器秩 i二万己藤冗頭 巻 釘

(5.3)(4.5) 常 滑 16C後

頭幅 1.5､長さ4.8cm7 秩 頭 巻 釘

頭幅 1.2､現存長6.1cm8 石 石製円盤

長径 6.9､短径6.5､厚さ1.5cm9 石 石製円盤 長径 6.6､

短径6.6､厚さ1.4cm10 石 砥 石 残存長8.1､短径3.7､厚さ

3.5cmll 石 石 臼 残存長13.5､高8.7cmSE8

58 12 土 器 かわらけ (5.3) 1.9 (4.0)
在地系 16C

13 石 板 碑 残存長 17.0､幅8.2､

厚さ0.9cm ｢二月｣
14 石 板 碑 残存長24.8､幅23.9､厚さ2.1cm

15 石 板 碑 残存長 16.1､幅15.0､厚さ2.5cm

16 石 板 碑 残存長 19.6､幅11.0､厚さ3.1cm

SE959日 i土 勘 杯 E 圭(3.0)!(5.6)i ‡ ‡ i ‡東金子産Li

B恵器
SEll59 2 土 器 かわらけ (2.5)

(5.7) 在地系
3

妬 器 棄
14C

SE1259 4 土 器 かわらけ (l

l.8) 3.7 5.75 土 器 かわらけ (2.8) 6.4



第60図 ピット状遺構 (1)

-
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(10)ピット状遺構

ピット状遺構は､調査区内全般に亙って､多数発見

されており､グリッドピットとして番号をつけたもの

が1629個であった｡ローム面にまで達しないピットも

多数存在しており､実際の総数はかなりの数に昇るも

のと思われる｡また､これらのピットが､基本的には

何かの建物等を構成していたであろうことは明らか

で､それ等の組み合わせを認識できなかったことが悔

やまれる｡さりとて､暁駐な組み合わせによる遺構の

第61図 ピット状遺構 (2)

推定も不可能であり､今後の調査による新たな知見と

の総合から遺構の断定が可能になるよう､全てのピッ

ト状遺構に対して計頚値等の統計を残した｡

これ等のピット状遺構は､ある程度の組み合わせが

把握されているものも多く存在する｡しかし､建物と

して確定されるにまで至らないものであり､ピットと

して処理した｡

全体の傾向を把握しておきたい｡第12次調査区では

柵列状のピットが多く､何度も立て直されたことが窺

-



第62図 ピット状遺構 (3)

-
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第 63 図 ピ ッ ト 状 遺 構 ( 4 )

-



第64図 ピット状遺構 (5)

-



川越城跡

第65図ピット状遺構(6)

-



第66図 ピット状遺構 (7)

-
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第67図 ピット状遺構 (8)

-



第68図 ピット状遺構 (9)

-
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第 69図 ピ ッ ト状 遺 構 (10)

-



第70図 ピッ ト状遺構 (ll)

-
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第 71図 ピ ッ ト状 遺 構 (12)

-



第72図 ピット状遺構 (13)

-
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第73回 ピット遺構出土遺物
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ピット出土遺物観察表

図版 番号 材 質 器 種 法 量 (cm ) 圭 形 状 文 様 圭産 地 備 考a b

C d 外 面 内 面73 1 秩 頭 巻 釘 頭幅 1.1､現存長6

.7cm B10.P32 秩 頭 巻 釘 頭幅0.

8､長さ2.6cm C9.P1634567 秩土 器秩磁 器石 頭 巻 釘かわらけ頭 巻 釘皿板 碑 頭幅 1.2､現存長4.4cm D5.P8D5.P14D7.P1616C後E5.P33(2.0) (

6.0) i 在地系頭幅0.9､

現存長5.8cm(1.5) (6

.7) 丸 形 案 文 景徳鎮残存長21.3､幅9.8､厚さ2.3cm8910ll12 秩土 器石陶 器石 頭 巻 釘灯 明 皿硯皿板 碑 頭幅 1.8､現存長5.4cm E5.

P50E5.P65E5.P13916C長石粕

E6.P3417C後 灰粕E7.P15北宋 1068年6.9 2.4 3.9

在地系残存長8.0､幅6.4

､厚さ1.9cm(1.5) 6.2 丸 形 瀬戸美濃残存長 14

.6､幅 11.4､厚さ2.9cm131415 石陶 器古 銭 板 碑五 寸 皿鷹寧元資? 残存長22.3､幅 13.0､厚さ2.9cm(13.7) 3.1 (7.4) 丸 形 瀬戸美濃銭厚2.26mm､量目1.

68g1617 古 銭磁 器 洪武通賓蓋 銭径23.3､内径 18.5､銭厚 1.90ⅠⅧ､量目1.96g E7.P48明 1368年E7.P10

63.75.8 1.7 1.2 2.7(7.2) 丸 形 花唐草 瀬戸美濃18 磁 器 ミニチュア

(2.8) 2.46.0 肥前系 19C後 小杯19 陶 器 ミニチ ュ ア (1.5) 瀬戸美濃 捨鉢20 陶 器 灯 明 皿 10.0 1.9

瀬戸美濃 18C後 鉄瓶2122 陶 器秩 灯明受皿頭 巻 釘 ll.1 (2.3) (4.3)

信 楽 19C前 灰寒由E7.P1

34北宋 1038年E8.P24E8.P73頭幅0.9､現存長3.9cm232425 古 銭陶 器古 銭 皇宋通宝皿雁 首 銭 銭径24

.3､内径20.0､銭厚 1.35ⅠⅧ､量目2.24

g(1.5) 5.7

銭径 長径21,0､短径 15.6､銭厚2.15mm 量目1.35g26 秩 頭 巻 釘

頭幅 1.6､現存長6.2cm E9.P19E9.P2727 秩 頭 巻 釘 頭幅0.8､現存長 1.6cm28 秩 頭

巻 釘 頭幅 1.0､現存長2.9cm29 古 銭 不 明 銭径24.1､内径20.3､銭厚 1.80ⅠⅧ､量目2.09g E9.P

3730 秩 頭 巻 釘 頭幅 1.1､長さ

6.2cm E9.P7931 秩 頭 巻 釘 頭幅1.4､現存長3.7cm E9.P65

32 土 器 かわらけ (10.0)i 3.5 を(5.4) F f I F i在地系 F4.P2

20える｡また､柵列より内側の南側では､四角形

状のピットが多数存在し､掘立柱建物跡が存在してい

たことは確かなものと思われる｡また､H-4区で

は4本柱の河状建物が何度も改築された様子が窺われたが､不

確実なため物跡とはしなかった｡さらに､D～E

-5-7区にかけては一部層位的な調査が可能であっ

たが､それぞれの時点で栓穴の並びを確定すること

は困難であった｡第Ⅵ層面と､第Ⅷ層面が最終的な判断の調査

面となったが､それでも第Ⅵ層面において､柱穴並び

の認定は困難を極めた｡これ等の調査区については､2面にわたる平面図を用意し た｡Ⅲ-7-9区にかけては､第Ⅵ

面と第Ⅶ～Ⅷ層面にかけての面の､2面を調査した｡しかし､同様に第
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(ll)堀跡

今回の調査区からは､古絵図に記される堀や､新た

に調査で発見された堀を含めて4条の堀が確認された｡

第1号堀 (第74図､第76図1-7)

B～F-10区にかけて位置する｡第5号竪穴状遺構､

第8◎9号井戸､第2号堀と重複するが､第2号堀よ

り古く､他の遺構より新しいものと判断された｡馬出

しと思われる部分がD～E-10区で､クランク状に西

側へ張り出し､その中央部に土橋が存在する｡土橋の

間隔は約1.70mである｡調査区際に検出されたため全

体構成を把握しきれないが､堀の底は平坦で､2度程

掘り直している｡壁断面は台形状に直線的に広がり､

底幅は約1.11mで､上幅を確認できる部分はなかった｡

張り出し部分の長さは10.59mで､クランク状に北側

-延びている｡遺物は張り出し部の北側コーナーの覆

土内からかわらけが､また､D-10区の埋土の中から､

ほぼ完形の土釜､賓の破片､板碑の破片が出土した｡

かわらげから判断して､溝の構築時期は中世終末と判

断した｡

第2号堀 (第74図､第76図8-10)

D～E-10-11区にかけて位置する｡第1号堀と重

複するが､本堀の方が新しい｡第1号堀とほぼ直角方

向に存在し､堀幅も広く､深い｡堀の形状は不明であ

るが､地表面から底面まで約3.04mを測る｡ 近世段階

(12)溝跡

調査区全体で､新旧合わせて合計26条の溝跡を検出

した｡堀との区別は､その規模の違いを基準とした｡

第 1号溝 (第60図､第75図､第77図1､2)

D-5区に位置する｡トレンチ掘りの中で､東西方

向に存在する｡第Ⅵ層調査段階で検出されており､断

面が箱状を望し､幅0.56mを測る｡ 遺物はかわらげ､

天目茶碗の破片､石臼の破片が出土した｡

の堀と思われるが､古絵図に相当しない堀と思われる｡

出土遺物は陶器灯明皿と､火鉢の破片､板碑の破片が

出土した｡

第3号堀 (付図､第76図11-21)

第12次調査区と､第9次調査区のJ-7-8区にか

けて､調査区内を南北東西にジグザグに区画する｡ほ

ぼ古絵図と一致する堀であるが､堀の肩部分のみ明ら

かにされており､F-2区では地表面より4-5m掘

り下げても底面は現れなかった｡堀は白色粘土等を含

めた埋土で､何層にも亙って人為的に埋められており､

その埋土の中から遺物が出土している｡遺物はかわら

げの小破片や､揺鉢､倍格の破片等が出土している｡

堀の正確な時期を表すものは少ないと思われるが､第

3号堀は位置､形状から近世段階の堀と判断される｡

第4号堀 (付図)

F～J-10区にかけて位置する｡富士見櫓に面する

部分で､古絵図においても堀の存在が明らかにされて

いる部分である｡今回の調査では堀の肩部分を検出し

た｡この堀はJ-10-11区位で西方向-曲がるものと

思われ､第3号堀と一つになる可能性が高い｡遣物は

出土していない｡

第2号溝 (第60図､第75図､第77図3)

E-5区に位置する｡南北方向に存在し､第3号溝

と重複する｡第1号溝と類似した溝で､やはり第Ⅵ層

調査段階で検出されている｡断面が箱状を皇し､幅

0.55m､全長6.60mを調査した｡遣物はかわらげ､鉄

釘が出土した｡

第3号溝 (第60図､第75図､第77図6-ll)

E-5-6区にかけて位置する｡第2号溝と交差し

て東西方向に存在する｡調査区西端で北方向に曲がり

- 109 -



第74図 第 1号 ｡第2号堀跡
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SZl･SX4

1 褐 色 土

2 褐 色 土

3 暗褐色土

4 黄褐色土

5 褐 色 土

6 暗褐色土

7 褐 色 土

8 暗褐色土

9 暗褐色土

10 暗褐色土

11 褐 色 土

ロームブロック､ローム粒子を多く含み､焼土､炭化物

を僅かに含む｡粘性､しまり共に弱い｡(SZl)

ローム粒子を多く含み､焼土､炭化物を僅かに含む｡粘

性弱い｡(SZl)

ローム粒子及びロームブロックを多量に含む.粘性､し

まり共に弱く､大変脆い｡(SZl)

ローム粒子と暗褐色土で構成され､部分的にロームブロ

ックを含む｡粘性弱く､しまりに欠け､非常に脆い｡(SZl)

ロームを主体とする整地層で､褐色土とロームブロック

が混在する｡

ローム粒子をまばらに含み､焼土､炭化物を均等に少量

含む｡粘性､しまり共にやや強い｡

ローム粒子とロームブロックを少量含み､焼土､炭化物

を均等に含む｡小磯を混入､しまり強く､粘性やや強い｡

白色粘土ブロックを混入し､ロームブロック､焼土､炭

化物を少量含む｡しまり弱く､粘性やや強い｡

ローム粒子､白色粘土ブロックを少量､焼土､炭化物を

部分的に多く含む｡粘性弱く､しまり弱い｡

9層に類似するが､炭化物と焼土の含有量が少なくなる｡

ローム粒子､ロームブロックを多く含み､白色粘土ブロ

ックを少量含む｡焼土､炭化物を僅かに含み､しまり弱

く､脆い｡

12 灰褐色土 粘質土で､焼土､炭化物を僅かに含む｡粘性が強く､し

13 暗褐色土

14 暗褐色土

15 暗褐色土

16 暗褐色土

17 暗褐色土

18 褐 色 土

まりもやや強い｡

12層の粘質土とロームブロック､炭化物層が互層を成し､

焼土を少量含む｡しまり強く､粘性も強い｡

炭化物を主体とする層で､焼土､ロームブロック､粘土を

少量含む｡しまり､粘性弱く､非常に脆い｡

白色粘土ブロックを部分的に多く含み､焼土､炭化物を少

量含む｡しまり弱いが､粘性強い｡

白色粘土ブロックとロームブロックが均等に混じり､焼土､

炭化物を少量含む｡しまり弱く､粘性やや強い｡

15層に類似するが､粘性､しまり共に強くなる｡

ロームブロックとローム粒子を均等に含み､焼土､炭化物

を少量含む｡しまり強く､粘性も強い｡

19 黒褐色土 炭化物を多く含み､焼土を少量含む｡しまり弱く､粘性

も弱い｡

かけている様子が窺える｡第1◎2号溝同様に断面が

箱状を望し､幅は0.57mを測り､全長10.15mを調査

した｡遺物は銅製品､鉄釘が出土した｡

第4号溝 (第62図､第75図)

E-5区に位置する｡]日ヒ西方向に存在する溝で､

第5号溝と重複するが､新旧関係は不明である｡第Ⅵ

層下の調査段階で検出されており､中世段階に構築さ

れた可能性が高い｡幅0.48m､全長5.70mを調査した｡

遺物は出土していない｡

第5号溝 (第62-63図､第75図､第77図12-15)

E～F-5-7区にかけて位置する｡第1号掘立柱

建物跡､第4号竪穴状遺構､第45号土壌､第4｡7｡

10号溝､第3号地下式境等多くの遺構と重複するが､

明確に新旧関係が把捉されるのほ第45号土塊より古い

といえるだけである｡E-5区では南北方向に､E-

20 灰褐色土

21 暗褐色土

22 黄褐色土

23 黒褐色土

24 灰褐色土

25 暗褐色土

白色粘土ブロックを多く含み､炭化物､焼土を少量含む｡

炭化物を多量に含み､ローム粒子､焼土を少量含む｡し

まり､粘性共に強い｡

ロームブロックを主体とし､炭化物､焼土を少量含む｡

しまり強く､粘性弱い｡

炭化物を主体とする層で､焼土､ロームブロックを多く

含む｡

粘質土で､ロ-ムブロック､焼土､炭化物を多く含む｡

しまり強く､粘性も強い｡

ロ-ムブロック､ローム粒子を多く含み､炭化物､焼土

を僅かに含む｡ しまり､粘性弱く､脆い｡

SZ2

① 暗褐色土 ローム粒子､焼土､炭化物を含む｡小磯を混入し､しま

り弓凱＼｡

② 褐 色 土 焼土､炭化物を少量含む｡小磯を混入し､しまり強く､

粘性弱い｡

③ 褐 色 土 ②層に類似するが､磯類の混入が多く､遺物を多く含む｡

④ 暗褐色土 焼土､炭化物を②層よりも多く含む｡小磯を混入し､し

まりは強く､粘性を欠く｡

⑤ 暗褐色土 ローム粒子を多く含む｡焼土と炭化物を若干含み､しま

り弱く､粘性も弱い｡

⑥ 黒褐色土 ローム粒子を多量に含むO焼土､炭化物を僅かに含み､

しまり弱く､粘性も弱い｡

⑦ 暗褐色土

⑧ 暗褐色土

⑨ 黄褐色土

⑩ 黒褐色土

⑪ 黄褐色土

⑫ 黄褐色土

⑧層に類似するが､ローム粒子の混入が少ない｡

ローム粒子を極めて多く含む｡他の混入物はほとんどな

く､しまり弱く､やや脆い｡

ローム粒子を主体とする｡ ⑧層土をブロック状に少量混

入し､しまり強く､粘性強い｡

ローム粒子､ロームブロックを多く含む｡しまり強く､

粘性やや強い｡

ローム粒子を主体とする｡⑩層土を少量混入し､粘性は

強いが､しまりやや弱い｡

ロームブロックを主体とし､⑩層土を少量混入する. 粘

性強く､しまり弱い｡

6区東西方向に方向を変える｡第Ⅵ層でパックされて

おり､中世段階の所産と考えられる｡断面の形状は台

形状の箱堀状を呈し､幅1.92mを測 り､全長約24.00

mを調査した｡遺物は中国製磁器染付皿､鉄釘､板碑

破片が出土した｡

第6号溝 (第63図､第75図)

E-6-7区にかけて位匿する｡第4号竪穴状遺構

等と重複するが､新旧関係は不明である｡東西方向に

存在する溝で､幅0.40mを測り､長さ5.60mを調査し

た｡遺物は出土していない｡

第7号溝 (第63図､第75図)

F-6区に位置する｡第5号溝と重複するが､新旧

関係は不明である｡南北方向に存在する溝で､幅0.80

mを測り､長さ1.34mを調査した｡遺物は出土してい

ない｡
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第75図 溝跡断面図
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川越城跡

第8号溝 (第63図､第75図)

F-6-7区にかけて位置する｡第5号溝に沿う形

で東西方向に平行して存在する｡土器埋納遺構である

第46号土境､第7号溝等と重複するが､新旧関係は不

明である｡幅0.32mを測り､長さ8.70mを調査した｡

遺物は出土していない｡

第9号溝 (第63㊨64図､第66図､第75図)

D～E-7区にかけて位置する｡北北西方向に存在

し､第2㊨3㊨ 4号掘立柱建物跡､第2号地下式境､

第47㊨48㊨53㊨54号土壌と重複するが､新旧関係は不

明である｡最下層に近い深い部分で検出された遺構で､

出土遺物も中世段階のものである｡幅1.04m前後を測

り､長さ15.20mを調査した｡遺物はかわらけが多く

出土しており､各種のタイプを含んでいる｡他に､捨

鉢､賠格等の破片が出土している｡

第10号溝 (第63図､第75図)

E～F-7区にかけて位置する｡第50号土壌､第5

号溝等と重複するが､新旧関係は不明である｡第9号

溝と平行するように西側に並列して存在するが､浅い

部分に構築されているため､E-7区で断ち切れてい

る｡幅0.72m前後を測り､長さ5.40mを調査した｡遺

物は出土していない｡

第m考溝 (第64図､第75図､第78図1)

D～E-7区にかけて位置する｡南北方向に存在し､

第49号土壌等と重複するが､新旧関係は不明である｡

幅0.36mを測り､長さ4.30mを調査した｡遺物は捨鉢

が出土している｡

第頂2号溝 (第64図､第75図､第78図2-7)

E-7区に位置する｡南北方向に存在し､第11号溝

と平行して存在する｡また､多数のグリッドピットと

重複する｡幅0.56m前後を測り､長さ4.36mを調査し

た｡遺物はかわらげ､聾の底部､磁器茶碗､凝乳 鉄

製品が出土している｡

第13号満 (第64図､第75図､第78図8)

D～E-7区にかけて位置する｡南北方向に存在し､

第11◎12号溝と並列して存在する｡第51号土療等と重

複するが､新旧関係は不明である｡幅0.40m前後を測

り､長さ3.38mを調査した｡遺物は鉄釘が出土してい

る｡

第74号溝 (第67◎70図､第75図､第78図9､10)

C～E-9区にかけて位置する｡一部調査区外を挟

んで､南北方向に存在する｡第2号柵列等と重複する

が､新旧関係は不明である｡幅0.72mを測り､長さ合

計8.05mを調査した｡遺物はかわらげの底部破片と､

脚付火鉢の底部､寛永通賓が出土している｡

第巧5号溝 (第65図､第75図､第78図15)

D～E-9区にかけて位置する｡南北方向に存在し､

第15号溝と重複するが､新旧関係は不明である｡第14

号溝とほぼ同じ軸方向を採る｡幅0.48mを測り､長さ

4.24mを調査した｡遺物は出土していない｡

第巧6号溝 (第65図､第75図)

D～E-9区にかけて位置する｡南北方向に存在し､

布掘の溝状を皇する｡グリッドピットとして処理した

が､細かなどットを連続して持つ｡第14号溝とはやや

軸方向が異なり､本港の方が南北方向に近い｡幅0.32

mを測り､長さ9.60mを調査した｡遺物は出土してい

ない｡

第17号溝 (第65図､第75図､第78図14､15)

E-9区に位置する｡南北方向に存在し､第16号溝

に向って大きく弧を措くが､調査区際では第14◎15号

溝と並列方向に存在する｡幅0.56mを測り､長さ8.30

mを調査した｡遺物は磁器紅猪口､素焼のミニチュア

鉢の底部破片が出土している｡

第18号溝 (第65図)

E-9区に位置する｡北西方向に弧を措きながら存
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在し､第83㊨84号土壌と重複するが､新旧関係は不明

である｡南側に新 しを受けているため､全容は不明で

ある｡幅0.72mを測り､長さ2.10mを調査した｡遣物

は出土していない｡

第19号溝 (第68図､第75図)

A～B-10区にかけて位置する｡第5号竪穴状遺構

を回避するように､南北にS字状を措いて存在する｡

第9号掘立柱建物跡､グリッドピット等と重複するが

新旧関係は不明である｡幅0.50m前後を測り､長さ

9.40mを調査した｡遺物は出土していない｡

第20号溝 (第70図)

F-10区に位置する｡第1号堀の南側の肩部分に沿

うように重複する｡本港は東西方向に存在するが､第

1号堀のコーナー部分から先が新 しを受けていて､ど

の方向-溝が向うかは不明である｡しかし､第1号溝

とは重複しているのみで､断面図の観察から付属施設

ではないことは明らかである｡幅0.92mを測り､長さ

1.84mを調査した｡遺物は出土していない｡

第21号溝 (第71図､第75図)

F-4区に位置する｡南北方向に存在し､北側の調

査区外-と続く｡第22｡23号溝と重複するが､新旧関

係は不明である｡また､第22｡23号溝-と分岐してい

る可能性もある｡幅0.76mを測り､長さ3.12mを調査

した｡遺物は出土していない｡

第22号溝 (第71図､第75図)

F-3-4区にかけて位置する｡j摘ミ方向に軸を採

り､第21号溝と､南西側で第24号溝と重複するが､新

旧関係は不明である｡第24号溝とほぼ同じ軸方向を採

るため､本来は同一の溝の可能性もある｡幅0.40m前

後を測り､長さ1.92mを調査した｡遺物は出土してい

ない｡

第23号演 (第71図､第75図)

F-3-4区にかけて位置する｡東西方向に横たわ

る溝であるが､第24◎25◎26号溝と重複し､それらと

の新旧関係は不明である｡第21号溝から方向を変えた

可能性もあるが､急に細くなるのも不自然である｡第

26号溝とは同じ軸方向を採るため､同一の溝の可能性

が高い｡幅0.24m前後を測り､長さ6.88mを調査した｡

遺物は出土していない｡

第24号溝 (第71図､第75図)

F-3区に位置する｡北東方向に軸を採り､第22号

溝とはやや軸方向が異なるが､同一の溝になる可能性

もある｡本港は浅く､末端である南側は地山が傾斜す

るためグリットピットP58の先で痕跡を留めなくな

る｡幅0.44m前後を測り､長さ4.20mを調査した｡遺

物は出土していない｡

第25号溝 (第71図､第75図)

F-3区に位置する｡南北方向に存在し､第7号住

居跡､第23号溝と重複するが､第7号住居跡より新し

く､第23号溝との新旧関係は不明である｡幅0.45m前

後を測り､長さ2.48mを調査した｡遺物は出土してい

ない｡

第26号溝 (第71図､第75図)

F-3区に位置する｡東西方向に存在し､第8号住

居跡､第23◎25号溝と重複するが､第8号溝より新し

く､第23◎25号溝との新旧関係は不明である｡第23号

溝とほぼ同じ軸方向を採ることから､同一溝とも考え

られるが､ローム面の傾斜に合わせて長い距離に亙っ

て溝が存在することは､斜面の造成が進む前の上捷夏的

古い段階での溝である可能性を示している｡幅0.25m

前後を測り､長さ2.08mを調査した｡遺物は出土して

いない｡
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第76図 堀跡出土遺物
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第77図 溝跡出土遺物 (1)
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第78図 溝跡出土遺物 (2)
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溝跡出土遺物観察表 (第77図-第78図)

図版 番号 材 質 器 種 法 量 (cm) 巨 状 文 様 蔓産 地 備 考a b C d

外 面 内 面SDI77 123 土 器陶 器石 かわらけ中 碗石 臼 (ll.6)(ll.8) 2.5(3.2) (6.3)

天 日 形 在地系瀬戸美濃 16

C鉄琴由残存長 18.7､高4.9cmSD277 45 土 器秩 かわらけ頭 巻 釘 10.9 3.6 6.

0

在地系 iE木質付着頭幅0.7､現存長2

.4cmSD3 6 鍋 不 明 幅1.2､長さ1.7､厚さ0.2cm

7 鍋 不 明 幅0.

7､長さ1.8cm8 鍋 不 明 直径2

.0､断面径0.1cm9 秩 不 明 幅0.9

､現存長3.0cm10 秩 頭 巻 釘 頭幅1.0､現存長3.1cmll

秩 頭 巻 釘 頭幅1.0､長さ5.5cmSD577 12 磁 器 小 皿 12.6 3.1 (6.0)

丸 形 玉取獅子 景徳鎮 16C1314 磁 器秩

小 皿頭 巻 釘 (2.0) 6.4 丸 形 景徳鎮 16C頭幅0.9､現存長2.4cm15 石 板 碑 残存長 14.1､幅15.2､厚さ1.6cmSD977SDll78‡SD1278SD1378ー1617181920212223242526272829303132333412345678 i土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器柘 器土 器‡柘 勘土 器磁 器柘 器秩秩秩鉄 ーかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけ灯 明 皿灯 明 皿かわらけ措 鉢培 賂描 鉢 .かわらけ小 碗塞釘不 明鉄 鉱頭 巻 釘 ー(8.0) 2.6 (4.4)(7.6) 2.5 (4.6)9.1 2.7 5.212.9 3.6 6.69.8 3.2 5.3(9.5) 3.4 4.5(ll.4) 3.5 7.0(ll.8) 3.9 (7.0)(ll.6) 3.1 (7.5)13.4 4.0 7.9(13.2) 3.7 (6.4)10.6 2.2 5.4(2.6) 7.5(1.8) 6.97.2 2.6 4.37.8 2.5 5.0(21.9) (6.5)(25.5) (8.5)5.5(29.0)ー(9.8)ー i ー i 一 一(12.3) 2.6 (7.2)(8.4) 4.5 (4.0) 丸 形(5.0) (ll.5)長さ5.2cm端部幅1.3､現存長 1.3cm鉄身幅1.5､長さ6.6､厚さ0.8cm長さ2.9cm 在地系

在地系を地
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図版 番号 材 質 券 種 法 量 (cm ) ‡ 形 状 文 様 董産 地 備 考a b C d

外 面 内 面SD1478 910ll 土 器土 器古 銭 かわらけ火 鉢寛永通賓 (2.0)(7.3) (6.2) 在地系在地系 古 1636-1657年銭径24.4､

内径20.4､銭厚 1.40mm､量目3.29gSD1578 12 秩 頭 巻 釘 頭幅 1.1､現存長2.5cm

13 秩 頭 巻 釘 頭幅0.7､現存長2.4cmSD1778 1415 磁 器土 器 紅 猪 口ミニチュア? 5.0 (1.5)(2.5) (1.2)(3.6) 菊 花 形 在地系

19C初(13)瓦敷遺構瓦敷遺構 (第79-

88図)D～E-7区にかけて位置する｡明確では

ないが､第Ⅲ層より下層に構築されていたが､第Ⅳ層との関係

は微妙で､前後する段階に構築されたものと思われる

｡約1.2mから1.5mの幅で､約6.0mに亙っ

て瓦が敷かれていた｡明らかに､平坦面を形成するこ

とを目的として南北方向に瓦が敷かれており､幅も一

定の間隔を持っていた｡瓦は平瓦を中心とするが､丸

瓦､軒平､軒丸等も混じる｡しかし､平瓦が圧倒的に

多く､ほぼ完形に復元されるものも多数あり､道状に

平瓦を中心とした瓦額を噂

のように敷いたものと判断された｡従って､通常の廃

棄遺構とは性格の異なるものとして､瓦敷遺構として

認識した｡この瓦敷遺構が単独で存在したのか､何

かの施設と共に存在していたかほ不明である｡ 瓦敷遺

構の延長上北側には､ちょうど第3号井戸が存在する

｡第3号井戸の出土遣物が中世末から近世初頭と推定

されることから､若干年代的なずれも

存在するが､井戸が継続的に使用されていたことを仮定す

ると､この井戸と瓦敷遺構との有機的な関係が想定される｡ また､瓦敦

の範囲内には第2｡3号掘立柱建物跡が存在する

が､重複関係からこれらに伴うものではないことも

判断される｡遺物は瓦敷面の直上から出土している

ものと､瓦敷面及びその下部から出土しているものと

に分けられた｡しかし､下部出土遺物の中には遺構､

時期の異なるものが含まれている可能性がある｡直上

からほ､かわらげ､磁器染付茶碗､陶器天目茶碗､陶

器皿､石臼の破片､キセル､青参観れ 鉄釘等の鉄製品が

出土している｡また､遣障面及びその直下からほ､か

わらげ､磁器染付茶碗､陶器天目茶碗､煙路､石臼､

石製円盤､青銅釘､刀子､鉄釘等の鉄製品､軒丸瓦､丸

瓦､軒平瓦､平瓦､鱗瓦､道具瓦､契斗瓦等の各種の瓦類

が出土している｡上下で取り上げた遺物群はおよそ1

7世紀の前半から､18世紀の前葉段階を含んでお

り､陶器と磁器の問に時期的なばらつきがある｡従って

遺構の構築時期は､混じり等考慮して新しい磁器を代

表とする18世紀の初頭前後を推定して置きたい｡また､こ



第79図 瓦敷遺構

D 哲 P キ

o
LI,･

鮎

ソ

e
B

∴

三

三

L一､

I,.(
/
二

FJ～)0

ぽltノr

Ee仏

亡)

了 ･-.
:

S:tl,
し.ラ

-
I
-一二･

_こe>㌔ 二つ Puク .]･;.jrtrj チ÷こ- 1 20 - Cフ --u

nk川川
川川u
8

8

ch
n
u-
-

n==-
肝uO
-
∩仏
-
8
-

u
n=
8

∩〟



川越城跡

0℃V81
I.;
･÷-口
甲骨U=-
G=Lj
P.

･f;.I.::.:.5

二

.キ

ー2帯

L'-i
-/)
態
26
∈望28
1
□

□

o



第81図 瓦敷遺構出土遺物 (2)

瓦敷遺構出土
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第82図 瓦敷遺構出土遺物 (3)
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第83図 瓦敷遺構出土遺物 (4)
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第84図瓦敷遺構出土遺物 (5)
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第85図 瓦敷遺構出土遺物 (6)
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第86図 瓦敷遺構出土遺物 (7)
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第87図 瓦敷遺構出土遺物 (8)
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第88図 瓦敷遺構出土遺物 (9)
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石 臼

石 臼

石製円盤

頭幅2.0､長さ5.9cm

頭幅1.0､長さ5.0cm

頭幅1.1､現存長3.8cm

頭幅0.7､長さ4.0cm

頭幅1.3､現存長4.1cm

頭幅1,2､現存長3.9cm

頭幅1.3､現存長3.4cm

頭幅1.4､現存長3.3cm

頭幅1.1､現存長3.6cm

頭幅1.3､現存長3.4cm

頭幅1.3､現存長3.8cm

頭幅1.1､現存長2.8cm

頭幅1.0､現存長3.0cm

頭幅1.0､現存長3.2cm

頭幅1.1､現存長3.9cm

頭幅1.4､現存長2.6cm

頭幅1.3､現存長3.0cm

頭幅0.9､現存長2.6cm

頭幅0.8､現存長2.2cm

頭幅0.8､現存長2.2cm

頭幅0.8､長さ4.2cm

残存長9.1､高3.7cm

残存長11.3､高5.0cm

長径4.7､短径4.4､厚さ0.9cm

瓦敷遺構出土瓦観察表

図版 番号 種 類 瓦当径 瓦当厚 全 長 全 幅 高 さ 厚 み

胎 土 色 調 備 考82838485 1 軒 丸 瓦 (15.9) 2.6 - - - - 砂 質 暗 灰

連珠三巴石巻16珠/圏線明瞭/珠文大きい2 軒 丸 瓦 ll.2 - - ll.0 5.6

1.9 精 良 暗 灰 連珠三巴左巻16珠/圏線明瞭/キラコ付着3 隅軒丸瓦 (10.7)

(4.1) - - - - やや砂質 暗 灰 連珠三巴右巻16珠/圏線明瞭4 軒 丸 瓦 (16.0) 2.2 - - - - 砂 質 暗 灰 連珠三巴石巻16珠/固線明瞭/

離れ砂付着5 軒 丸 瓦 ll.8 1.9 - - 5.2 1.7 精 良 黒 灰 連珠三巴左

巻16珠/離れ砂付着6 軒 丸 瓦 (ll.3) 1.9 - - - 2.1

やや砂質 黒灰(縞状) 連珠三巴左巻16珠/離れ砂付着7 軒 丸 瓦 - 2.2 - - - - 精 良 銀 灰 連珠三巴石巻/圏線明瞭/優しによる銀化

8 丸 瓦 - - - 14.8 7.8 2.2 やや砂質 樟

灰 ～ 灰 玉縁長1.5cm/被熟による変色9 丸 瓦 - - - 1

0.8 - 1.7 やや砂質 灰 玉縁なし/釘孔10 丸 瓦 - - - 10.1 -

1.5 やや砂質 暗 灰 玉縁なし/釘孔ll 鱗 瓦 - - - - - 2.9 や

や砂質 暗 灰 鱗線刻表現/内面指なで1 塀 瓦 - 5.2 39.1 25.8 - 2.7

やや砂質 椅 灰 両辺水切り溝/側縁到り込み/釘孔2カ所2 塀 瓦 - 4.9 39.2

26.1 - 2.4 やや砂質 灰 自 両辺水切り溝/側縁到り込み/釘孔2カ所1 塀 瓦 - 5.1 39.9 (26.0) - 2.5 やや砂質 黄 灰 両辺水切り溝/側線到り

込み/釘孔2カ所2 塀 瓦 - 5.0 - 26.5 -

2.6 やや砂質 樫 灰 両辺水切り溝/側線到り込み/被熟痕1 塀 瓦 - (5.0) 38.0 (25.8) - 2.6 やや砂質 灰 ～ 黒 灰 両辺

水切り溝/側縁到り込み/釘孔2カ所2 塀 瓦 - 5.3 - - -

2.5 やや砂質 樫 灰 側辺水切り溝/側縁到り込み3 塀 瓦 - 5.1 - - - 2.4 やや砂質 黄 灰 側辺水

切り溝4 塀 瓦 - 4.9 - - - 2.5 やや砂質 灰

側辺水切り溝/側線到り込み/爪痕5 塀 瓦 - 4.6 -
- -
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図版 番号 種 類 瓦当径 瓦当厚 全 長 全 幅 高 さ 厚 み

胎 土 色 調 備 考868788 ll 軒 平 瓦 - (4.8) - - - -

やや砂質 樟灰(縞状) 接合部刻み冒1 平 瓦 - - 28.0 32

.7 - 1.9 やや砂質 暗 灰 谷深さ2.9cm/釘孔2 平 瓦 -

- 28.9 - - 2.3 砂 質 黄 灰 谷深さ3.9cm/釘孔2カ所1 塀 瓦 - - 38.5 28.0 5.6 2.9 精 良 暗 灰 右側縁水切 り溝/釘孔2カ所

2 塀 瓦 - - 40.0 (29.1) 4.0 2.4 精 良 暗 灰

右側縁水切り溝/接合部かき目/釘孔2カ所1 塀 瓦 - - - 29.1

5.0 2.4 精 良 暗 灰 右側縁水切 り溝/釘孔2カ所2 塀 瓦 - - - - - 1.8 やや砂質 暗 灰 瓦当部/裏面逆L字剥離

痕/刻み目3 塀 瓦 - - - - - 2.1

砂 質 暗 灰 瓦当部/裏面逆L字剥離痕/刻み冒4 谷 平 瓦

- - - - - 1.9 精 良 暗 灰 垂れを接合/凸面弓状圧痕5 道 具 瓦 - - - - - 2.2 やや砂質 灰 水切

り溝6 尉 斗 瓦 - - - 10.7 - 2.6 やや砂質 灰 鉄釘付着

7 輪 違 瓦 - - 9.7 (12.1) 3.7 2.0 精 良 灰 台形平面

/凹面布袋痕刺し縫い(14)廃棄遺構今回の

調査区内からは､明瞭に遺構と判定されない比較的広い範囲から集中的

に遺物が出土する場所が何箇所か存在した｡調

査の結果､明らかに掘り窪めて遣物を一括投棄しているものもあるが

､ある程度の窪地に遺物を一括投棄するものも存在し

た｡これ等に種々雑多な遺物が含まれていることから

､ゴミ穴的な性格を想定し､廃棄遺構と認識した｡合

計5箇所の廃棄遺構を検出した｡第1号廃棄遺構 (

第89図､第91-93図)E-5-6区

にかけて位置する｡〕扱fj約半分位が調査区外に

当たり､各種のグリッドピットや第5号溝等と重複す

るが､最も新しい遺構である｡土層断面では明確には

捉えられなかったが､第Ⅲ層下､及第Ⅳ層と相前後して構築され

たものと判断された｡調査区の第Ⅲ層を剥がした時点で､

多量の遣物が出現した｡明確なプラン及び掘り込みは確

認されなかったが､不整形の広い範囲の落ち込み内に､

多量の遺物が詰まっていた｡遺構底面の､ローム面-

の掘り込みは浅いが､範囲は長径7.25m､短径2.1

5mで､確認面からの最も深いところの深さは0.68

mを測る｡遺物はかわらげ､泥面子､磁器紅猪口､磁器

蓋､陶器皿､揺鉢､硯､砥石､石臼､青銅釘､キセル､刀

子､鉄製鍵､鉄釘､軒丸瓦､丸瓦､軒平瓦､契斗瓦､

道具瓦等が出土している｡出土遣物は第91図4のかわ

らげと､14の捨鉢が中世段階で､他は近世のものである｡6のかわらげの底部には 穿孔が見られ､底部外

面には放

射状の沈線が施される｡また､最も新しいと思わ

れる遺物は8の紅猪口で､19世紀初頭の可能性が高

い｡この紅猪口が混じりであるとすれば､この廃棄遺

構は1個 己後半から18世紀初頭にかけての所産と思

われるが､遺構の構築面との関係を考慮すると､19世

紀初頭まで下る可能性もなくはない｡第2号廃棄

遺構 (第89図､第94-107図)E～F-5

-6区にかけて位置する｡広い範囲に亙って比較的深く掘り込まれ

た窪地に､大量の遺物が投棄されていた｡一部調査区外に

あると思われるが､大半を調査できたものと思われる

｡〕庚を部分で第3号廃棄遺構と重複するが､新旧

関係は掴めず､一連の遺構の可能性が高い｡プランは

不整の楕円形を呈し､長径7.30m､短径6.50

m､深さは約0.90mを測る｡第5号溝､第45号

土壌等と重複するが､本遺構の方が新しい｡本遺構は

調査確認時では､第Ⅳ層にパックされた状態で検出さ

れた｡覆土は4層に分層できたが､いずれも焼土や灰

層の互層を成し､埋め戻し状を皇していた｡遺物はかわ

らげ､猪口から茶碗を含めた各種の磁器碗額､皿類､徳利､蓋､仏



第89図 廃棄遺構 (1)
SXl

調査区域外

A 16

.0mSX21 褐 色 土 ロームブロックを多く含み､炭化物

を僅かに含む｡2 暗褐色土 ロームブロックを殆ど含まず､焼土 ･炭化

物を少量含む｡磯を混入し､遺

物を多く含む｡3 褐 色 土 ロームブロックを少量含み､焼土 ･炭化

物を少量含む｡4 暗褐色土 ロームブロックを少量含み､部分的に炭化物
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第93図 第 1号廃棄遺構出土遺物 (3)
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第94図 第2号廃棄遺構出土遺物 (1)
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第95図 第2号廃棄遺構出土遺物 (2)
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第96図 第2号廃棄遺構出土遺物 (3)



第97図 第2号廃棄遺構出土遺物 (4)
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第98図 第2号廃棄遺構出土遺物 (5)
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第99図 第2号廃棄遺構出土遺物 (6)
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(7)第100図 第2号廃棄遺構出

土遺物 -143-



第101図 第2号廃棄遺構出土遺物 (8)
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第105図 第2号廃棄遺構出土遺物 (12)
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第106図 第2号廃棄遺構出土遺物 (13)
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第107図第2号廃棄遺構出土遺物(14)
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第108図 第 3号廃棄遺構出土遺物 (1)



I,I..
1

/.)
''

(二二j''

二

∴

+

,i.J
⊂)

6

‥∩日日〓日日的
uv

L'

'･I-:'･'''
,.
.:..,......T;L'

千∩日日=日日日日〓U

宗

6

=

(,t
/
;I
I:･･･
･_I.:.

/
''.
価

口

29

I...jJ
二
.･ .I..,

(;Jr.･-__
L.I.I.･･::i

0

7

1

4

C
M

胴
胴

朝=ロ6

I(']1-十
･J.I

∵-二
十
二
□
3

｢二
二
二
ロ

2

第109図第3号 廃棄遺構 出土遺 物(2)

loc也ヒ==二二===== =
士二二=========∃I

=4 □iJ･I.･･

･.･言rp:!Jo22∩...1m.).描.

.IT
.-'

'′守.圭 評日6;千.･'i'.:.

..1' ロ61同朋mm凹戸上.(:.,.i,..:･rNJい;･.,;'1Zロ8Ii.7
.I.･～･-
llh-｡

′･t:L州ブ
叩
｡

Ci'..LJ,.

ロ苛
7

へニ
i
.:

ロ
3

耶

日

常

U
=

7

□

72

:.
i
..

T

7

･
.

t

･
:
･

･
..
:



川越城跡

第110図第3号廃棄遺構出土遺物(3)
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第112図 第4号廃棄遺構出土遺物
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廃棄遺構出土遺物観察表 (第91図-第 112図)

法 量 (cm )

かわらけ

かわらけ

かわらけ

かわらけ

かわらけ

かわらけ

泥 面 子

紅 猪 口

合子 ｡蓋

小 川l.

小 目し

小 皿

五 寸 皿

措 鉢

砥 石

砥 石

石 臼

頭 巻 釘

煙管吸口

不 明

鍵

不 明

折 釘

頭 巻 釘

錠 ?

頭 巻 釘

切 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

切 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

(3.0)

4.4

4.4

(12.6)

(13.0)

(13.2)

15.5

＼J.

＼J

＼)
＼J

2

7

7

8

4

8

6

8

4

4

5

4

5

4

1⊥
l

l

,～

0

4

1

0

7

7

5

4

/し
(

長さ11.3､幅5.1､厚さ1.2cm

長さ7.5､幅2.7､ 厚さ2.4cm

残存長19.5､高10.2､孔2.6cm

頭幅2.1､現存長4.0cm

径 1.0､長さ5.7cm

幅1.4､現存長6.3cm

長さ4.2､幅2.2cm

幅3.9､現存長5.3cm

長さ7.0cm

頭幅1.9､長さ6.3cm

現存長7.2cm

頭幅1.2､現存長 6.0cm

現存長7.0cm

頭幅1.8､現存長6.7cm

頭幅1.8､現存長4.9cm

頭幅1.2､現存長4.8cm

頭幅1.3､現存長4.8cm

頭幅1.2､現存長4.7cm

頭幅1.2､現存長4.7cm

頭幅0.8､現存長4.5cm

頭幅1.2､現存長4.9cm

頭幅0.8､現存長 13.5cm

頭幅1.1､現存長3.9cm

頭幅1.5,現存長4.2cm

頭幅0.8､現存長3.7cm

頭幅0.9､現存長4.3cm

頭幅0.7､長さ3.6cm

頭幅0.8､現存長3.5cm

頭幅1.2､現存長3.7cm

頭幅1.3､現存長3.4cm

頭幅0.9､現存長3.4cm

頭幅1.0､現存長3.1cm

頭幅1.2､現存長3.4cm

頭幅1.3､現存長3.0cm

頭幅 1.0､現存長3.0cm

頭幅1.2､現存長2.8cm

菊 花 形

菊 花 形

丸 形

丸形底狭

緑粕流し

縁粕流し

在地系

在地系

在地系

在地系

在地系

在地系

在地系

肥前系

瀬戸美濃

瀬戸美濃

肥前系

志戸呂

瀬戸美濃

底部穿孔 ｡ヘラ書き

17C後

17C後

17C後 見込蛇の目粕剥ぎ

17C初

16C後 鉄寒由

-156-



川越城跡

図版 番号 材 質 器 種 法 量 (cm ) 巨 状 文 様 一 二 備 考a b

C d 外 面 内 面91 51 秩 頭 巻 釘 頭幅0.

7､現存長2.9cm52 秩 頭 巻 釘 頭幅0.7､現存長3.2cm

53 秩 頭 巻 釘 頭幅0.6､長さ2.8

cm54 秩 頭 巻 釘 頭幅0.9､現存長3.2

cm55 秩 頭 巻 釘 頭幅0.7､現存長2.6cmSX294 12345678910ll1213141516171819202122232425262728293031323334353637383940 土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器磁 器 かわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけかわらけ灯 明 皿灯 明 皿灯 明 皿灯 明 皿灯 明 皿灯 明 皿灯 明 皿灯 明 皿灯 明 皿灯 明 皿灯 明 皿灯 明 皿灯 明 皿灯 明 皿小 杯 (6.3)(6.4)(6.8)8.48.3(7.2)8.2(8.3)(8.6)(8.5)8.58.89.28.5(10.0)(10.4)(10.2)(10.6)(10.5)(10.8)ll.210.8(ll.8)ll.1(ll.0)6.17.88.2(8.5)8.6(8.2)8.8(8.7)9.09.1(ll.6)(10.4)ll.210.84.8 1.41.41.21.61.92.11.71.31.61.71.91.71.51.72.12.22.32.12.12.11.92.02.32.42.42.81.81.81.51.71.61.52.11.71.81.52.12.12.13.5 (3.6)(3.8)(4.0)4.34.94.44.4(4.6)(4.4)(4.8)5.05.05.14.8(5.4)(5.4)(5.6)(6.4)(5.6)(5.8)6.65.6(6.4)6.0(6.0)3.34.34.4(5.1)5.1(4.6)4.5(4.8)4.94.1(6.8)(5.6)6.45.43.0 桶 形 楓文 在地系在地系在地系在地系准地系在地系准地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系

在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系在地系肥前系 18C後 口紅18C初414243 磁 器磁 器磁 器 小 碗小 碗小 碗 (5.9)(5.6)(6.7) 3.64.1

(5.0) (2.7)(2.6)(2.4) 端 反 形

端 反 形端 反 形 牡丹文折梅文 肥前系肥前系44 磁 器



図版 番号 材 質 器 種 法 量 (cm) 形 状 文 様
産 地 備 考a b

C d 外 面 内 面949596 46 磁 器 小 碗 8.5 (5.0) 3.2 丸 形 蝶花

文 波i寿文帯芭蕉案 文 肥前系 17C後 色絵47 磁 器 小 碗 (

8.6) (4.1) 丸 形 藤 文 肥前系 17C後 色絵48 磁 器 小 碗 7.5 4.3 丸 形 桧葉梅祈文 肥前系

18C初49 磁 器 小 碗 8.7 4.6 3.4 丸 形 草花文

肥前系 18C初50 磁 器 小 碗 8.4 5.1 3.44.2 丸 形 竹 文 肥前系 18C初51 磁 器 小 碗 (8.7) (3.3) 丸 形 草花文 肥前系 18C初52 磁 器 中 碗 (10.

0) 5.6 丸 形 花 文 肥前系 18C初 ｢太明年製｣53 磁 器 中 碗 10.0 5.8 4.2 丸 形 草花文 肥前系 18C初 ｢太

明年製｣54 磁 器 中 碗 10.8 6.3 4.6 丸 形 草花

文 肥前系 18C初 ｢太明年製｣1 磁 器 中 碗 ll.6 6.6 4.6 丸 形

扇草花文 肥前系 18C初2 磁 器 中 碗 (10.4) 6

.4 4.6 丸 形 草花文 肥前系 18C初3 磁 器 中 碗

10.0 5.7 4.3 丸 形 七宝繋ぎ山水文横 線 肥前系

18C初 ｢太明年製｣4 磁 器 中 碗 (ll.6) 6.3 4

.7 丸 形 肥前系 18C初5 磁 器 中 碗 (ll.3) 6.4 4.23.7 丸 形 肥前系 18C初6 磁 器 大 碗 (12.3) (4.3) 丸 形 景徳鎮 16C前7 磁 器 小 碗 9.3 5.0

端 反 形 見込草花文 瀬戸美濃 19C前89 磁

器磁 器 小 碗中 碗 8.5ll.09.5 6.86.5 4.74.2

筒 形丸 形 蛸唐草文刷毛目 四方樽見込松竹梅刷毛目 肥 前唐

津 18C後17C後10 磁 器 中 碗 (3.5) (

4.0) 丸 形 刷毛目草 文 刷毛目菊花文 唐 津 17C後

ll 磁 器 小 碗 6.7 4.5 呉 器 形 肥 前 17C後12 磁 器

中 碗 (ll.0)9.4 7.5 (5.0) 呉 器 形 肥 前 17

C後13 磁 器 小 碗 (6.0 ) 4.4 呉 器 形 肥 前

17C後14 磁 器 中 碗 (2.5) 3.2 平 碗 京

焼風 17C後15 陶 器 中 碗 6.3 5.6 腰 張 形

京焼風 17C後 刻印16 陶 器 中 碗 9.5(9.5) 6.5

5.0 腰 張 形 葦 文 京焼風 17C後 刻印｢雲｣17 陶 器 中 碗

(5.2) (5.0) 腰 張 形 草 文 京焼風 17C後 刻印18 陶 器 中 碗 5.6 (5.1

) 腰 張 形 楼閣山水文 京焼風 17C後19 陶 器 中 碗 8.8 6.

1 5.5 腰 張 形 草 文 京焼風 17C後20 陶 器 中 碗 10.4 6.3 4.6 腰 張 形 京焼風

17C後 灰粕21 陶 器 中 碗 ll.0 7.0 5.6 腰 張 形

京焼風 17C後 灰寒由22 陶 器 中 碗 ll.0 6.4 5.0 腰 張 形 瀬戸美濃 17C後 腰錆茶碗23 陶 器 中 碗 10.8 6.9 5.65.6(5

.0)(6.8)7.6 腰 張 形 瀬戸美濃 17C

後 腰錆茶碗24 陶 器 中 碗 (12.0)(ll.7) (6.

9) 腰 張 形 瀬戸美濃 17C前25 陶 器 中 碗 (2.5)

半 筒 形 京焼風 17C後26 陶 器 中 碗 (3.2)

天 日 形 瀬戸美濃 17C前 鉄琴由1 陶 器 緑 芽由血 (10.6)

1.8 端 反 形 瀬 戸 15C後 灰寒由234 陶 器陶 器磁 器 緑 芽由血

中 血中 (12.2)(12.8)13.112.7 (2.0)3.04.2 端 反 形丸 形丸 形丸形底狭 瀬 戸肥前系 15C後 灰粕18C初 鍋島風5 磁 器 皿 (1.8) 7.1 景徳鎮 17C初6 磁 器 小 皿 3.3

4.0 伊万里 17C後 見込蛇の目剥ぎ7 陶 器 小 皿 12.5 4.0 4.6



川越城跡

図版 番号 材 質 器 種 法 量 (cm) 圭 形 状 文 様 産 地 備 考a b

C d 外 面 内 面979899100 1 陶 器 大 鉢 (30.9) (5.7) (9.2) 15.6 腰 折 形

刷毛目草花文 三 島 手刷毛目 唐 津 17C後2 陶 器 片 口 (14

.7) (7.0) 孫 太 形 瀬戸美濃 17C前 長石粕3 陶 器 大 鉢 (20.6) 12.1 丸 形 唐 津 17C後 縁粕

4 陶 器 片 口 13.2 8.5 6.8 丸 形 瀬戸美濃 17C前 口縁切込 長石粕5 陶 器 片 口 (23.0) (ll

.0) (10.0) (25.0)6.0(ll.7) 丸

形瀬戸壷形半 筒 形 唐 津 17C後 口縁帯下注目6 陶 器 蓋 5.0 1.4 3.6 瀬戸美濃 壷の蓋789 磁 器磁 器磁 器

塞小 瓶小 瓶 7.62.98.3 2.8(3.5)(ll.0

) 1.24.7 肥前系瀬戸美濃 17C中壷の蓋17C後 色絵10 陶 器 中 瓶 (ll.7) 8.4 1

8C初 鉄瓶 舟徳利ll 陶 器 中 瓶 (5.3) (7.4)

瀬戸美濃 18C初 鉄瓶 舟徳利12 磁 器 仏 飯 器 6.0

4.3 肥前系 18C後13 磁 器 仏 飯 器 8.5 6.4 4.3

草 文 肥前系 18C後14 磁 器 仏 飯 器 9.0 6.4 4.4 草 文竹 文 肥

前系 18C後15 陶 器 灯 明 皿 ll.0 1

.7 5.67.6 志戸呂 17C後 摘み付 鉄琴由16 陶

器 灯明受皿 ll.1 (2.2) 8.47.6(35.8)(67.6) 志戸呂 17C後 鉄瓶17 土 器 蓋 8.0 1.7 在地系 塩焼壷蓋18

土 器 塩 焼 壷 5.4 9.6 4.8 泉州系 泉州麻生 板作

成形192021 土 器土 器陶 器 塩 焼 壷小 壷中 壷 (6.4)4.6(7.4) (ll.0)(3.0)(5.8)

(4.6)5.4 泉州系在地系瀬戸美濃 泉州麻生 板作成形18C初

22 陶 器 中 壷 (6.4) (9.6) 瀬戸美濃

18C初 耳付23 陶 器 中 壷 (12.7) (3.8)

瀬戸美濃瀬戸美濃 18C初1 陶 器 香 炉 8.7 4.1 18C?2 陶 器 香 炉 (10.8)

4.0 (6.3)7.3 無 三 足 17C前 鉄粕3 磁 器 香 炉 (13.0) (4.2) 肥前系 17C前 青磁

粕4 磁 器 香 炉 (12.0) (4.7) 草 文

肥前系 17C後 染付5 陶 器 香 炉 (12.1) 6.0 瀬戸美濃 17C前 鉄瓶6 磁 器 香 炉 12.0 8.2 肥前系 17C前 青磁粕7 柘 器 措 鉢

(37.4) 13.2 (14.4)(15.2)(32.5)(39.0)18.219.618.0 丹 波 17C後8 柘 器 捨 鉢 (33.4) (6.0) 丹 波 17C後910ll12 柘 器柘 器妬 器柘 器 捨 鉢捨 鉢措 鉢捨 鉢 (34.6)(34.0)(32.0)(32.4) (5.5)15.4(16.0)(10.0) 丹 波瀬戸美濃 17C後17C後 鉄瓶1312345678910ll1234 柘 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器土 器柘 器土 器柘 器土 器土 器土 器土 器 捨 鉢倍 熔倍 熔倍 熔一倍 熔悟 熔倍 賂倍 賂倍 洛餐火 鉢大 牽火 鉢火 鉢塞火 消 壷 (37.0)26.4(27.2)26.8(24.6)(

28.0)



図版 番号 材 質 器 種 法 量 (cm ) 形 状 文 様
圭産 地 備 考a b

C d 外 面 内 面100101102 56 土 器土 器 植 木 鉢蓋 (35.2)(18.6) (8.0)3.8 (15

.2) 在地系在地系 火消壷蓋7 土 器 蓋

(19.8) 3.8 (15.6) 在地系 火消壷蓋8910 土 器土 器石 蓋鍋碁 石 (22.3)(39.0) 3.65.

7 (17.8)(38.0) 在地

系在地系 火消壷豊北宋990年長径 2.1

､短径 1.5､厚さ0.5cmll 石

碁 石 長径 2.1､短径 1.8､厚さ0.3cm12

石 碁 石 直径 2.1､厚さ0.6cm13

石 砥 石 残存長 9.5､幅3.9､厚さ2.8cm14 石 砥 石 残存長8.9､幅4.9､厚さ1.5cm

15 石 砥 石 残存長 10.1､幅3.6､厚さ1.

3cm16 石 砥 石 残存長9.6､幅4.9､厚さ2.0cm17

石 板 碑 残存長 19.6､幅 10.3､厚さ1.5cm181 石土 器 板 碑西行法師 残存長 14.6､幅 10.0､厚さ0.8cm残存高 17.6､幅30.2､厚さ17.9cm

在地系2 土 器 隻 直径 9.2､高さ3.9cm 在地系3 土 器 人 形 残存長 3.3､幅3.0､厚さ2.

1cm 在地系45 土 器鍋 .秩 犬 ?小 柄 残存長 6.0､幅8.5､厚さ2.2cm 在地系現存長 11.6､幅 1

.5､厚さ0.3cm6 鍋 .秩 小 柄 現存長 6.0､幅 1.4､厚さ0.5cm

7 鍋 小 柄 長さ9.5､幅 1.6､厚さ0

.3cm8 鍋 煙管雁首 火皿径 1.5

､現存長6.8cm9 鍋 煙管雁首 火

皿径 1.7､現存長 1.3cm10 鍋 煙

管雁首 現存長 6.9cmll 鍋 煙管

吸口 径 1.0､現存長5.3cm12 鍋 煙管吸口 径 0.8､

現存長3.6cm13 鍋 煙管吸口 径 1

.1､現存長4.1cm14 鍋 煙管吸口

径 0.4､現存長2.6cm15 鍋 不 明

幅10.5､現存長 19.0cm16 鍋

釘 頭幅 1.2､長さ3.3cm17 鍋 不 明 径 2.0cm18

鍋 吊手金具 断面径 0.4､長さ6.2cm19 鍋 吊手金具 断面径 0.4､長さ5.9cm20

鍋 吊手金具 断面径 0.4､長さ5.9cm21 鍋 吊手金具 断面径 0.4､長さ5.3cm22 古

銭 淳化元宝 銭径 24.7､内径 18.6､銭厚 1.55m臥 量目1.84g23 古 銭 寛永通賓 銭径 24.4､

内径20.0､銭厚 1.30mm､量目2.77g 古 1636-1656年24 古 銭 寛永通賓

銭径24.6､内径 19.8､銭厚 1.40m臥 量目2.94g 古 1636-1656年25 古 銭 寛永通賓 銭径22.7､内径 19.5､銭厚 1.20mm､量目1.54g 古 1636-16

56年26 古 銭 寛永通賓 銭径25.3､内径 20.9､銭厚 1.30mm､量目2.63g

文銭 1668年27 古 銭 寛永通賓 銭径25.2､内径 20.9､銭厚 1.20m臥 量目2.95g 文銭 16

68年28 古 銭 寛永通賓 銭径25.3､内径 20.1､銭厚 1.28mm､量目2.62g 文銭 1668年

29 古 銭 寛永通賓 銭径 25.1､内径 20.0､銭厚 1.10m臥 量目2.12

g 文銭 1668年1 秩 火



川越城跡

檀
法 量 (cm )

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄
銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

鉄

秩

不

秩

錠

環

明

-

-

換

不 明

不 明

角 釘

切 釘

角 釘

角 釘

不 明

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

折 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

長径2.4､断面径0.5cm

端部幅 1.3､現存長5.9cm

幅2.7､現存長7.1cm

現存長7.0cm

幅1.1､現存長4.0､厚さ0.7cm

端部幅1.0､現存長3.8cm

端部幅1.0､現存長4.6cm

長さ6.1cm

長さ4.6cm

現存長7.9cm

現存長4.5cm

頭幅0.8､長さ10.0cm

頭幅1.9､現存長9.0cm

頭幅2.7､現存長7.9cm

頭幅2.2､現存長7.5cm

頭幅2.6､現存長8.6cm

頭幅3.1､現存長8.2cm

頭幅1.6､長さ7.8cm

頭幅2.3､現存長4.7cm

現存長10.6cm

頭幅0.9､現存長3.5cm

現存長7.8cm

頭幅2.5､現存長7.4cm

現存長6.6cm

頭幅1.0､現存長4.7cm

現存長5.4cm

頭幅1.1､現存長4.8cm

頭幅0.8､現存長4.6cm

頭幅1.1､現存長2.7cm

頭幅1.6､現存長7.8cm

頭幅1.2､現存長6.4cm

頭幅2.0､現存長7.3cm

現存長3.3cm

頭幅0.9､現存長4.2cm

頭幅1.1､現存長4.8cm

頭幅1.0､現存長4.0cm

頭幅1.6､現存長7.3cm

頭幅2.1､現存長7.0cm

頭幅 1.3､現存長6.5cm

頭幅1.3､現存長6.4cm

頭幅1.7､現存長6.2cm

頭幅1.5､現存長6.1cm

頭幅1.2､現存長6.7cm

頭幅1.6､現存長6.9cm

頭幅0.9､現存長6.5cm

頭幅2.0､現存長6.0cm

頭幅 1.4､現存長5.8cm

頭幅 1.8､長さ6.7cm

頭幅2.0､現存長6.6cm

頭幅 1.9､現存長8.0cm

頭幅1.1､長さ7.7cm
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法 量 (cm )

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

10l

l02

103

104

105

106

107

108

109

110

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

銑

鉄

鉄

頭 巻 釘

折 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭幅1.1､長さ5.8cm

現存長5.5cm

頭幅1.5､現存長5.1cm

頭幅1.0､長さ5.7cm

頭幅1.3､現存長5.5cm

頭幅1.0､現存長5.7cm

頭幅1.4､現存長6.1cm

頭幅1.4､長さ6.6cm

頭幅1.7､現存長5.4cm

頭幅1.2､現存長5.1cm

頭幅1.2､現存長5.0cm

頭幅1.1､長さ5.0cm

頭幅1.2､現存長4.7cm

頭幅1.4､現存長4.6cm

頭幅1.3､現存長4.6cm

頭幅1.3､現存長4.5cm

頭幅1.1､現存長4.6cm

頭幅1.7､現存長4.8cm

頭幅1.1､現存長4.8cm

頭幅1.5､現存長4.7cm

頭幅1.3､現存長3.8cm

頭幅1.3､現存長4.3cm

頭幅2.0､現存長4.3cm

頭幅1.4､現存長4.6cm

頭幅1.1､現存長4.7cm

頭幅0.9､長さ4.7cm

頭幅1.1､長さ4.6cm

頭幅0.8､現存長4.1cm

頭幅0.9､現存長4.2cm

頭幅0.8､現存長3.7cm

頭幅0.7､現存長4.0cm

頭幅0.8､現存長3.9cm

頭幅1.0､現存長4.0cm

頭幅1.0､現存長4.1cm

頭幅1.2､現存長3.7cm

頭幅1.1､長さ3.9cm

頭幅1.4､現存長3.7cm

頭幅1.0､現存長4.1cm

頭幅1.1､現存長3.7cm

頭幅1.1､現存長4.0cm

頭幅1.5､現存長4.0cm

頭幅0.8､現存長3.6cm

頭幅1.1､現存長3.3cm

頭幅0.7､現存長3.2cm

頭幅0.8､現存長3.2cm

頭幅0.9､長さ3.5cm

頭幅1.0､現存長4.1cm

頭幅1.0､現存長3.2cm

頭幅0.9､長さ4.2cm

頭幅1.1､現存長3.3cm

頭幅1.0､現存長4.2cm
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川越城跡

図版 番号 材 質 器 種 法 量 (cm) 巨 状 文 様 ‡産 地 備 考a b

C d 外 面 内 面102 111 秩 頭 巻 釘 頭幅 1.

3､現存長4.0cm112 秩 頭 巻 釘 頭幅0.8､現存長3.4cm

113 秩 頭 巻 釘 頭幅0.9､現存長2.8c

m114 秩 頭 巻 釘 頭幅 1.2､現存長

3.4cm115 秩 頭 巻 釘 頭幅 1.

0､現存長3.3cm116 秩 頭 巻 釘

頭幅0.9､長さ3.2cm117 秩

頭 巻 釘 頭幅0.8､長さ3.0cm118

秩 頭 巻 釘 頭幅0.6､長さ3.3cm119 秩 頭 巻 釘 頭幅 1.0､現存長3.0cm

120 秩 頭 巻 釘 頭幅 1.0､現存長3.

0cm121 秩 頭 巻 釘 頭幅0.8､現

存長3.1cm122 秩 頭 巻 釘 頭幅0

.9､現存長2.9cm123 秩 頭 巻 釘

頭幅 1.2､現存長2.7cm124 秩

頭 巻 釘 頭幅 1.0､現存長2.6cm125 秩 頭 巻 釘 頭幅0.7､現存長3.2cm

126 秩 頭 巻 釘 頭幅 1.0､現存長2.

7cm127 秩 頭 巻 釘 頭幅0.8､長

さ3.6cm128 秩 頭 巻 釘 頭幅0

.9､現存長2.2cm129 秩 頭 巻 釘

頭幅 1.0､長さ3.3cm130 秩 頭

巻 釘 頭幅0.9､現存長 1.3cm131

秩 頭 巻 釘 頭幅0.9､長さ2.5cm132 秩 頭 巻 釘 頭幅0.8､現存長2.6cm

1

33 秩 頭 巻 釘 頭幅 0.6､現存長2.3cm134 秩 頭 巻 釘 頭幅 1.1､現存長 1.9cm135 秩 頭 巻 釘 頭幅0.9､長さ2.3cm136 秩 頭 巻 釘 頭幅 1.1､現存長2.6cmSX3108 1234567 土 器土 器土 器土 器土 器土 器磁 器 かわらけかわらけかわらけかわらけ灯 明 皿灯 明 皿ミニチュア (6.7)(8.2)8.4(10.8)6.06.53.6 1.41.82.02.31.41.42.0 (4.0

)(5.0)4.4(5.0)3.44.01.83

.14.0 丸 形 横 線蚊帳吊草文 刷毛目矢羽根文 在地系在地系在

地系在地系在地系在地系肥前系 小杯8 磁 器 小 碗 (5.4) (3.0) 腰 張 形 17C後 色絵9 磁 器 小 碗

7.4 4.2 丸 形 18C後半10 磁 器 小 碗 (8.8

) (3.5) 丸 形 一重網目文 肥前系 18C初ll 磁 器 中 碗 10.2 5.6

丸 形 草花文 肥前系 18C初12 磁 器 中 碗 ll.0 5.9

4.6 丸 形 草花文 肥前系 18C後13 磁 器 中 碗 ll.0 6.2 4.4 丸 形 花 文 肥前系 18C後 蒔窮印判14 陶 器 中 碗 (10.8) 6.0

5.92.72.6 4.0 丸 形 刷毛目楼閣山水文 唐 津 17C後15 陶 器 中 碗 (ll.0) (4.0) 腰 張 形 瀬戸美濃 17C後 腰錯茶碗161718 陶 器土 器陶 器 中 碗灯明受皿小 皿 (9.4)(12.8)(13.0) 5.4(9.6)(7.3) 腰 張 形端 反 形

京焼風在地系肥前系 17C後 刻印｢森｣17C後 灰粕192021 陶 器陶 器陶 器



法 量 (cm )

25

26

27

28

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

措 鉢

大 喪

足

砥 石

倍 熔

柄縁金具

煙管雁首

煙管雁首

釘

釘

鋲

刀 子

不 明

鎌

不 明

不 明

不 明

毛抜き?

毛抜き?

角 釘

角 釘

角 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

残存長7.2､幅4.3､厚さ3.6cm

幅2.3､長さ3.4cm

火皿径 1.5､長さ4.9cm

現存長3.9cm

現存長3.3cm

現存長4.3cm

頭幅 1.1､長さ1.8cm

現存長4.1､刀幅1.0､背幅0.3cm

幅2.1､現存長4.1cm

幅5.0､現存長5.8cm

幅4.3､現存長3.5cm

幅3.3､長さ3.3cm

幅3.5､長さ4.8cm

幅3.6､現存長5.1cm

幅 1.6､現存長8.3cm

長さ7.8cm

現存長7.6cm

現存長6.2cm

頭幅 1.3､現存長5.0cm

頭幅 1.7､現存長8.2cm

頭幅2.2､現存長7.2cm

頭幅 1.0､現存長7.2cm

頭幅 1.4､長さ7.2cm

頭幅 1.2､現存長 16.7cm

頭幅 1.3､長さ6.0cm

頭幅2.0､現存長5.9cm

頭幅0.8､長さ5.7cm

頭幅 1.3､現存長6.3cm

頭幅 1.0､現存長5.3cm

頭幅 1.3､長さ4.4cm

頭幅0.7､長さ2.2cm

頭幅 1.3､現存長4.4cm

頭幅 1.0､長さ5.1cm

頭幅 1.3､現存長4.9cm

頭幅 1.2､現存長4.4cm

頭幅 1.2､現存長4.6cm

頭幅 1.4､現存長4.2cm

頭幅 1.4､現存長4.3cm

頭幅 1.5､現存長4.1cm

頭幅 1.3､現存長4.2cm

頭幅 1.2､現存長4.6cm

頭幅 1.1､現存長4.4cm

頭幅 1.3､現存長3.9cm

頭幅 1.0､現存長4.3cm

頭幅 1.2､現存長3.6cm

頭幅 1.1､現存長3.7cm

頭幅0.8､現存長3.9cm
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川越城跡

図版 番号 材 質 器 種 a f法 b 芋 三cm ) f d i 形 状 長 芸 葦 面 i産 地

備 考109SX4112 48 秩 頭 巻 釘 頭幅1.2､現存長4.6cm 18C後 荷窮印判 崩し渦福49 秩 頭 巻 釘

頭幅1.6､現存長4.1cm50 秩 頭

巻 釘 頭幅0.9､現存長3.6cm51 秩 頭 巻 釘 頭幅1.6､現存長3.1cm

52 秩 頭 巻 釘 頭幅0.9､長さ3.8

cm53 秩 頭 巻 釘 頭幅1.0､長さ

3.3cm54 秩 頭 巻 釘 頭幅0.

9､現存長4.0cm55 秩 頭 巻 釘

頭幅0.9､長さ4.2cm56 秩 頭 巻

釘 頭幅1.1､現存長3.8cm57 秩 頭 巻 釘 頭幅1.0､現存長2.9cm

58 秩 頭 巻 釘 頭幅1.1､長さ3.3cm

59 秩 頭 巻 釘 頭幅1.4､現存長3

.9cm60 秩 頭 巻 釘 頭幅0.9､

現存長3.8cm61 秩 頭 巻 釘 頭幅

1.0､現存長3.8cm62 秩 頭 巻

釘 頭幅1.3､現存長3.3cm63 秩

頭 巻 釘 頭幅0.7､現存長3.2cm64 秩 頭 巻 釘 頭幅0.6､長さ3.8cm

65 秩 頭 巻 釘 頭幅1.4､現存長

3.6cm66 秩 頭 巻 釘 頭幅0.7

､現存長3.6cm67 秩 頭 巻 釘 頭

幅1.0､長さ3.3cm68 秩 頭 巻 釘

頭幅0.9､長さ3.4cm69 秩

頭 巻 釘 頭幅0.7､現存長3.2cm70 秩 頭 巻 釘 頭幅0.8､現存長3.7cm

71 秩 頭 巻 釘 頭幅0.7､現存長3.

3cm72 秩 頭 巻 釘 頭幅0.8､現

存長3.5cm73 秩 頭 巻 釘 頭幅

1.3､現存長3.0cm74 秩 頭 巻 釘

頭幅1.2､現存長2.7cm75 秩

頭 巻 釘 頭幅1.0､長さ2.9cm76 秩 頭 巻 釘 頭幅1.1､現存長3.2cm

77 秩 頭 巻 釘 頭幅1.0､長さ3.2cm78 秩 頭 巻 釘 頭幅0,9

､現存長2.6cm79 秩 頭 巻 釘 頭幅

1.4､現存長2.7cm80 秩

頭 巻 釘 頭幅0.8､現存長2.6cm81 秩

頭 巻 釘 頭幅0.7､現存長2.7cm8

2 鉄 頭 巻 釘 頭幅0.6､現存長2.5cm1 土 器 かわらけ (

6.6) 1.8 (4.4) 在地系2 土 器 かわ

らけ (7.4) 2.1 (4.8) 在地系3 土 器

かわらけ 9.0 2.8 5.4 在地系4 土

器 かわらけ (9.4) 2.9 (5.0) 在地系5

土 器 かわらけ (9.3) 1.7 (4.2) 在地系6 土 器 かわらけ

(9.7) 3.0 (4.9) 在地系7 土 器 かわらけ (9.

4) 3.5 (5.4) 在地系8 土 器 灯 明 皿 (9.2) 2.9 (5.8) 在地系9

土 器 かわらけ (1.5) (7.6) 在地系10 磁 器 大 碗 12.5 6



図版 番号 材 質 器 種 法 量 (cm) 形 状 文 様
産 地 備 考a b

C d 外 面 内 面112 15 妬 器 捨 鉢 (6.0) (15

.0) 瀬戸美濃 16C前 鉄寒由161718 土 器土 器秩 植 木 鉢燥 炉頭 巻 釘 (3.8)

(10.5) 在地系在地

系 16C明 1408年頭幅1.0

､現存長3.3cm19 秩 頭 巻 釘 頭

幅0.9､長さ3.9cm20 秩 頭 巻 釘 頭幅

0.9､現存長2.6cm21 秩

鉄 鉱 現存長5.9､幅1.6､厚さ0.6cm22 秩 不 明 幅2.1､長さ2.2cm

23 古 銭 永楽通賓 銭径24.2､内径21.0､銭厚1.31mm,量目13

0g廃棄遺構出土瓦観察表

瓦当径 瓦当厚 備

考軒 丸

瓦軒 丸

瓦軒 丸

瓦軒 丸

瓦丸 瓦

丸瓦

丸瓦

隅軒平瓦

隅軒平瓦

軒平瓦

塀瓦

伏間瓦

異斗瓦

異斗瓦

道具瓦

道

具 瓦塀 瓦

＼)2

14222

/し

631

44445

精 良

やや砂質

砂 質

やや砂質

精 良

精 良

精 良

精 良砂

質精

良精

良や

や砂質やや

砂質やや砂質

やや砂質

やや 砂質

精良

暗

灰暗 灰黄 褐 灰

灰灰 ～黒 灰黄 褐 灰黒 灰

灰灰灰灰灰灰灰灰褐黄黒暗暗黄黄暗 連珠三巴石

巻16珠/釘孔

連珠三巴石巻16

珠/接合部かき日･刻み目連珠三巴石

巻16珠連珠三巴石巻/巴尾長い/珠文大

粒玉縁なし/

釘孔玉縁なし

/釘孔凸面箆なで/木口面取り/側縁面取り

接合部刻み冒接合部刻み目

離れ砂付着両辺水切 り溝

接合部刻み目

離れ砂付着

離れ砂付着

三角形平面/端部段

三角形平面/端部段/釘孔

瓦 当部/裏面遺し字剥離痕

12

34

56

78

91

0日

12

12

34

51

23

軒 丸 瓦

軒 丸 瓦軒

丸 瓦軒 丸

瓦軒 丸

瓦軒 丸 瓦

軒 丸 瓦

軒丸瓦

軒丸瓦

軒丸瓦

軒丸瓦

軒丸瓦

軒丸瓦

軒丸瓦

軒丸瓦

丸瓦

丸

瓦軒

丸 瓦丸

瓦丸 瓦 1

7･55

･24

1I5

17･

27･2

6･2

71f

やや砂質

やや砂質

やや砂質

やや砂質

精 良

やや砂質

砂 質

やや砂質

精 良

やや砂質

精 良や

や砂質精

良やや砂

質やや砂質

精 良

精 良精

良やや

砂質精 良 黄

灰黄

灰暗

灰灰

自灰

自暗

灰灰

自暗

灰灰 ～

黒 灰暗灰～

黒灰黄

灰黒 灰黒 灰灰 白黒

灰暗 灰銀

灰灰 ～ 暗 灰灰 自暗 灰 連珠三

巴石巻16珠/困線明瞭/接合部かき

目連珠三巴石巻16珠/圏線明瞭連珠三巴石巻16珠/国線明瞭/接合

部かき目連珠三巴左巻/

圏線明瞭/珠文大粒連珠三巴石巻16珠/国

線明瞭/接合部刻み目連珠三巴石巻/圏線明瞭

連珠三巴石巻/圏線明瞭連珠三巴石巻16珠/圏線明瞭/凸面箆なで

連珠三巴左巻16珠/釘穴

連珠三巴左巻/釘穴連珠三巴左巻/瓦

当面箔傷連珠三巴左巻16珠/瓦当面離れ砂付

着連珠三巴左巻16珠/釘穴連珠三巴

左巻16珠/瓦当面離れ砂付着瓦当面欠損/釘穴

2カ所/玉縁長2.5cm玉縁長3.6

cm/凸面箆なで/釘孔五線長2.1cm/凸面はけ目後､箆なで/銀化



川越城跡

図版 番 号 種 類 瓦当径 瓦当厚 全 長 全 幅 高 さ 厚 み

胎 土 色 調 備 考105106107SX3110111 4 丸 瓦 - - - (10.1) - 1.7

砂 質 黒 灰 玉縁なし/凸面箆なで/釘孔5 伏 間 瓦 - - -

(19.8) - 2.4 精 良 暗 灰 玉縁なし/面取り6 丸 瓦 - - - 14.0 6.6 1.9 精 良 黒 灰 凸面はけ目後､箆みがき/銀化

1 軒 平 瓦 - 4.7 - - - 2.0 精 良 暗 灰

顎下部幅が小さい/瓦当面酎1砂付着2 塀 瓦 - 4.7 - - -

- 精 良 黒 灰 瓦当面に木目の圧痕3 塀 瓦 -

4.8 - - - 2.6 精 良 灰 ～黒 灰 側辺水切り溝/側縁到り込み4 塀 瓦 - 4.7 - - - 2.6 砂 質 灰 自 側辺

水切り溝5 塀 瓦 - 4.6 - - - 2.4 砂 質 暗

樟 褐 側辺水切り溝/断面縞状/被熟による変色6 塀 瓦 - (4.

6) - - - - 精 良 黒 灰 剥離面刻み目7 塀 瓦 - 5.4 - - - 2.2 精 良 暗 灰

側辺水切り溝/離れ砂付着8 塀 瓦 - 5.2 - - - 2.5

やや砂質 灰 自～ 灰 側辺水切り溝9 塀 瓦 - 5.1

- - - 2.4 やや砂質 灰 白 離れ砂付着10 塀 瓦 -

- - - - - 精 良 黒 灰 接合部刻み目ll 塀 瓦 - 5.0

- - - 2.2 砂 質 灰 ～ 暗 灰 側辺水切り溝/側縁到り込み12 軒 平 瓦

- 4.5 - - - 2.1 精 良 暗 灰 離れ砂付着13 塀 瓦 - 4.9 - - - 2.2 精 良 暗 灰 側辺水切り溝/側縁割り込み

14 平 瓦 - - 26.0 - - 1.8 精 良 暗 灰

谷深さ2.2cm/凸面離れ砂付着15 平 瓦 - - - 27.1 - 2.0

精 良 樟 灰 谷深さ2.7cm/被熟による変色/釘孔1 平 瓦 - - 25.4 -

- 1.7 精 良 暗 灰 谷深さ2.3cm/凸面離れ砂付着2 塀 瓦 - - - - 5.3 2.4 精 良 灰 釘穴/円筒部貼

付/下面離れ砂付着3 伏 間 瓦 - - - - - 2.3 精 良

灰 白 端部段差/凹面離れ砂付着4 伏 間 瓦 - - - (23.5) 8.1 1.9 精 良 暗 青 灰 端部水切

り溝/凹面離れ砂付着5 鳥伏間瓦 - - - 7.8 - 2.4 砂 質

灰自(縞状) 瓦当面欠損/接合部刻み日/内面なで6 谷 丸 瓦 - - - ll.2

5.3 1.8 砂 質 灰 凹面布袋痕刺し縫い7 面

戸 瓦 - - 10.0 - 4.2 2.9 やや砂質 黒 灰 凹面なで8 道 具 瓦 - - - - - 1.7 やや砂質 灰 ホゾ状突起/

凹面離れ砂付着9 鱗 瓦 4.2 精 良 暗 灰 鱗線刻表現/内面指なで1 軒 丸 瓦 15.5 2.5 14.8

7.9 1.9 精 良 黄 灰 連珠三巴石巻16珠/圏線明瞭/離れ砂付着2 軒 丸 瓦 (ll.5) 6.7 1.5 精 良 暗 灰 連珠三巴石巻1

6珠/離れ砂付着3 軒 丸 瓦 ll.2 2.4 (30.5) ll.4 5.3 1.5 やや砂質 暗 灰 連珠三巴左巻16珠/凹面棒状圧痕

4 軒 丸 瓦 (10.6) 2.0 砂 質 灰

連珠三巴石巻16珠/離れ砂付着5 軒 丸 瓦 (ll.0) 2.0

精 良 黄 灰 連珠三巴石巻12珠/圏線明瞭/練れ砂付着6 軒

丸 瓦 11.3 (2.1) やや砂質 暗灰(縞状) 連珠三巴石巻16珠/離れ砂付着7 丸 瓦 14.3 6.0 2.4 やや砂質 黄灰

～黒灰 玉縁なし/凸面箆なで/釘孔8 丸 瓦 - - (36.7) ll.0 5.2 1.5 精 良 灰 ～黒 灰 玉縁なし/体部ヘラ記号/釘孔2カ所

9 塀 瓦 4.7 2.9 精 良 灰 側辺水切り溝10 塀 瓦 - 4.8 - -

2.8 やや砂質 黄 灰 側辺水切り溝/側縁到り込み11 軒 平 瓦 (4.8)



(15)グリッド出土遺物

調査区内からは､中⑳近世の遣物が大量に出土して

おり､その大半が近世の瓦であった｡また､古代以前

の遺物も少なからず出土しており､ここではそれ等を

中心に説明を加えることにする｡中◎近世の遺物につ

いての詳細は､観察表に譲りたい｡

旧石器時代の遺物 (第113図1､2)

1､2は旧石器時代後期のナイフ形石器である｡両

者とも黒曜石製で､1ほほぼ完形品である｡基部と両

側縁に､細かな調整剥離を施している｡縦3.9cm､横

1.5cm､厚さ0.6cmを測る｡ 2は先端部を欠損するナイ

フ形石器であるが､欠損面に表裏面からの調整剥離を

施している｡縦1.8C恥 横1.5cm､厚さ0.4cmを測る｡

縄文時代の遺物 (第113図3-15)

3は黒曜石製の石鉾である｡若干先端部を欠損する

が､ほぼ完形品である｡

4-15は系駄文土器の破片である｡4-9は縄文時代

早期後葉の条痕文系土器群である｡4は口綾部破片で､

角頭状を皇する口綾部が緩く開く器形を望し､内外面

に条痕整形を施している｡5-9は月限汚破片で､5-

8は細かな擦痕状整形の上に､粗い条痕文を施文する｡

9ほ外面に粗い条痕文､内面に擦痕整形を施す｡

10､11は前期の繊維土器である黒浜式土器である｡

10は斜縄文のみ施されるもので､11は半裁竹管による

細い平行洗練でモチーフを措くもので､底部付近に縦

位の文様を措いている｡肋骨文系のモチーフと思われ

る｡

12-15は中期末葉の加曽利E式土器で､口綾部破片

と､胴部破片である｡12は肥厚する口綾部が緩く開く

キャリパ一系土器の口綾部破片で､口綾部凹線区画内

に経文施文が僅かに認められる｡13は地文素敵 上に3

本位沈線懸垂文が垂下するもので､14は無地文上に浅

い擦痕状の洗練文が施文される｡これらの土器群は加

曽利EⅢ式に比定されよう｡

宙墳時代前期の遺物 (第113図16-20､第114図14)

古墳時代前期の五領式土器が出土している｡調査区

の比較的西側に寄った部分から纏まって出土してい

る｡奈良◎平安時代の住居跡内からも出土しているこ

とから､台地の縁辺部に遺構があった可能性がある｡

16は内管する口綾部を持つ瓢形の賓と思われる｡東海

系統の土器と思われ､比較的器肉が厚く､ナデ整形も

やや荒い｡17-20は細かな-ケ目を施す賓の破片で､

17には中央部の窪む底部が付く｡

第114図14は管玉である｡非常に精巧な造 りの管玉

で､碧玉製である｡径1mm以下の孔が穿たれる｡ 古墳

時代前期に位置付けておきたい｡

古墳時代後期の遺物 (第113図21-36)

21-23は古墳時代後期の土師器模倣杯である｡21は

蓋､22､23は身の模倣杯であるが､いずれも内外面と

も赤彩されている｡24は土師器高杯で､かなり寸詰ま

りの器形となっている｡いずれも6世紀の前半に位置

付けられよう｡

25-36は円筒極除の破片である｡25は口綾部破片で､

口端部は面取りが施される｡27､28､31の凸帯は比較

的低く､凸帯のなぞり整形もややだれている｡色調は

白っぽいものが多く､赤褐色のものは少ない｡遺跡全

体に亙って散布しており､周辺に古墳虻のあった可能

性も否定できない｡

奈良 ◎平安時代の遺物 (第114図1-13､15､16)

1､2は土師器杯､10は土師器聾､3ほ灰紬陶漁皿､

4は底部全面回転-ラ削りの須恵器杯､5ほ底部周辺

-ラ削りの須恵器杯､6-8は回転系切後未調整の須

恵器杯､9ほ高台付の瓶である｡15､16は布目瓦､ll

-13は土錘である｡

申⑳近世の遺物 (第114図17-45､第115-125図)

かわらけ 第114図21-45はかわらげで､21-36は中

世､37-45は近世の所産で､近世のかわらげは､大き

さが4段階に分類できる｡中世のかわらげは底部およ
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第114図 グリッド出土遺物 (2)
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第115図 グリッド出土遺物 (3)



第116図 グリッド出土遺物 (4)
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第117図 グリッド出土遺物 (5)
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第118図 グリッド出土遺物 (6)
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第119図 グリッド出土遺物 (7)
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第120図 グリッド出土遺物 (8)
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第121図グリッド出土遺物(9)
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千十㌦び体部の造りが厚く､器高が高くて､底部

内面を削り出

したり､焼塩成形痕を強く残す特徴がある｡これに対して
､
近世のか わらげは皿状のも のが多く

､
薄くて
､
底部が上げ底状を皇するものが多い｡

青磁第114図17-20は青磁碗で､
中世の遺物である
｡

19
､
20は
､
第 2号地下式境出土第37図 14



第122回 グリッド出土遺物 (10)
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第123図 グリッド出土遺物 (ll)



第124図 グリッド出土遺物 (12)
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第125図 グリッ ド出土遺物 (13)
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グリッド出土遺物観察表 (第 113図-第 122図)

図版 番号 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色 調

残存率 備 考113114 1 石 器 縦 3.9､横 1.5､厚さ0.6cm､重さ2.79g

ナイフ形 黒曜石製2 石 器 縦 1.8､横 1.5､厚さ0.4cm､重さ1.1

8g ナイフ形 黒曜石製345678910ll1213141516 石 器縄 文縄 文縄 文縄 文縄 文縄 文縄 文縄 文縄 文縄 文縄 文縄 文塞 縦 1.4､横 1.3､厚さ0.4cm､重さ0.43g 石鉄 黒曜石製縄文早期後菓 条痕文系土器縄文早期複葉 条痕文系土器縄文早期後葉 条痕文系土器縄文早期複葉 条痕文系土器縄文早期後菓 条痕文系土器縄文早期複葉 条痕文系土器縄文前期 黒浜式土器縄文前期 黒浜式土器縄文中期末葉 加曾利E式土器縄文中期末葉 加曾利E式土器縄文中期末葉 加曾利E式土器縄

文中期末葉 加曾利E式土器SX4古墳時代前期(15.2)(ll.8) (7.9)

4.4(9.0) BCF 良好 浅 黄 樺 色 201718192021 塞i冗藤冗渡冗柿 (1.8)(3.5) ACEABC 普通普通 暗 褐 色赤 褐 色 破破 SJl古墳時代

前期古墳時代前期古墳時代前期古墳時代前期SJ5全面赤彩 古墳時代後期22 柿 (

12.6) (4.9) ABC 良好 赤 褐 色 20 E5G全面赤彩 古墳時代後期23

柿 (10.5)ll.3 (4.3) AB針 良好 赤 褐 色 20 E7G全面赤彩 古墳時代後期242526272829303132333435361 高 杯埴 輪埴 輪埴 輪埴 輪埴 輪埴 輪埴 輪埴 輪埴 輪埴 輪埴 輪埴 輪柿 (6.7)3.7 ABCEAC 普通普通 赤 褐 色にぷい赤褐色 4050 SJ4杯部内面 .外面赤彩 古墳時代後期円筒埴輪 古墳時代後期円筒埴輪 古墳時代後期円筒埴輪 古墳時代後期円筒埴輪 古墳時代後期円筒埴輪 古墳時代後期円筒埴輪 古墳時代後期円筒埴輪 古墳時代

後期円筒埴輪 古墳時代後期円筒埴輪 古墳時代後期円筒埴輪 古墳時代後期円筒埴輪 古

墳時代後期円筒埴輪 古墳時代後期瓦敷上遺構2 j不 (16.5) (3.8

) ABCD 普通 明 赤 褐 色 破 SK1133 皿 (15.0)(15.2) (2.8) A 良好 灰 色 破 E5G灰粕陶器4 柿 (0

.8) ABCE針 普通 青 灰 色 破 SJ5須恵器 南比企産 内面にヘラ書きあり

5 柿 3.5 (10.0) ABCE 普 通 灰 白 色

20 G5.Pl須恵器 南比企産6 柿 (ll.9) 3.5 (5.3) A

E 良好 青 灰 色 30 SK113須恵器7 柿 ll.3 4.5

5.7 ACE 良好 灰 色 70 SZ1須恵器8

柿 (12.3)(15.0) 3.6 4.8 AE

良好 灰 色 30 SX2須恵器9 瓶 (8.0) (

7.0).O､孔子 ABC 良好 灰 白 色 破 SZl須恵器10 嚢 (4.7) ABCF針 普 通 赤 褐 色 破 SZ1ll 土 錘 残存長4.5､幅2 0.5



川越城跡

図版 番号 材 質 器 種 法 量 (cm) 形 状 文 様
産 地 備 考a b

C a 外 面 内 面114115 17 磁 器 青 磁 碗 (6.5) (4.4) (4.1) 浅丸形小高台 草花文 二重網目文丸

文楼閣山水文 龍泉窯 E6G13C後～14C前18 磁 器

青 磁 碗 (3.6) 龍泉窯 D5GB2類 14C19 磁 器 青 磁 碗 (2.6) 龍泉窯 B区17aB4類 16C前

20 磁 器 青 磁 碗 (1.9) 龍泉窯

B区17bB4類 16C前21 土 器 かわらけ 2.2

在地系 F4G22 土 器 かわらけ 7.7 3.

0 4.5 在地系 E5G23 土 器 かわらけ (7.

7) 1.9 5.6 在地系 G3G24 土 器 かわら

け (6.9) 2.1 (4.3) 在地系 F4G25 土 器 かわらけ (9.6) 3.5 (5.2) 在地系

F4G26 土 器 かわらけ (10.5) 3.2 5.4

在地系 F4G27 土 器 かわらけ (10.9) 3.2

5.7 在地系 E7G28 土 器 かわらけ (ll.9) 3.2

(5.3) 在地系 D5G29 土 器 かわらけ (ll.4) 2.8 6.3 在地系 E7G

30 土 器 かわらけ (ll.2)(ll.9) 3.2 6.2

在地系 D7G31 土 器 かわらけ (1.7) 6

.3 在地系 E6G32 土 器 かわらけ 3.4

6.3 在地系 E5G33 土 器 かわらけ (13.0)

3.4 (6.4) 在地系 F3G34 土 器 かわらけ 12.9 3.9 6.8 在地系 SJ2.5

35 土 器 かわらけ (13.4) 3.6 6.4 在地系

F3G36 土 器 かわらけ (12.6) 3.4 (7.0)

在地系 SJ537 土 器 かわらけ (5.9) 1

.3 2.9 在地系 E6G38 土 器 かわらけ

6.9 1.2 3.7 在地系 E6G39 土 器 かわらけ (6.7) 1.4 (3.4) 在地系 E6G

40 土 器 かわらけ (9.8) 2.3 (5.6) 在地系 E5G

41 土 器 かわらけ (10.1) 2.1 5.8

在地系 E5G42 土 器 かわらけ 10.8 2.1

5.9 在地系 E6G43 土 器 かわらけ ll.1 1.8 6.1

在地系 E5G44 土 器 かわらけ (ll.6) 2.3

(6.3) 在地系 E6G45 土 器 かわらけ

(10.5) 2.0 (5.0) 在地系肥前系 表面採集1 磁 器 紅 猪 口 5.8 1.8 2.0 E6G1780-2 磁 器 紅 猪 口 6.4 2.6 3.2 浅 丸 形 東屋山水文 E6G

3 磁 器 小 碗 6.5 3.5 3.04.0(4.7)

丸 形 喋草花文 肥前系 表面採集4 磁 器 小 碗 (8.4) (2.6)

丸 形 雨降り文 肥前系 表面採集5 磁 器 中

碗 10.6 6.1 丸 形 草花文 肥前系 E6G67 磁 器磁 器 中 碗

中 碗 (10.0)(7.6) (4.6)(2.1) 丸 形腰 張 形 二重網目文仙芝

祝寿文折松葉文 肥前系肥前系肥前系瀬戸美濃 E6G18C後E6

G色絵8 磁 器 猪 口 4.8 (4.4) E6G9 磁 器

中 碗 (9.4) 4.5 (3.2) 端 反 形 E7G10 磁 器

中 碗 10.0 5.7 (4.0) 丸 形腰 張 形 E5G18C｢大

明年製｣口紅ll 陶 器 蓋 4.0 1.6 1.5 B区No.9

12 陶 器 中 碗 (ll.6)(ll.4) 6.6

(5.2) E6G17C後 腰錯茶碗13 陶 器 中 碗 (

4.6) 5.34.4(6.4) 腰 張 形 京焼風 E6G17C後14

陶 器 中 碗 (5.0) 天 日 形 瀬戸美濃 表面採集 17C前



図版 番号 材 質 器 種 法 量 (cm) 形 状 文 様
産 地 備 考a b

C d 外 面 内 面115116117118 23 陶 器 小 (ll.0) 3.0 (6.4) 7.12.0cm 丸 形 唐草文唐草文 見込玉弁花内面草文見込桐堰弾き連続文蘭竹文

草花文馬ノ目(6) 瀬戸美濃 E6G長石寒由242526 磁 器磁 器陶 器 小 JHL/)､ 皿小 皿 (10.0)9.6(10.8) 1.92.32.2 (6.0)6.3(7.2) 丸形底広丸形底広

丸 形 肥 前瀬戸美濃 E6GE5GE7G志野織部 鉄絵文皿27 陶 器 /J､ 皿 (1

2.8)(ll.0) 3.3 7.2 菊 花 形 瀬戸美濃 E5G

17C後28 陶 器 中 皿 2.6 6.6 変 形 瀬戸美濃 E

5G擦絵 御深井粕29 陶 器 小 JHL 2.0 (4.4) 丸 形 信 楽 E7G19C前 見込櫛 冒

30 陶 器 小 皿 (10.2) 3.7 (4.7) 丸形底狭油溝半月状胴 丸 形

唐 津 C区 見込蛇の目寒由剥 ぎ1 陶 器 中 皿 20.4 4.9

(9.6)(7.1) 瀬戸美濃 E7G18C後 蛇の

目高台2 陶 器 大 瓶 4.0(10.6) (5.0

) 瀬戸美濃 E6G3 陶 器 中 瓶

(6.7) 瀬戸美濃在地系 E7G4 陶 器

/J､ 壷 (7.3) (5.4) D5G5

陶 器 灯明受皿 2.2 4.2 表面採集6 土 器 灯明受皿 10.3 9.9 9.9 B区Ⅵ層上 台

付7 土 器 婁皿し 7.9 2.0 7.2 在地系 E6G8 土 器 蓋 (7.6) 1.9 (6.9) 在地系

E6G9 陶 器 塞 (10.1) 1.0 (9.8) 在地系 E7G10 土 器 蓋 6.2(2.6)

(20.2) 1.0 5.95.7 在地系 表面採集ll 土 器 塩 焼 壷

(3.0) 在地系 表面採集121

314 土 器土 器土 器 塩 焼 壷塩 焼 壷塩 焼 壷 (3.8)(5.8) 在地系在地系在地系

表面採集B区D5G15 磁 器 人 形 (4.3) (2.5)

4.0(9.0)(12.4) 在地系 E6G16 土 器 釜 (4.6) 在地系 E5G17 土 器 火 鉢 (4.3) 在地系 E6G18 土 器 火 鉢 (3.5) 在地系 B区19 土 器 土 鍋 (27.0) (8.0) 在地系

F4G.P22212345678 妬 器妬 器妬 器陶 器柘 器柘 器妬 器妬 器 大 嚢塞餐小 壷塞塞嚢措 鉢 (32.0)(26.8) (12.5)(5.0)9.6 常 滑常 滑常 滑常 滑常 滑常 滑瀬戸美濃

G3GSJ2北西上層 灰粕表面採集 押印帯E6G灰寒由SJ2北西上層SJ2SJ2北西上層G5G.P29 妬 器 捨 鉢 (25.2)残存長 (5.2) 瀬戸美濃 SJ2北西10 柘 器 捨 鉢

(8.6) 瀬戸美濃 E7Gll 柘 器 捨 鉢 (6.0 ) 瀬戸美濃 E7G

12 妬 器 措 鉢 (4.9) 瀬戸美濃 E6G13

14151617 柘 器柘 器柘 器柘 器柘 器 捨 鉢措 鉢措 鉢捨 鉢措 鉢 (5.0)(6.7)(9.0)(10.5) 瀬

戸美濃在地
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法 量 (cm)

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

3

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

石

石

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

硯

硯

硯

硯

硯

白 碁 石

黒 碁 石

黒 碁 石

黒 碁 石

捨鉢製円盤

石製円盤

石製円盤

石製円盤

石製円盤

石 臼

石 臼

石 臼

石 臼

石 臼

板 碑

板 碑

板 碑

板 碑

板 碑

板 碑

板 碑

板 碑

板 碑

板 碑

板 碑

板 碑

板 碑

煙管雁首

煙管雁首

煙管雁首

煙管雁首

煙管雁首

煙管雁首

煙管雁首

煙管雁首

煙管雁首

煙管雁首

煙管雁首

煙管雁首

煙管雁首

煙管雁首

煙管吸口

煙管吸口

煙管吸口

残存長 10.0､幅5.4､厚さ1.4cm

残存長3.2､幅5.3､厚さ0.6cm

残存長4.9､幅4.9､厚さ1.0cm

残存長4.4､幅4.2､厚さ0.8cm

残存長2.1､幅2.6､厚さ0.3cm

直径 1.7､厚さ0.5cm

直径2.2､厚さ0.4cm

直径2.2､厚さ0.5cm

長径 2.2､短径 2.0､厚さ0.7cm

長径 5.6､短径 5.3､厚さ1.2cm

直径4.7､厚さ0.7cm

長径 4.7､短径4.4､厚さ0.9cm

長径 3.3､短径 3.0､厚さ0.5cm

長径 3.0､短径 2.7､厚さ0.8cm

残存長 12.5､

残存長 10.7､

残存長 12.3､

残存長 10.2､

残存長22.8､

残存長22.9､

残存長22.4､

残存長 10.0､

残存長7.6､

残存長 17.3､

残存長 10.3､

残存長22.5､

残存長 10.2､

残存長 11.4､

残存長20.5､

残存長68.3､

高5.5cm

高5.3cm

高 15.1cm

高8.8cm

高 13.5cm

幅24.0､厚さ2.3cm

幅 12.0､厚さ2.1cm

幅8.1､厚さ1.0cm

幅5.0､厚さ1.1cm

幅 15.5､厚さ2.5cm

幅9.5､厚さ2.1cm

幅 10.9､厚さ2.6cm

幅9.1､厚さ1.7cm

幅7.2､厚さ1.8cm

幅21.5厚さ2.0cm

幅21.0､厚さ3.3cm

残存長 18.5､幅 10.3､厚さ2.1cm

残存長9.8､幅 10.0､厚さ2.0cm

火皿径 1.8､現存長4.5cm

火皿径 1.5､現存長5.7cm

火皿径 1.9､現存長2.9cm

火皿径 1.6､現存長3.4cm

火皿径 1.7､現存長2.3cm

現存長4.0cm

火皿径 1.6､現存長2.2cm

火皿径 1.5cm

火皿径 1.5cm

火皿径 1.7cm

火皿径 1.8､厚さ0.7cm

径0.9､現存長6.6cm

径 0.9､現存長6.8cm

径 1.2cm､現存長 1.9cm

径0.9､長さ8.1cm

径 0.8､現存長6.7cm

径 0.9､現存長6.1cm

･L.::
I..):
...::...:･
･..･.:
.L:l
･..,.:1.
I..I.1:
:]''J.

E

E

E

E

E

E

E

B

｢奉行 洋｣

｢妙阿弥陀悌 文明二年

(1470)十月甘三日｣

｢深入禅定

永正二年(1505)｣
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法 量 (cm )

煙管吸口

煙管吸口

煙管吸口

煙管吸口

煙管吸口

頭 巻 釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

小 柄

算

吊 金 具

鉄 砲 玉

鉄 砲 玉

小 柄

刀 子

刀 子

短 刀

刀 子

不 明

不 明

火 打 金

不 明

毛 抜 き

鉄 鉱

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

鍵

不 明

不 明

鉱 ?

角 釘

合 釘

径0.8､現存長3.9cm

径0.9､現存長2.8cm

径 1.2､長さ5.4cm

径 1.0､現存長5.5cm

径0.5､現存長5.3cm

頭幅1.3､現存長 11.4cm

頭幅0.6､長さ7.5cm

頭幅1.4､現存長5.3cm

頭幅1.2､長さ2.7cm

頭幅1.3､現存長3.8cm

頭幅1.2､長さ3.3cm

頭幅0.9､長さ2.3cm

頭幅0.6､長さ2.4cm

頭幅0.6､長さ2.3cm

頭幅0.4､長さ1.6cm

頭幅0.9､現存長1.6cm

頭幅 0.6､長さ1.1cm

頭幅0.7､長さ2.0cm

現存長4.9cm

現存長3.5cm

現存長3.3cm

現存長2.7cm

現存長2.6cm

幅1.3､現存長7.3､厚さ0.4cm

幅0.6､現存長5.0cm

断面径0.2､現存長2.9cm

径 1.2cm

径 1.3cm

現存長17.2､幅0.9､厚さ0.2cm

現存長5.4､刀幅1.2､背幅0.3cm

現存長6.7､刀幅1.1､背幅0.3cm

現存長5.5､刀幅2.1､背幅4.0cm

現存長3.2､刀幅1.6､背幅0.3cm

幅1.1､現存長6.1cm

現存長6.8､刀幅1.5､背幅0.3cm

幅7.2､長さ3.6cm

幅0.9､現存長1.7cm

幅1.3､現存長5.3cm

幅1.1､現存長5.3cm

端部幅1.0､長さ4.8cm

端部幅1.0､長さ2.7cm

幅1.3､現存長2.7cm

幅2.1､長さ4.9cm

幅0.6､現存長7.5cm

幅5.8､現存長6.6cm

長さ15.4､幅4.8cm

幅2.3､長さ4.1cm

幅2.8､現存長5.4cm

幅2.6､現存長8.4cm

現存長4.3cm

長さ6.3cm

nKH
β

けnド
β

R
ド

立
日
立
日
立
日
立
口
立
日

脚

脚

脚

脚

脚

刀子茎か ?

刀子茎か ?

銅線の吊手付

刃が鋸上の工具
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川越城跡

法 量 (cm)

瓦 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭 巻 釘

頭幅2.5､長さ18.0cm

頭幅 1.0､長さ7.7cm

頭幅 1.5､現存長6.4cm

頭幅0.8､現存長7.1cm

頭幅 1.1､長さ6.8cm

頭幅 1.7､現存長6.0cm

頭幅1.6､現存長6.1cm

頭幅1.2､現存長5.4cm

頭幅0.8､現存長5.1cm

頭幅 1.0､現存長4.8cm

頭幅 1.1､長さ4.5cm

頭幅1.1､現存長4.8cm

頭幅 1.0､現存長4.3cm

頭幅0.9､現存長4.0cm

頭幅0.8､現存長4.2cm

頭幅1.2､現存長4.5cm

頭幅0.9､現存長3.7cm

頭幅 1.3､現存長3.6cm

頭幅0.9､現存長3.5cm

頭幅0.9､長さ3.5cm

頭幅0.9､長さ3.6cm

頭幅0.8､長さ3.5cm

頭幅0.6､長さ3.4cm

頭幅0.9､長さ3.2cm

頭幅0.7､現存長2.9cm

頭幅 1.1､現存長2.6cm

頭幅0.9､現存長2.9cm

頭幅0.6､長さ2.9cm

頭幅0.6､現存長 1.8cm
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グリッド出土古銭観察表

器 種
法 量 (cm)

備 考

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

古 銭

開元通繁

閑元通質

問元通賓

開元通賓

至道通賓

至和元賓

鷹寧元賓

鷹寧元賓

鷹寧元賓

鷹寧元賓

元豊通賓

元豊通賓

元豊通賓

元豊通賓

元豊通賓

元豊通賓

元豊通賓

元 ?通賓

元符通賓

政和通賓

洪武通賓

洪武通賓

洪武通賓

洪武通賓

洪武通賓

永楽通賓

永楽通賓

永楽通賓

宣徳通賓

富徳通賓

宣徳通賓

寛永通賓

寛永通賓

寛永通賓

寛永通賓

寛永通賓

寛永通賓

寛永通賓

寛永通賓

寛永通賓

寛永通賓

寛永通賓

銭径 23.8､内径20.1､

銭径 24.2､内径 20.5､

銭径 23.8､内径 18.9､

銭径 24.5､内径 20.4､

銭径 24.0､内径 16.3､

銭径 23.7､内径 19.7､

銭径 23.8､内径 20.0､

銭径 23.9､内径 19.9､

銭径 23.8､内径 20.7､

銭径 23.9､内径 20.8､

銭径 23.8､内径 19.0､

銭径 23.7､内径 18.2､

銭径 23.9､内径 18.7､

銭径 24.3､内径 19.0､

銭径 24.3､内径 19.4､

銭径 23.5､内径 19.6､

銭径 23.8､内径 18.4､

銭径 23.7､内径 19.0､

銭径 22.9､内径 18.3､

銭径 24.9､内径 19.9､

銭径 23.4､内径20.0､

銭径 23.0､内径 19.0､

銭径 25.2､内径20.6､

銭径 21.2､内径 17.3､

銭径 22.2､内径 19.2､

銭径 24.2､内径 21.3､

銭径 24.9､内径21.1､

銭厚 1.12mm､量目2.12g

銭厚 1.23mm､量目1.57g

銭厚 1.45mm､量目3.06g

量目1.96g

銭厚 1.51mm､

銭厚 1.31mm､

銭厚 1.12m､

銭厚 1.40mm､

銭厚 1.70mm､

銭厚 1.21mm､

銭厚 1.35mm､

銭厚 1.50mm､

銭厚 1.25ⅠⅧ､

銭厚 1.08mm､

銭厚 1.20mm､

銭厚 1.60mm､

量目1.16g

銭厚 1.45mm､

銭厚 1.49mm､

銭厚 1.45mm､

銭厚 1.99ⅠⅧ､

銭厚 1.85m皿､

銭厚 1.90mm､

銭厚 1.55mm､

銭厚 1.59mm､

銭厚 1.40mm､

銭厚 1.30m､

量目2.70g

量目2.17g

量目2.43g

量目2.25g

量目2.80g

量目2.41g

量目2.93g

量目2.97g

量目2.56g

量目2.01g

量目2.38g

量目1.80g

量目2.08g

量目2.57g

量目2.85g

量目2.08g

量目1.99g

量目1.54g

量目2.04g

量目1.llg

量目1.74g

量目2.log

銭厚 1.80mm､量目1.33g

銭径 25.3､内径21.0､銭厚 1.40mm､量目2.35g

銭径 25.4､内径 21.8､銭厚 1.30mm､量目2.33g

銭厚 1.60mm､量目1.08g

銭径 24.9､内径20.2､

銭径 24.2､内径 19.9､

銭径 24.7､内径20.3､

銭径 24.1､内径 19.9､

銭径 24.3､内径 20.0､

銭径 25.1､内径 20.3､

銭径 22.2､内径20.0､

銭径 25.2､内径20.0､

銭径 25.9､内径20.7､

銭径 22.0､内径 18.1､

銭径 21.8､内径 18.2､

銭厚 1.15m､

銭厚 1.35mm､

銭厚 1.10mm､

銭厚 1.10m臥

銭厚 1.70mm

銭厚 1.29mm､

量目2.71g

量目3.01g

量目1.96g

量目1.75g

量目2.43g

量目2.79g

量目1.03g

銭厚 1.40m臥 量目2.86g

銭厚 1.25mm､量目3.15g

銭厚 1.40mm､量目1.87g

銭厚 0.85mm､量目1.28g

唐 621年

唐 621年

唐 621年

唐 621年

北宋 995年

北宋 1054年

北宋 1068年

北宋 1068年

北宋 1068年 家書

北宋 1068年 家書

北宋 1072年

北宋 1072年

北宋 1072年

北宋 1072年

北宋 1072年

北宋 1072年

北宋 1072年

北宋 1086年

北宋 1098年

北宋 1111年

明 1368年

明 1368年

明 1368年

明 1368年

明 1368年

明 1408年

明 1408年

明 1408年

明 1433年

明 1433年

明 1433年

古 1636-1656年

古 1636-1656年

古 1636-1656年

古 1636-1656年

古 1636-1656年

古 1636-1656年

文銭 1668年

新 1673-1741年

新 1673-1741年

新 1673-1741年
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川越城跡

グリッド出土瓦観察表

図版 番号 遺 構 種 類 瓦当径 瓦当厚 全長 全幅 高さ 厚み

胎 土 色調 備 考123124125 1 E6 軒 丸 瓦 14.5 (2.5) - - - 1.7

やや砂質 暗灰 連珠三巴石巻16珠/圏線明瞭2 E6 軒 丸 瓦 15.8 2.5 - -

- - 精 良 黒灰 連珠三巴石巻16珠/圏線明瞭/離れ砂付着3 E6 軒 丸 瓦 (17.5) 2.9 - - - - やや砂質 暗灰 連珠三巴左巻/圏線明瞭

4 E6 軒 丸 瓦 - - - - - 1.9 精 良 灰 連珠三巴石巻

/圏線明瞭/瓦当箔に木目5 SD7 軒 丸 瓦 (15.0) 2.9 - - - - 砂 質

暗灰 連珠三巴石巻/圏線明瞭6 E6 軒 丸 瓦 ll.0 1.7 - - 5.4 1.

7 やや砂質 灰 連珠三巴右巻12珠/圏線明瞭/釘孔7 E5 軒 丸 瓦

ll.3 2.0 - ll.4 5.8 1.9 やや砂質 暗灰 連珠三巴左巻16珠/釘孔8 E

6 軒 丸 瓦 - 2.1 - - - - 砂 質 黒灰 連珠三巴左巻/断面黄灰9 E6 軒 丸 瓦 (ll.0) 2.0 - - - - やや砂質 暗灰 連珠三巴石巻(12珠)/圏線明瞭/接合部刻み目

10 SD6 隅軒丸瓦 (10.3) (2.9) - - - (2.4) やや砂質 黄灰 連珠三巴石巻1

6珠/圏線明瞭/離れ砂付着ll E6 軒 丸 瓦 10.8 2.2 - - - - やや砂質 黄灰

連珠三巴右巻/被熟により一部栓灰12 SB6.P2 軒 丸 瓦 10.5 1.8 - -

- (2.0) やや砂質 暗灰 連珠三巴石巻16珠/圏線明瞭/接合部かき目13 E6 丸 瓦 - - - (18.6) 7.5 2.6 精 良 暗灰 玉縁

長4.5cm/側縁到り込み/凹面棒状圧痕14 E6 丸 瓦 - - - ll.4 5.0 1.5 精 良 暗灰 凸面端部水切 り溝/凹

面布袋痕刺し縫い1 SK51 軒 平 瓦 - 4.6 29.3 27.0 - 1.8 やや砂質 黄灰 谷

深さ2.8cm/完形2 E6 塀 瓦 - 4.7 - -

- 2.0 やや砂質 暗灰 両辺水切 り溝3 SD5 塀 瓦 - 4.3 - - - 2.1

やや砂質 灰 側辺水切 り溝側辺水切 り溝4 E

6 塀 瓦 - 4.5 - - - 2.2 砂 質 灰自

5 E6 塀 瓦 - 4.8 - - - 2.6 やや砂質 黒灰6

表採 塀 瓦 - 4.8 - - - 2.7 精 良 暗灰7 E6 塀 瓦 - 4.8 - - - - 精 良 暗灰 接合

部刻み目8 E6 塀 瓦 - 4.5 - - - 2.2 やや砂質 黒灰 側辺水切 り

溝両辺水切り溝/側縁執り込み/接合部刻み目9 E6 塀 瓦 - 4.8 - - - 2.7 精 良 暗灰10

SX4 塀 瓦 - 4.5 - (26.3) - 2.2 精 良 黒灰ll E6 塀 瓦 - (4.7) - - - - やや砂質 黄灰 接合部刻み目

/キラコ付着12 E6 塀 瓦 - (4.6) - - -

- やや砂質 暗灰 接合部刻み冒13 表採 軒 平 瓦 -

4.5 - - - 2.2 やや砂質 黄灰 江戸式14 E6 塀 瓦 - 4.8 - -

- 2.3 精 良 暗灰 側辺水切 り溝江戸式/瓦当面刻印 ｢丸に三角｣15 E6 塀 瓦 - 4.8 - - - 2.2 やや砂質 灰自16 E6 軒 平 瓦 - 4.8 - - - 1.8

やや砂質 灰白1 E8.P74 平 瓦 - - 28.9 3

2.2 - 2.5 やや砂質 黒灰 谷深さ3.8cm/釘穴2カ所2 E6 異 斗 瓦 - - - ll.3 - 2.0 やや砂質 黒灰 離れ

砂付着3 E6 異 斗 瓦 - - - ll.3 - 2.0 精 良 黄灰 離れ砂付着

4 E6



第2表 川越城跡 新旧対照表

SD-1 SD-1

SD-2 SD

-2SD-3 SD

-1上層SD-4

SD-19SD

-5 SD-8SD-6 SD-9.18

SD-7 SD-2

0SD-8 S

D-21SD-9

SD-3SD-10 S

D-7SD-ll D.E区 SD-4

SD-12 SD-5

SD-13 SD-6

SD-14 SD-

16SD-15 S

D-14SD-16

SD-15SD-17

SD-22SD-18

SD-17SD-19

A .B区 SD-4SD

-20 SD-23SD-21 12次 SD-1

SD-22 12次 SD-2

SD-23 12次 S

D-3SD-24 12次 S

D-4SD-25 12次 SD-5

SD-26 12次

SD-6新香 旧番

SL-1

SX-2SL-2 B区SK-1

.3.SX-1SL-3

A区SX-1SL-4 12次地下

式坑新香 旧番

SZ-1 SD-5

SZ-2 SD-9

SZ-3 12次 堀

SZ-4 SE

-1 SE1-1D-5.SK-5SE-2 SE1-2

SE-3 B区

SE-2SE-4 B区

SE-3SE-5 SE

1-3SE-6 A区 S

E-3SE-7 SE2-2E-6

.SK-22SE-8

SE-4SE-9 SE-5

SE-10 12次 SE-1

SE-ll 12次 SE

-2SE-12 12次

SK-15新香

旧番SX-1 EG.SK-8

SX-2 EG.SK-9

SX-3 EG.SK-10.ll

SX-4



川越城跡

第3表 JI随星城跡 土塀新旧対照表

新 香 旧 番

SK-1 D-5 SK

-1SK-2 D-5

SK-2SK-

3 D-5SK-4

D-5 SK-4SK-5 D-5 SK-

6SK-6

D-5SK-7 D-

5SK-8 D-5 S

K-7SK-9 D-5

SK-8SK-10 D-

5 SK-9SK-ll D

-5 SK-10SK-12

D-5 SK-llSK-13 E-5 SK-1

SK-14 E-5 SK-2

SK-15 E-5 SK

-3SK-16 E-5

SK-4SK-17 E

- 5 SK-5SK-18

E-5 SK-6SK-19

E-5 SK-7SK-20

E-5 SK-15SK-

21 E-5 SK-16SK-22 E-5 SK-17

SK-23 E-

5 SK-18SK-24 E-5 SK

-58SK-25 E- 5 SK-60

SK-26 E

-5SK-27 E-5

SK-28 E-5SK

-29 E-5SK-30

E-5SK-31 E

-5SK-32 E-6 S

K-12SK-33 E-

6 SK-19SK-34

E-6 SK-20SK-35

E-6 SK-23SK-

36 E-6 SK-24SK-37 E-6 SK-25

SK-38 E-6 SK-2

6SK-39 E-6 SK

-48SK-40

E-6 SK-50SK-41

E-6 SK-52SK-42 E-6 SK-53

SK-43 E-6 SK-54

SK-44 E-6 新

香 旧 番SK-45 E

-5.6SK-46 F-

6 SK-49SK-47

D-7 SK-5SK-48

D-7 SK-45SK-4

9 D-7 SK-47SK-50 E-7 SK-13

SK-51 E-7 SK-14

SK-52 E-7 SK-

29SK-53 E-7 S

K-30SK-54 E-

7 SK-31SK-55

E-7 SK-35SK-56

E- 7 SK-36SK-57 E- 7 SK-

37SK-58 E- 7 S

K-38SK-59 E-

7 SK-44SK-60

E- 7 SK-41SK-61

E-7 SK-40SK-

62 E-7 SK-42SK-63 E-7 SK-43

SK-64 D-8 SK-8

9SK-65 D-8

SK-66 E-8 SK-32

SK-67 E-8 SK-

33SK-68 E-8 S

K-34SK-69 E-

8 SK-55SK-70 E-8 SK-59

SK-71 E-8 SK-62

SK-72 E-8 SK-

64SK-73 E-8 SK-

65SK-74 E-8 S

K-66SK-75 E-8 S

K-67SK-76 E-

8 SK-68SK-77

E-8 SK-81SK-78 E-8 SK-82

SK-79 E-8 SK-8

3SK-80 E-8

SK-81 D-9 SK-87

SK-82 E-9 SK-

45SK-83 E-8.

9 SK-56SK-84

E-9 SK-57SK-85

E-8.9 SK-69SK-86 E-9 SK-70

SK-87 E-9 SK-7

1SK-88 E-9 SK

-72-191- 新

香 旧 番SK-89 E-9

SK-73SK-90 E-

9 SK-74SK-91 E-9 SK-7

5SK-92 E-9 SK

-76SK-93 E-9

SK-77SK-94 E

-9 SK-79SK-95

E-9 SK-80SK-9

6 A-10 SK-6SK-97 A-10 SK-7

SK-98 B-10 SK-8

SK-99 B-10 SK

-9SK-100 B-10

SK-101 E-10 SK

-88SK-102 E-7

SK-27E-8 SK-2

8E-7.8 SK-84

SK-103 12次 SK-1

SK-104 12次 SK-

2SK-105 12次 SK

-3SK-106 12次 S

K-4SK-107 12次

SK-5SK-108 12

次 SK-6SK-109 1

2次 SK-7SK-110

12次 SK-8SK-111

12次 SK-9SK-112

12次 SK-10SK-1

13 12次 SK-28SK-114 12次 SK-



第 4表 川越城跡住居跡一覧表

番号 位 置 長径(m) 短径(m) 深さ(cm) カ マ ド 主 軸

方 向 備 考1 H.Ⅰ-4 4.50 0.98 2

5 - - SK1052 G-3 5.18 5.18 17 北壁中央部やや東 N-60-W S

J4.5.6SK111.112.129SE33 G-4.5

5.48 (3.00) 6 北壁 N-lo o -W4 G-3

(2.26) (1.18) 37 東壁 2基 - SJ2.9SZ35 F.G-3 (3

.55) 3.10 53 北壁中央部やや東 N-80-E SJ2.6.8.9SZ36 F.G-3 3.40 2.50 43 北壁東コーナー寄り N

-200- E SJ2.5SK116.1177 F-3 (4.00) (1

.10) 35 - - SD258 F.G-3 4.25 (1.40) 29 東壁

N-870 - E SJ5SD269 G-3 (0.90) (0.70) 18 - -

SJ4.5SZ3第 5表 川越城跡掘立柱建物跡一

覧表番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)SB-1P-1 E-6 0.42 0.

40 0.21SB-1P-2 E-6 0.3

6 0.31 0.22SB-1P-3 E-5

0.42 0.36 0.67SB-1p-4

E-5 0.38 0.36 0.17SB-1p-5 E-5 0.29 0.29 0.65

SB-1p-6 E-5 0.50 0.46 0

.73SB-1p-7 D.E-5 0.50

0.36 0.31SB-1p-8 D-5 0

.44 0.40 0.76SB-1p-9 E-5

0.21 0.17 0.19SB-1p-1

0 E-5 0.28 0.23 0.55SB-2P-1 E- 7 0.46 0.46 0.56

SB-2P-2 E-7 0.51 0.47

0.71SB-2P-3 E- 7 (0.48)

0.50 0.49SB-2p-4 E-6

0.70 0.42 0.88SB-2p-5

E-6 0.56 0.46 1.02SB-2p-6 E-6 0.48 (0.44) 0.71

SB-2p-7 E-6 0.48 0.48 0

.64SB-2p-8 E-6 0.60 0.48

0.45SB-2p-9 E-6 0.54 0

.46 0.44SB-2p-10 E-6 0.66

0.64 0.87SB-2p-ll E-6 0

.48 0.45 0.51SB-2p-12 E

-6 0.45 0.37 0.09SB-2p-

13 E-6 0.94 0.74 0.58SB-2p-14 E-6 0.59 (0.48)

0.47SB-2p-15 E-6 0.48 0

.43 0.76SB-2p-16 D.E-7

0.42 (0.30) 0.62SB-2p-17 D-7 0.45 0.40 0.59

SB-2p-18 D-7 0.50 0.45

0.84SB-2p-19 E- 7 0.40 0.

35 0.37SB-2p-20 E- 7 0.

60 0.58 0.99SB-2p-21

E-6 0.90 0.46 0.75SB-2p-22 E-6 0.74 0.49 0

.50SB-3P-1 E- 7 0.70 0.

54 0.61SB-3P-2 E-7 0.58

0.41 0.65SB-3P-3 E- 7

0.61 0.57 0.64SB-3p-4 E-6

0.68 0.49 0.88SB-3p-5

E-6 (0.57) 0.55 0.85SB-3

p-6 E-6 0.64 0.49 0.81SB-3p-7 E-6 0.53 0.52 0.53

番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ(m)

SB-3p-8 E-6 0.58 0.54 0

.49SB-3p-9 E-6 0.60 0.

53 0.95SB-3p-10 E-6 0.47

0.41 0.18SB-3p-ll E-6

0.53 0.53 0.57SB-3p-12 E

-6 0.58 (0.24) 0.55SB-3p-13 E-6 0.78 0.51 0.76

SB-3p-14 E-6 0.58 (0.48

) 0.81SB-3p-15 E-7 (0.

52) 0,50 0.55SB-3p-16 D.

E-7 0.58 0.48 0.46SB-3p-1

7 D-7 0.76 0.58 0.81SB-3p-18 E- 7 0.45 0.38 0.15

SB-4P-1 D-7 0.56 0.53 0.60

SB-4P-2 E- 7 (0.57) (0.52) 0

.53SB-4P-3 E- 7 0.67 0.55

0.50SB-4p-4 E-7 0.51

(0.46) 0.33SB-4p-5 E-7

.8 0.57 0.53 0.34SB-4p-6 E-7 0.48 0.38 0.72

SB-4p-7 E- 7 0.86 0.77 0

.34SB-4p-8 E- 7 0.49 0.

43 0.23SB-4p-9 E- 7 0.75

(0.62) 0.24SB-4p-10 E- 7 0

.49 (0.30) 0.42SB-4p-ll E- 7

0.49 (0.46) 0.22SB-4p-

12 E- 7 0.43 0.40 0.44SB-4p-13 D-7 (0.46) (0.28)

0.45SB-4p-14 D-7 (0.50) (0



川越城跡

番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)SB-5p-15 E-8 0.63 0.

48 0.64SB-5p-16 D-8 0.6

4 0.58 0.53SB-5p-17 D-8

0.54 0.54 0.52SB-5p-18

D-8 0.54 0.49 0.53SB-5p-19 D-8 0.41 0.37 0.63

SB-5p-20 D-8 0.47 0.42

0.26SB-5p-21 D-8 0.60

0.43 0.24SB-6P-1 E-9

0.39 0.35 0.23SB-6P-2

E-9 0.74 0.50 0.36SB-6P-3 E-9 0.43 0.42 0.40

SB-6p-4 E-9 0.62 0.53

0.21SB-6p-5 E-9 0.54 0

.45 0.29SB-6p-6 E-9 0.

38 0.26 0.26SB-7P-1 E-

9 0.51 0.42 0.16SB-7P-

2 E-9 0.38 0.32 0.06SB-7P-3 E-9 0.37 0.35 0.

16SB-7p-4 E-9 0.33 0.

31 0.04SB-7p-5 E-9 0.49 0.44 0.3

1SB-7p-6 E-9 0.48 0.48

0.21SB-7p-7 E-9 0.48 0

.46 0.14第6表 川越城跡柵列跡一覧表番

号 位 置 長径(m)短径(m)深さ(m)SA-1P-1 E-5 0.37 (0.36) 0.

42SA-1P-2 E-5 0.68 0.3

5 0.29SA-1P-3 E-5 0.38

0.31 0.21SA-1p-4 E-5

0.38 (0.31) 0.26SA-1p-5 E-6 0.56 (0.39) 0.38

SA-1p-6 E-6 0.43 0.33

0.55SA-1p-7 E-6 0.21 0

.21 0.53SA-2p-l D-8 0.

53 0.46 0.56SA-2P-2 D-

8 0.61 0.52 0.44SA-2P-

3 D-8 0.55 0.50 0.39SA-2p-4 D-8 0.52 0.51 0.54

SA-2p-5 D-9 0.70 0.62 0

.65SA-2p-6 D-9 0.80 0.80

0.54SA-2p-7 D-9 0.55 0

.54 0.76SA-2p-8 D-9 0.69

0.56 0.85SA-3P-1 E-7

0.45 0.40 0.65SA-3P-2

E- 7 (0.32) 0.24 0.34SA-3P-3 E- 7 0.25 (0.14)

0.37SA-3p-4 E- 7 0.54 (

0.48) 0.70SA-3p-5 D-7

0.50 (0.37) 0.68SA-4P-1 E-8 0.46 (0.35) 0.

38SA-4P-2 E-8 0.55 0.4

1 0.43SA-4P-3 E-8 0.35

0.30 0.58SA-4p-4 E-8

0.38 0.37 0.30SA-4p-5 D

-8 0.34 0.32 0.39SA-4p-

6 D-8 0.34 0.33 0.38SA-4p-7 D-8 0.46 0.36 0.23

SA-5P-1 E-8 0.66 0.54 0.40 番 号 位 置 長径(m)短径(m)

深さ(m)SB-7p-8 E-9 0.48

0.37 0.34SB-7p-9 E-9

0.60 0.41 0.14SB-7p-10

E-9 0.72 0.46 0.38SB-7p-ll E-9 0.37 0.33 0.

34SB-7p-12 E-9 0.48 0.44 0.

25SB-8P-1 C-8 0.50 (0.3

3) 0.41SB-8P-2 D-8 0.49 0.

42 0.46SB-8P-3 D-8 0.52

0.52 0.18SB-8p-4 D-8 0

.38 0.36 0.15SB-8p-5

D-8 0.49 0.36 0.26SB-8p-

6 D-8 0.50 0.49 0.31SB-8p-7 D-8 0.44 0.41 0.30

SB-8p-8 D-8 0.38 0.38

0.02SB-8p-9 D-8 0.44

0.40 0.19SB-9P-1 B-10.l

l (0.70) 0.56 0.78SB-9P-

2 B-10 0.56 0.48 0.80SB-9P-3 B-10 (0.63) (0.28) 0.

62SB-9p-4 B-10 (0.64)

0.46 0.68SB-9p-5 A-10

0.46 0.43 0.65番 号 位 置 長

径(m)短径(m)深さ(m)SA-5P-2 E-8 (0.54) (0.38) 0.12

SA-5P-3 E-8 0.84 0.43

0.55SA-5p-4 E-8 (0.80)

0.57 0.68SA-5p-5 E-8

0.63 0.52 0.74SA-6P-1

E-8 0.28 0.24 0.19SA-6P-2 E-8 0.39 0.39 0.32

SA-6P-3 D.E-8 0.46 0.40

0.08SA-6p-4 D-8 0.30 (

0.26) 0.21SA-7P-1 E-9 (0

.24) (0.12) 0.03SA-7P-2

E-9 0.62 0.50 0.65SA-7P-3 E-9 0.40 0.28 0.31

SA-7p-4 E-9 0.48 0.39 0.

56SA-7p-5 E-9 0.46 0.42 0.3



第 7表 川越城跡竪穴状遺構一覧表

番 号 位 置 長径(m) 短径(m)深さ

(m)SⅠ-1 D-5 (0.70) (0.5

3) 0.79SI-2 D-5 (0.82)

(0.78) 0.31SⅠ-3 D-5 (2

.02) (0.66) 0.48SI-4 E-

6 (1.92) (1.18) 0.29SI-5 B-10 2.66

(1.72) 0.64第 8表 川越城跡地下

式墳跡一覧表番 号 位 置 長径(m)短径(m

)深さ(m)SL-1 D-7.8 4

.00 1.70 2.07SL-2 D-7

3.20 2.56 0.77SL-3 F-7 (0.80) (0

.73) 1.27SL-4 F.G-4

2.30 1.87 1.21第 9表 川越城跡土

壌一覧表番 号 位 置 長径(m) 短径(m)深

さ(m)SK-1 D-5 (0.41) (0.

22) 0.45SK-2 D-5 (0.44)

(0.37) 0.22SK-3 D-

5 (0.54) (0.40) 0.30SK-4 D-5 (0.42) (0.38)

0.18SK-5 D-5 0.78

0.57 0.44SK-6 D-5 (0

.63) 0.46 0.08SK-7 D

-5 0.64 0.42 0.53SK-8

D-5 0.48 0.42 0.30SK-9 D-5 (0.54) 0.56 0.0

7SK-10 D-5 1.01 0.90 0.

20SK-ll D-5 1.00 (0.

58) 0.15SK-12 D-5 0.

43 (0.35) 0.28SK-13 E-

5 0.64 0.52 0.35SK-14 E-5 (0.60) (0.28) 0

.70SK-15 E-5 0.65 0.56

0.26SK-16 E-5 0.40 0

.29 0.08SK-17 E-5 (0

.48) 0.30 0.16SK-18

E-5 0.98 0.83 0.28SK

-19 E-5 1.15 0.68 0.14SK-20 E-5 0.78 (0.60)

0.28SK-21 E-5 0.59 (

0.57) 0.07SK-22 E-5 0.

65 0.45 0.18SK-23 E-5 0

.59 0.35 0.39SK-24 E

-5 0.92 0.68 0.31SK-25 E-5 (1.06) (0.66)

0.26SK-26 E-5 1.16 0

.94 0.38SK-27 E-5 2.

52 1.77 0.43SK-28 E-5 0

.97 (0.51) 0.38SK-29 E-5 (2.18) (1.02) 0.26

SK-30 E-5 1.26 0.95

0.17SK-31 E-5 1.88 1

.59 0.40SK-32 E-6 1.

42 1.05 0.32SK-33 E-

6 1.68 1.66 0.64SK-34

E-6 1.05 0.94 0.23SK-35 E-6 (1.29) (0.42) 0.48

SK-36 E-6 (0.79) 0.6

8 0.10SK-37 E-6 (0.92) 0.87 0.32 番 号 位 置 長径(

m)短径(m)深さ(m)SK-38 E-

6 0.88 0.78 1.22SK-39

E-6 0.70 0.57 0.16SK-40 E-6 0.97 0.93 0.34

SK-41 E-6 (1.05) 0.79 0

.24SK-42 E-6 (0.92)

(0.64) 0.24SK-43 E-6

(0.48) 0.45 0.10SK-44

E-6 0.94 0.83 0.18SK-45 E-5.6 1.02 0.78

0.55SK-46 F-6 0.62 0

.48 0.18SK-47 D-7 0.

60 (0.36) 0.17SK-48

D-7 1.33 (0.92) 0.28SK-49 D-7 (1.60) 0.65 0.33

SK-50 E-7 2.56 (2.08)

0.15SK-51 E-7.8 3.58 2

.12 0.65SK-52 E-7 0.

91 0.76 0.55SK-53 E- 7 4

.15 1.61 0.30SK-54 E-7

3.10 (2.64) 0.18SK-55 E- 7 1.90 1.09 0.22

SK-56 E- 7 1.32 0.66

0.32SK-57 E- 7 2.15 1.

43 0.20SK-58 E-7 0.7

8 0.53 0.14SK-59 E-7 0.

42 0.38 0.26SK-60 E-

7 0.54 (0.36) 0.05SK-61 E-7 (0.95) (0.46) 0.14

SK-62 E- 7 0.72 (0.62)

0.17SK-63 E-7 (1.58)

1.23 0.17SK-64 D-8

0.82 0.66 0.58SK-65 D-8

(1.60) (1.30) 0.18SK-66 E-8 (1.97) 1.18 0.1

5SK-67 E-8 1.92 1.37

0.76SK-68 E-8 0.70 0.6

5 0.90SK-69 E-8 1.20

1.03 1.04SK-70 E-7.8 1

.54 1.37 0.16SK-71 E

-8 1.08 0.80 0.59SK-72 E-8 (1.50) (1.00)

0.12SK-73 E-8 1.70 0.68 0.46



川越城跡

番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)SK-90 E-9 (2.87) (0.9

1) 0.17SK-91 E-9 (1.55

) 1.02 0.20SK-92 E-9

0.82 0.57 0.14SK-93 E-9 1.33 0.83 0.34

SK-94 E-9 1.06 0.82 0

.17SK-95 E- 9 0.61 0.52 0

.20SK-96 A-10 (0.88) (0

.62) 0.39SK-97 A-10 (0.

98) 0.93 0.34SK-98 B-10

(0.69) 0.48 0.17SK-99

B-10 (0.55) (0.52) 0.15SK-100 B-10 1.09 0.95 0.28

SK-101 E-10 0.80 (0.56)

0.18SK-103 H.Ⅰ-4 (1.03)

0.84 0.14SK-104 H.Ⅰ-4 1.1

8 0.58 0.17SK-105 H-4

(0.96) (0.62) 0.13SK-106 Ⅰ-5 (0.70) (0.21) 0.13

SK-107 G-4 0.86 0.82 0.59

SK-log G-4 1.12 (1.10)

0.25SK-109 G-3.4 1.04

(0.62) 0.10SK-110 G-3 (

0.92) (0.40) 0.20SK-111 G-3 1.10 (0.59) 0.33

SK-112 G-3 1.09 (0.76)

0.24SK-113 H-4 0.50

(0.40) 0.14SK-114 G-4

0.78 0.56 0.38SK-115 F

.G-4 1.38 1.35 0.24SK-116

F-3 0.96 0.75 0.20SK-117 F-3 0.91 0.89 0.

36SK-118 F-4 1.16 0.76 0

.52SK-119 F-4 0.84 (0.7

6) 0.48SK-120 F-3 (0.49)

(0.37) 0.21SK-121 F-4

1.93 1.02 0.44SK-122 F-

4 1.28 1.02 0.09SK-123 F-4 (0.52) (0.16) 0.

23SK-124 F-4 1.06 (0.63)

0.19SK-125 F-4 (2.35) (1.14) 0.46

SK-126 F-4 (0.76) 0.68 0

.20SK-127 F-3 (0.74) 0.71

0.34SK-128 F-3 1.00

0.66 0.10SK-129 G-3 0.8

1 0.79 0.18SK-130 E.F-6 1.20 (0.85)

0.16第 13表 川越城跡廃棄遺構一覧表番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ(m)

SX-1 E-5.6 (7.25) (2.15

) 0.68SX-2 E.F-5.6 (7.3

0) 6.50 0.90SX-3 E-6 (4.

70) 1.80 0.70SX-4 D-1

0 (7.00) (2.95) 0.88SX-5 D-10 (2.58) (1.35) 0.37 第 10表 川越城跡井戸跡一覧表番 号 位 置 長径

(m)短径(m)深さ(m)SE-1 D-5

1.06 (0.51) (0.48)SE-2 E-6 0.75 0.70 (1.85)

SE-3 D-7 1.26 (0.69)

(1.43)SE-4 D-7 (1.49) (0.8

0) (1.15)SE-5 D-8 1.14 1.10 (2.40

)SE-6 D-8 1.52 (0.81)

(1.40)SE- 7 E-6 2.48 (1.77

) (2.56)SE-8 C-10 1.25 (0.96) (2.

53)SE-9 C-10 (1.35

) (0.83) 0.92SE-1

0 F-4 1.52 1.47 2.90SE-ll F-4 (1.14) (0

.67) 0.92SE-12 G-3 1.60 1.48 1.64

第 11表 川越城跡堀跡一覧表番 号 位 置

長径(m) 幅(m)SZ-1 B～F-

10 10.59 1.llSZ-2 D

.E-10.llSZ-3 ∫-

7.8SZ-4 F～J-10

第 12表 川越城跡溝跡一覧表番 号 位 置

長径(m) 幅(m)SD-1 D-5

(1.00) 0.56SD-2 E-

5 6.60 0.55SD-3 E

-5.6 10.15 0.57SD-

4 E-5 (5.70) 0.48SD-5 E-5.6F-6.7 24.00 1

.92SD-6 E-6.7 5.60

0.40SD-7 F-6 (1.34

) 0.80SD-8 F-6.7 8.

70 0.32SD-9 D.E-7

15.20 1.04SD-10 E

.F-7 (5.40) 0.72SD-ll



第 14表 川越城跡ピット一覧表

番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)A10-Pl A-10 (0.66 ) (0.3

4) 0.13A10-P2 A-10 (0.28)

(0.19) 0.08A10-P3 A-10

0.55 (0.49) 0.06A10-P4

A-10 0.36 0.36 0.32A10-

P5 A-10 0.ll (0.08) 0.02A10-P6 A-10 (0.13) (0.09)

0.06A10-P7 A-10 0.17 0

.14 0.08A10-P8 A-10 (0

.ll) 0.10 0.07A10-P9 A-

10 0.25 0.16 0.08A10-Plo

A-10 0.28 0.26 0.08A10-Pll A-10 0.63 (0.49) 0.

llA10-P12 A-10 0.29 0.2

5 0.21A10-P13 A-10 0.26

0.21 0.03A10-P14 A-10

0.27 0.19 0.09A10-P15 A-

10 0.20 0.18 0.15A10-P1

6 A-10 0.55 0.47 0.10A10-P17 A-10 (0.15) 0.12 0.

07A10-P18 A-10 0.24 0.22

0.07A10-P19 A-10 (0.17) 0.

13 0.09A10-P20 A-10 0.31

0.16 0.05A10-P21 A-10 (0.1

6) 0.13 0.04A10-P22 A-10

(0.17) (0.15) 0.09A10-P23 A-10 (0.34) (0.15)

0.31B10-Pl B-10 (0.23)

(0.13) 0.16B10-P2 B-10

0.31 (0.27) 0.64B10-P3

B-10 0.34 0.32 0.17B10-P4 B-10 0.68 0.53 0.64

B10-P5 B-10 0.54 (0.39)

0.12B10-P6 B-10 0.48 0.

42 0.51B10-P7 B-10 (0.3

9) 0.24 0.19B10-P8 B-10

0.48 (0.18) 0.27B10-P9

B-10 0.37 0.35 0.17B10-Plo B-10 0.32 0.30 0.34

B10-Pll B-10 0.26 0.26 0.

21B10-P12 B-10 0.41 0.3

3 0.29B10-P13 B-10 0.24

(0.17) 0.63B10-P14 B-1

0 0.25 0.22 0.22B10-P15

B-10 0.34 0.33 0.34B10-P16 B-10 0.71 0.32 0.22

B10-P17 B-10 (0.12) 0.10

0.10B10-P18 B-10 0.16 0.

13 0.09B10-P19 B-10

0.34 0.33 0.10B10-P20 B-10

0.51 0.51 0.05B10-P21 B-10 (0.41) 0.34 0.30

B10-P22 B-10 0.10 0.08

0.25B10-P23 B-10 0.17 0

.13 0.09B10-P24 B-10

0.12 0.ll 0.05B10-P25 B-10 (0.18) (0.10) 0.09

番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ(

m)B10-P26 B-10 0.13

0.13 0.08C8-P1 C-8 (0.36) (0.20)

0.02C8-P2 C-8 0.28 0.2

7 0.04C8-P3 C-8 0.34

0.30 0.10C8-P4 C-8 0.40 0.24 0.04

C9-Pl C-9 0.40 0.22 0.10

C9-P2 C-9 0.16 0.15

0.05C9-P3 C-9 (0.45)

(0.21) 0.57C9-P4 C.D-9

0.30 0.29 0.27C9-P5 C

-9 0.31 0.25 0.41C9-P6 C-9 0.26 0.22 0.16

C9-P7 C-9 0.60 0.40 0.

llC9-P8 C-9 0.37 (0.26)

0.07C9-P9 C.D-9 0.22

0.21 0.58C9-Plo C-9 0.

24 0.24 0.09C9-Pll C-9

0.32 0.30 0.52C9-P12 C-9

(0.80) 0.22 0.09C9-P1

3 C-9 0.23 0.22 0.07C9-P14 C-9 0.39 0.17 0.0

8C9-P15 C-9 0.36 0.28

0.12C9-P16 C.D-9 0.52

0.47 0.73C9-P17 C-9 0

.45 0.44 0.36C9-P18 C-9

0.67 0.54 0.13C9-P19 C-9

0.35 0.23 0.13C9-P20 C-

9 (0.26) 0.17 0.llC9-P2

1 C-9 0.30 0.27 0.17C9-P22 C.D-9 0.36 (0.17) 0.1

2C10-Pl C-10 0.33 (0.25

) 0.10C10-P2 C-10 (0.64)

0.44 0.10C10-P3 C-10 0

.16 0.13 0.08C10-P4 C-1

0 0.14 0.12 0.08C10-P5 C-10



川越城跡

番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)C10-P20 C-10 (0.19) (0.1

7) 0.06C10-P21 C-10 0.2

6 0.25 0.16C10-P22 C-1

0 0.20 0.16 0.04D5-P1 D-5 0.24 0.20 0.32

D5-P2 D-5 0.30 0.26 0.

71D5-P3 D-5 0.41 (0.30

) 0.61D5-P4 D-5 (0.4

0) 0.34 0.53D5-P5 D-

5 0.26 0.21 0.44D5-P

6 D-5 0.35 0.31 0.32D5-P7 D-5 0.36 0.23 0.21

D5-P8 D-5 0.30 (0.29)

0.35D5-P9 D-5 0.23

(0.17) 0.19D5-Plo D-5 0

.31 0.25 0.59D5-Pll

D-5 0.26 0.22 0.25D5-P12 D-5 0.27 (0.18)

0.51D5-P13 D-5 0.42 0

.29 -D5-P14 D-5 0.37

0.34 0.93D5-P15 D-5

0.22 0.21 0.32D5-P16 D-5

0.23 0.21 0.15D5-P17

D-5 0.15 0.12 0.14D5-P18 D-5 0.09 0.09 0.12

D5-P19 D-5 (0.27) (0.22

) 0.26D5-P20 D-5 0.32

0.21 0.27D5-P21 D-5 0

.38 0.25 0.69D5-P22 D

-5 (0.22) (0.09) -D5-P23 D-5 0.28 (0.24) 0.05

D5-P24 D-5 0.42 0.28

0.05D5-P25 D-5 0.25 (0

.22) 0.14D5-P26 D-5 0

.32 0.22 0.28D5-P27 D-5

0.24 0.22 0.27D5-P28 D-

5 0.30 (0.27) 0.16D5-P29 D-5 0.35 0.30 0.13

D5-P30 D-5 0.24 (0.12)

0.41D5-P31 D-5 0.30

0.29 0.77D5-P32 D-5

(0.44) (0.08) 0.07D5-P

33 D-5 0.28 (0.22) 0.52D5-P34 D-5 0.24 (0.17)

0.39D5-P35 D-5 0.16 0

.14 0.27D5-P36 D-5 0.

14 0.13 0.16D5-P37 D

-5 0.16 0.16 0.16D5-P38 D-5 0.26 (0.20)

-D5-P39 D-5 0.27 0.2

2 0.09D5-P40 D-5 (0.

23) (0.18) 0.21D5-P41 D-5 0.30 0.19 0.26

D5-P42 D-5 0.26 0.26

0.27D5-P43 D-5 0.35

0.34 0.47D5-P44 D-5 0.22 0.22 0.37 番 号 位 置 長径(

m)短径(m)深さ(m)D7-P1 D-7

0.37 0.25 0.13D7-P2 D

-7 0.43 0.28 0.31D7-P3 D

-7 0.32 0.25 0.30D7-P4 D-7 0.50 0.45 0.08

D7-P5 D-7 0.28 0.23 0.05

D7-P6 D-7 0.24 0.22 0.

10D7-P7 D-7 0.17 0.16

0.08D7-P8 D-7 0.32

0.22 0.08D7-P9 D-7 (0.2

4) (0.16) 0.llD7-Plo

D-7 0.40 (0.34) 0.20D7-Pll D-7 (0.24) 0.24

0.09D7-P12 D-7 (0.33) (0.

18) 0.15D7-P13 D-7 0.

65 0.58 0.72D7-P14 D-7

0.34 0.20 0.07D7-P15 D-7

(0.12) (0.07) 0.04D7-P16 D-7 0.34 0.32 0.1

8D7-P17 D-7 0.24 0.20

0.38D7-P18 D-7 0.26 0

.25 0.35D7-P19 D-7 0.

34 (0.22) 0.31D7-P20

D-7 0.41 0.34 0.19D7-P21

D-7 0.22 0.21 0.16D7-P22 D-7 0.20 0.18 0.34

D7-P23 D-7 (0.41) (0.27)

0.21D7-P24 D-7 0.35

0.32 0.56D7-P25 D-7 (0

.23) 0.19 0.04D7-P26 D-7

(0.38) (0.20) 0.68D7-P2

7 D-7 0.16 0.16 0.29D7-P28 D-7 0.28 0.23 0.02

D7-P29 D-7 0.23 0.22

0.19D7-P30 D.E-7 0.25 0.2

3 0.12D7-P31 D-7 0.36

0.30 0.40D7-P32 D-7 0

.40 0.34 0.35D7-P33 D-7 (0.26) (0.23) 0.14

D7-P34 D-7 (0.28) 0.20 0.ll



番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)D7-P50 D-7 0.32 0.

26 0.12D7-P51 D-7 0.2

4 0.22 0.15D7-P52 D-7

0.43 0.28 0.36D7-P53

D-7 0.26 0.18 0.18D7-P54 D-7 0.30 0.28 0.

19D7-P55 D-7 0.30 0.25

0.13D7-P56 D-7 0.59 (0

.39) 0.12D7-P57 D.E-7 0

.50 0.35 0.09D7-P58 D.E-7 0.39 0.30 0.23

D7-P59 D-7 0.24 0.24

0.08D8-Pl D-8 0.40 0

.37 0.05D8-P2 D-8 0.

45 0.23 0.07D8-P3 D-

8 0.36 0.23 0.10D8-P4

D-8 0.20 0.18 0.22D8-P5 D-8 0.23 0.21 0.

04D8-P6 D-8 (0.19) 0

.19 0.27D8-P7 D-8 0.3

8 0.29 0.29D8-P8 D-8 0

.23 0.21 0.12D8-P9 D-

8 0.22 0.20 0.03D8-Pl

o D-8 0.30 0.26 0.08D8-Pll D-8 0.23 (0.14) 0.0

4D8-P12 D-8 0.23 0.16

0.05D8-P13 D-8 0.26

0.17 0.10D8-P14 D-8

(0.79) (0.43) 0.07D8-P15

D-8 0.50 0.40 0.19D8-P16 D-8 0.24 0.22 0.

09D8-P17 D-8 0.21 0.1

6 0.12D8-P18 D-8 0.22

0.19 0.05D8-P19 D-8

(0.30) 0.18 0.07D8-P20

D-8 0.17 0.15 0.32D8-P21

D-8 0.38 0.35 0.10D8-P22 D-8 0.19 0.18 0.

12D8-P23 D-8 0.37 0.2

2 0.06D8-P24 D-8 0.25 0.

23 0.05D8-P25 D-8 0.32

(0.19) 0.19D8-P26 D-8

(0.23) (0.26) 0.21D8-P27 D-8 0.44 0.40 0.45

D8-P28 D-8 0.38 0.33

0.19D8-P29 D-8 0.38 0

.32 0.51D8-P30 D-8 (0.

28) (0.18) 0.33D8-P31 D-8 0.54 (0.34) 0.1

3D8-P32 D-8 0.20 0.2

0 0.llD8-P33 D-8 0.75 (

0.48) 0.55D8-P34 D-8

0.89 0.61 0.64D8-P35

D-8 0.42 0.40 0.72D8-P36 D-8 0.22 0.20 0.

36D8-P37 D-7.8 0.18 0.17 0.15 番 号 位 置 長径(m)

短径(m)深さ(m)D9-Pl D-9

0.52 0.48 0.34D9-P2

D-9 0.25 0.23 0.38D9-P3 C.D-9 (0.30) 0.31

0.30D9-P4 D-9 0.32 0.

22 0.41D9-P5 D-9 0.64

(0.62) 0.43D9-P6 D-9

0.26 0.24 0.53D9-P7

D-9 0.36 0.26 0.63D9

-P8 D-9 0.37 0.32 0.46D9-P9 D-9 0.44 0.32 0.29

D9-Plo D-9 0.15 0.15 0.1

4D9-Pll D-9 0.18 0.16

0.14D9-P12 D-9 0.18

0.16 0.17D9-P13 D-9

0.46 0.42 0.48D9-P14

D-9 0.88 0.42 0.03D9-

P15 D-9 0.42 0.42 0.35D9-P16 D-9 0.40 0.38 0.

64D9-P17 D-9 0.39 0.34

0.24D9-P18 D-9 0.ll 0.

10 0.07D9-P19 C.D-9 (0

.22) 0.08 0.04D9-P20 D-9

(0.20) 0.14 0.04D9-P21 D-9 (0.28) 0.16 0.17

D9-P22 D-9 0.25 0.18 0

.17D9-P23 D-9 0.23 0.

19 0.25D9-P24 D-9 0.34

0.31 0.08D9-P25 D-9

0.42 0.27 0.09D9-P26

D-9 0.27 0.24 0.27D9-P27 D.E-9 (0.40) (0.

38) 0.llD9-P28 D-9 0

.24 0.23 -D9-P29 D.E

-9 (0.66) 0.53 0.28D10-Pl D-10 0.27 0.23

0.14D10-P2 D-10 0.32

0.22 0.29D10-P3 D-10 0.36



川越城跡

番 号 位 置 長径(m) 短径(m)深さ

(m)E5-P12 E-5 0.41 0.

32 0.20E5-P13 E-5 0.5

1 0.46 0.49E5-P14 E-5

(0.23) 0.23 0.llE5-P15

E-5 0.36 0.18 0.39E5-P16 E-5 0.40 0.25 0.39

E5-P17 E-5 0.26 (0.23

) 0.59E5-P18 E-5 0.30

0.30 0.49E5-P19 E-5

0.20 0.20 0.22E5-P20 E-5

0.43 0.36 0.20E5-P21 E-5 (0.23) (0.14) 0.2

2E5-P22 E-5 0.42 0.38

0.37E5-P23 E- 5 0.24

0.24 0.64E5-P24 E- 5

0.26 0.22 0.39E5-P25

E-5 0.34 0.27 0.35E5-P2

6 E-5 0.63 0.55 0.16E5-P27 E-5 0.31 0.30 0.7

5E5-P28 E-5 (0.30) 0.13

0.38E5-P29 E-5 0.35 (0.

24) 0.31E5-P30 E-5 0.

32 0.26 0.39E5-P31 E-

5 (0.48) 0.26 0.32E5-P32 E-5 (0.44) (0.22) 0.

llE5-P33 E-5 0.27 0.1

8 0.42E5-P34 E- 5 0.26

0.22 0.33E5-P35 E-5 0

.20 (0.17) 0.24E5-P36 E-5

0.43 0.42 0.50E5-P37

E- 5 0.40 0.35 0.18E5-P38 E-5 0.10 0.09 0.

47E5-P39 E-5 0.30 (0.

21) 0.60E5-P40 E-5 (0

.40) (0.20) 0.15E5-P41

E-5 0.41 0.40 0.61E5-P42 E-5 0.28 0.25 0.

06E5-P43 E-5 0.18 0.1

7 0.llE5-P44 E-5 0

.21 0.19 0.32E5-P45 E

-5 0.20 0.18 0.31E5-P46 E-5 0.27 0.25 0.31

E5-P47 E- 5 0.38 0.35

0.35E5-P48 E-5 0.38 0

.35 0.43E5-P49 E-5 0.

25 0.22 0.05E5-P50 E-5

0.23 0.21 -E5-P51 E-

5 0.46 0.28 0.33E5-P52 E- 5 0.32 0.26 0.07

E5-P53 E-5 0.47 0.33

0.40E5-P54 E- 5 0.31

0.21 0.80E5-P55 E-5

0.28 0.24 0.34E5-P56

E-5 0.19 0.18 0.58E5-P57 E-5 0.38 (0.28) 0.

12E5-P58 E- 5 0.38 0.2

7 0.12E5-P59 E- 5 0.24 0.

22 0.16E5-P60 E-5 0.26 0.22 0.31 番 号 位 置 長径(m)

短径(m)深さ(m)E5-P61 E-

5 0.56 0.35 0.20E5-P62 E- 5 0.19 0.12 0.30

E5-P63 E-5 0.40 0.38 0

.27E5-P64 E-5 0.34 0.

23 0.35E5-P65 E-5 0.3

9 0.39 0.32E5-P66 E-5

0.23 0.21 0.24E5-P67 E-5 (0.50) (0.45) 0.1

2E5-P68 E-5 0.38 (0.3

7) 0.25E5-P69 E-5 0.34

0.28 0.60E5-P70 E-5

0.16 0.15 0.24E5-P71 E-

5 0.25 0.23 0.15E5-P72 E-5 0.25 0.23 0.20

E5-P73 E-5 0.22 0.16 0

.24E5-P74 E-5 0.30 0.

26 0.17E5-P75 E-5 0.3

4 0.30 0.15E5-P76 E-5

0.15 0.12 0.08E5-P77

E-5 0.31 0.24 0.15E5-P78 E- 5 0.24 0.17 0.

13E5-P79 E-5 0.38 0.3

4 0.58E5-P80 E-5 0.56

(0.35) 0.45E5-P81 E-

5 0.25 0.23 0.13E5-P82

E-5 (0.35) 0.16 0.19E5-P

83 E-5 0.18 0.18 0.33E5-P84 E-5 0.34 0.32 0.42

E5-P85 E-5 0.29 0.28 0

.36E5-P86 E-5 0.28 0.2

4 0.43E5-P87 E-5 0.30

0.29 0.52E5-P88 E-5 0

.29 0.28 0.57E5-P89 E-

5 0.29 0.29 0.15E5-P90

E-5 0.45 0.23 0.32E5-P

91 E-5 0.20 0.18 0.13E5-P

92 E-5 0.25 0.22 0.35E5-P93 E- 5 0.25 0.16 0.21

E5-P94 E-5 0.42 0.33 0.1

6E5-



番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)E5-P110 E-5 0.25 0.

24 0.06E5-P111 E-5 0.1

5 0.10 0.21E5-P112 E-5

0.24 0.18 0.31E5-P113

E-5 0.40 0.33 0.50E5-P114 E-5 0.36 (0.32) 0.2

3E5-P115 E-5 0.24 0.20

0.38E5-P116 E-5 0.39

0.34 0.30E5-P117 E-5 0.

36 0.27 0.38E5-P118 E-

5 0.30 (0.16) 0.14E5-P

119 E-5 0.45 0.45 0.55E5-P120 E-5 0.57 0.34 0.

16E5-P121 E- 5 0.33 (0.30)

0.60E5-P122 E-5 0.27

0.22 0.36E5-P123 E- 5 (

0.24) (0.16) 0.29E5-P12

4 E-5 0.37 0.35 0.29E5-P125 E-5 0.21 0.21 0.50

E5-P126 E-5 0.18 0.14

0.12E5-P127 E-5 0.28

0.19 0.21E5-P128 E-5 0

.26 (0.13) 0.19E5-P129 E

-5 0.24 0.24 0.16E5-P1

30 E- 5 0.27 0.24 0.16E5-P131 E-5 0.38 0.32 0.4

2E5-P132 E- 5 0.31 (0.23)

0.22E5-P133 E- 5 0.31

0.30 0.57E5-P134 E-5

0.35 (0.28) 0.20E5-P135

E-5 0.32 0.28 0.66E5-P136 E-5 (0.21) 0.20 0.7

6E5-P137 E-5 0.21 0.19 0.

15E5-P138 E-5 0.27 0.27

0.45E5-P139 E-5 0.37

(0.14) 0.17E5-P140 E- 5

0.26 0.24 0.55E5-P141 E

-5 0.27 0.26 0.32E5-P142 E-5 (0.27) (0.15) 0.

58E5-P143 E-5 0.35 (0.

23) 0.37E5-P144 E-5 0.

40 0.39 0.58E5-P145 E-5

0.28 0.20 0.28E5-P146

E-5 0.52 (0.28) 0.16E5-P147 E- 5 0.40 0.38 0.12

E5-P148 E-5 0.24 0.19 0

.12E5-P149 E-5 0.22 0.

19 0.33E5-P150 E-5 0.48

0.45 0.44E5-P151 E-5

(0.22) 0.26 0.16E5-P152 E-5 0.24 0.23 0.48

E5-P153 E-5 0.36 0.29

0.58E5-P154 E-5 0.44

(0.34) 0.52E5-P155 E-5

0.15 (0.10) 0.08E5-P15

6 E-5 0.22 0.22 0.53E5-P157 E-5 0.15 (0.10) 0.

llE5-P158 E-5 0.25 0.25 0.07 番 号 位 置 長径(m)短径(

m)深さ(m)E5-P159 E-5 0.

20 0.20 0.40E5-P160 E-

5 0.21 0.20 0.13E5-P16

1 E-5 0.20 0.18 0.27E5-P162 E-5 0.19 0.19 0.

43E5-P163 E-5 0.26 0.2

2 0.63E5-P164 E-5 (0.3

1) 0.25 0.53E5-P165 E-

5 0.23 0.16 0.44E5-P16

6 E-5 0.22 0.20 0.54E5-P167 E-5 0.23 0.21 0.

41E5-P168 E-5 0.37 0.3

6 0.45E5-P169 E-5 0.20

0.17 0.40E5-P170 E-5

0.26 0.20 0.13E5-P171

E-5 0.18 0.17 0.14E5-

P172 E-5 0.27 0.20 0.07E5-P173 E-5 0.30 0.23 0.1

7E5-P174 E-5 0.21 0.17

0.13E5-P175 E-5 0.26 0

.20 0.06E5-P176 E-5 0.

25 0.18 0.42E5-P177 E-5

0.36 0.34 0.36E5-P178

E-5 0.24 0.21 0.47E5-P179 E- 5 0.64 0.32 0.14

E5-P180 E-5 0.54 0.28 0

.llE5-P181 E-5 0.23 0.23

0.51E5-P182 E-5 0.17

0.15 0.49E5-P183 E-5

0.36 0.32 0.66E5-P184 E-

5 (0.27) (0.10) 0.09E5-P185 E-5 0.40 0.36 0.39

E5-P186 E- 5 (0.19) 0.27

0.22E5-P187 E-5 0.34 0

.19 0.17E5-P188 E-5 0.

20 0.15 0.35E5-P189 E-

5 0.24 (0.15) 0.28E5-P

190 E-5 0.37 0.35 0.31E5-P191 E-5 0.21 0.15 0.57

E5-P192 E-5 0.40 0.30 0.17



川越城跡

番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)E5-P208 E-5 0.22 (0.1

9) 0.llE5-P209 E-5 (0.30

) 0.25 0.14E5-P210 E-5

0.28 (0.20) 0.46E5-P211

E-5 0.37 0.34 0.73E5-P212 E-5 0.30 0.29 0.2

5E5-P213 E-5 0.25 0.22

0.18E5-P214 E-5 0.51

0.46 0.22E5-P215 E-5

0.33 0.25 0.57E5-P216

E-5 0.17 0.14 0.21E5-P217 E-5 0.30 0.30 0.10

E5-P218 E- 5 0.36 0.35

0.45E5-P219 E-5 0.28 0

.14 0.30E5-P220 E-5 0.50

0.46 0.60E5-P221 E-5 0

.34 0.32 0.43E5-P222 E-5 (0.20) (0.12) 0.19

E5-P223 E-5 0.22 0.19

0.08E5-P224 E-5 1.00

0.56 0.09E5-P225 E-5

0.28 0.28 0.30E6-P1 E-6 (0.48) (0.16) -

E6-P2 E-6 0.26 0.16 0

.31E6-P3 E-6 0.55 (0.4

8) 0.18E6-P4 E-6 0.46

0.30 0.llE6-P5 E-5.6

0.50 0.50 -E6-P6 E-6

0.27 0.24 0.35E6-P7 E-

6 (0.56) 0.53 0.19E6-P8 E-6 0.27 (0.20) 0.14

E6-P9 E-6 0.28 (0.23)

0.06E6-Plo E-6 0.58

0.27 0.55E6-Pll E-6 0

.54 (0.28) 0.25E6-P12 E-6 (0.49) 0.46 0.15

E6-P13 E-6 0.52 0.42 0

.27E6-P14 E-6 0.32 0.

28 0.45E6-P15 E-6 0.2

5 0.22 0.29E6-P16 E-6

0.22 0.19 0.17E6-P17 E-

6 0.19 0.18 0.llE6-P18 E-6 0.26 0.24 0.23

E6-P19 E-6 0.27 0.27 0

.12E6-P20 E-6 0.31 0.

27 0.47E6-P21 E-6 0.26

0.22 0.18E6-P22 E-6 0.51

(0.43) 0.10E6-P23

E-6 0.27 (0.17) 0.06E6-P24 E-6 0.28 0.22 0.

12E6-P25 E-6 0.36 0.2

4 0.17E6-P26 E-6 0.34

0.31 0.33E6-P27 E-6

0.44 0.34 0.21E6-P28 E-6 0.38 (0.25) 0.28

E6-P29 E-6 0.30 0.24 0.18 番 号 位 置 長径(

m)短径(m)深さ(m)E6-P31 E-

6 0.46 0.44 0.94E6-P32

E-6 0.40 0.40 0.19E6-P

33 E-6 0.54 0.33 0.12E6-P34 E-6 0.22 0.20 0.

18E6-P35 E-6 0.44 0.35

0.29E6-P36 E-6 0.37

0.36 0.17E6-P37 E-6 0

.32 0.30 0.llE6-P38 E-6

0.42 0.36 0.36E6-P39

E-6 0.36 0.32 0.38E6-P40 E-6 0.38 (0.35) 0.28

E6-P41 E-6 0.26 (0.20

) 0.92E6-P42 E-6 0.31

(0.09) 0.23E6-P43 E-

6 0.32 (0.16) 0.38E6-P44 E-6 0.42 0.31 0.48

E6-P45 E-6 0.29 (0.19)

0.48E6-P46 E-6 0.39

0.31 0.10E6-P47 E-6 0.2

0 0.20 0.16E6-P48 E-6

(0.52) (0.22) 0.57E6-P49 E-6 0.28 0.25 0.33

E6-P50 E-6 0.38 0.34

0.20E6-P51 E-6 (0.34)

0.38 0.27E6-P52 E-6 0.

21 0.20 0.36E6-P53 E-

6 0.13 0.12 0.09E6-P5

4 E-6 0.23 0.21 0.llE6-P55 E-6 0.31 (0.26) 0.05

E6-P56 E-6 0.23 0.18 0.

22E6-P57 E-6 0.30 0.2

6 0.27E6-P58 E-6 0.20 0.

19 0.21E6-P59 E-6 (0.18

) 0.21 0.08E6-P60 E-6

0.32 0.21 0.09E6-P61 E-

6 (0.52) 0.33 0.08E6-P62 E-6 0.33 0.33 0.58

E6-P63 E-6 0.26 0.26 0

.29E6-P64 E-6 0.50 0.46 0



番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)E6-P80 E-6 0.21 0.

20 0.28E6-P81 E-6 0.2

6 0.26 0.06E6-P82 E-6

0.29 0.24 0.51E6-P83

E-6 0.27 0.22 0.17E6-P84 E-6 0.17 0.16 0.

23E6-P85 E-6 0.33 0.2

8 0.23E6-P86 E-6 0.38

0.25 0.48E6-P87 E-6 0

.19 0.18 0.27E6-P88 E

-6 (0.55) 0.42 0.14E6-P89 E-6 0.30 0.26 0.4

3E6-P90 E-6 0.30 0.27

0.33E6-P91 E-6 0.30

0.24 0.77E6-P92 E-6

0.64 0.47 0.28E6-P93

E-6 0.22 0.22 0.54E6-P94 E-6 0.19 0.18 0.18

E6-P95 E-6 0.50 0.47

0.25E6-P96 E-6 0.25 0.

22 0.70E6-P97 E-6 0.28

0.24 0.47E6-P98 E-6

0.26 0.25 0.22E6-P99 E-6

0.30 (0.20) 0.22E6-P100 E-6 0.26 0.24 0.15

E6-P101 E-6 0.25 0.25 0.1

9E6-P102 E-6 (0.34) 0.

34 0.27E6-P103 E-6 0.19

0.18 0.07E6-P104 E-6 0.

27 0.20 0.23E6-P105 E-

6 (0.23) 0.25 0.55E6-P106 E-6 0.40 0.28 0.54

E6-P107 E-6 0.42 (0.25)

0.15E6-P108 E-5.6 0.2

4 0.17 0.27E6-P109 E-6

0.18 0.13 0.13E6-P110

E-6 0.27 0.26 0.17E6-P111 E-6 0.16 0.15 0.05

E6-P112 E-6 0.34 0.34 0.25

E6-P113 E-6 0.23 0.21 0

.15E6-P114 E-6 0.24 0.

22 0.22E6-P115 E-6 (0.

20) 0.22 0.07E6-P116 E

-6 0.30 0.23 0.07E6-P1

17 E-6 0.34 0.30 0.57E6-P118 E-6 (0.28) (0.25)

0.10E6-P119 E-6 0.30 (0

.27) 0.09E6-P120 E-6 0

.26 0.26 0.31E6-P121 E-

6 0.13 0.13 0.27E6-P122 E-6 0.49 0.48 0.54

E6-P123 E-6 0.14 0.12

0.09E6-P124 E-6 0.45

(0.34) 0.12E6-P125 E-6 0

.20 0.17 0.13E6-P126 E-6

0.42 (0.28) 0.06E6-P1

27 E-6 0.14 0.ll 0.09E6-P128 E-6 0.42 (0.28) 0.32 番 号 位 置 長径(m)短径(m)

深さ(m)E6-P129 E-6 0.33

0.27 0.25E6-P130 E-6 0

.18 0.17 0.09E6-P131 E-6

0.45 0.36 0.28E6-P132 E-6 0.70 (0.65) 0.10

E6-P133 E-6 0.38 (0.20)

0.39E6-P134 E-6 0.38

0.31 0.52E6-P135 E-6 0

.41 (0.34) 0.26E6-P136 E

-6 0.40 0.24 0.37E6-P137 E-6 0.40 0.36 0.17

E6-P138 E-6 0.28 0.27 0.3

2E6-P139 E-6 0.22 0.19

0.16E6-P140 E-6 0.35 (

0.18) 0.10E6-P141 E-6 0.52

0.42 0.49E6-P142 E-6

0.29 0.25 0.33E6-P143 E-6

0.33 0.24 0.21E6-P144

E-6 0.21 0.20 0.llE6-P145 E-6 0.31 0.21 0.0

4E6-P146 E-6 0.29 (0.1

8) 0.02E6-P147 E-6 0.2

8 0.19 0.47E6-P148 E-6

0.34 0.28 0.46E6-P149 E一

高 0.31 (0.ll) 0.34E6-P150 E-6 0.31 (0.15) 0.20

E6-P151 E-6 0.58 0.47 0.70

E6-P152 E-6.7 (0.37) 0.37

0.15E6-P153 E-6 0.36 0.

36 0.08E6-P154 E-6 (0.

62) (0.36) 0.06E6-P155 E

-6 0.38 0.36 0.17E6-P156

E-6 0.19 0.19 0.llE6-P157 E-6 0.28 0.23 0.2

3E6-P158 E-6 0.38 0.34

0.25E6-P159 E-6 0.28 0

.26 0.25E6-P160 E-6 0.

30 0.24 0.19E6-P161 E-

6 (0.25) (0.14) 0.06E6-P162 E-6 (0.24) 0.23 0.

20E6



川越城跡

番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)E6-P178 E-6.7 0.33 (0.1

6) 0.29E6-P179 E-6 0.

17 0.17 0.07E7-P1 E-

7 0.36 0.22 0.19E7-P2 E-7 0.33 0.20 0.27

E7-P3 E- 7 0.33 0.28 0.

15E7-P4 E- 7 0.21 (0.

13) 0.05E7-P5 E- 7 0.

30 0.24 0.14E7-P6 E-

7 0.36 0.29 0.17E7-P7 E-7 0.34 0.25 0.17

E7-P8 E- 7 0.27 0.24 0

.22E7-P9 E- 7 0.12 0.0

8 0.04E7-Plo E- 7 0.20

0.16 0.08E7-Pll E- 7

0.54 0.48 0.25E7-P12 E

-7 0.33 0.24 0.32E7-P

13 E-7 0.54 0.37 0.40E7-P14 D.E-7 0.19 0.18

0.29E7-P15 E- 7 0.26 0

.21 0.30E7-P16 E-7 (0

.56) 0.45 0.35E7-P17

E-7 0.39 0.32 0.58E7-P18 E- 7 0.49 0.38 0.24

E7-P19 E-7 0.46 0.46 0

.46E7-P20 E- 7 0.26 0.

23 0.10E7-P21 E- 7 0.1

6 (0.ll) 0.09E7-P22 E

-7 0.34 0.34 0.40E7-P23

E- 7 0.23 0.21 0.08E7-P24 E-7 0.29 0.26 0.

10E7-P25 E- 7 0.40 0.2

3 0.llE7-P26 E- 7 0.22

0.19 0.07E7-P27 E-7

0.16 (0.12) 0.07E7-P28 E

- 7 0.22 0.19 0.08E7-P29 E- 7 0.27 0.22 0.12

E7-P30 E-7 0.44 0.31

0.68E7-P31 E- 7 0.63

0.39 0.46E7-P32 E- 7 0

.40 0.31 0.22E7-P33 E- 7 (0.29) (0.28) 0.ll

E7-P34 E-7 0.27 0.24 0

.30E7-P35 E-7 0.21 0.

18 0.15E7-P36 E- 7 0.22

(0.15) -E7-P37 E-7 0

.20 0.20 0.23E7-P38 E

- 7 0.53 0.51 0.08E7-P39 E-7 0.24 0.23 0.

13E7-P40 E- 7 0.25 0.2

5 0.10E7-P41 E- 7 0.37

0.21 0.04E7-P42 E- 7 0

.51 0.34 0.17E7-P43 E-7

0.34 (0.22) 0.12E7-P

44 E- 7 0.36 0.25 0.59E7-P45 E-7 0.32 0.23 0.

17E7-P46 E-7 0.12 0.12 0.21 番 号 位 置 長径(m)短径(m

)深さ(m)E7-P47 E- 7 0.40

0.32 0.llE7-P48 E- 7

0.35 (0.27) 0.06E7-P49

E- 7 0.30 0.24 0.27E7-P50 E- 7 (0.48) 0.35 0.

22E7-P51 E- 7 0.23 0.2

3 0.38E7-P52 E- 7 0.23 (0

.14) 0.26E7-P53 E-7 0.36

0.34 0.15E7-P54 E- 7 0.

30 (0.26) 0.13E7-P55 E-

7 0.33 0.28 0.29E7-P56 E

- 7 (0.30) 0.29 0.18E7-P57 E- 7 0.37 0.30 0.2

6E7-P58 E- 7 0.33 0.26

0.05E7-P59 E- 7 (0.26)

0.24 0.04E7-P60 E- 7

0.25 0.18 0.14E7-P61

E-7 0.28 0.21 0.llE7-P62 E- 7 (0.36) (0.25)

0.12E7-P63 E- 7 (0.25)

(0.ll) 0.12E7-P64 E- 7 0.

25 (0.17) 0.05E7-P65

E- 7 0.42 (0.26) 0.07E7-P66 E- 7 (0.36) (0.16)

0.19E7-P67 E- 7 0.42 0

.25 0.06E7-P68 E- 7 0.36

0.31 0.17E7-P69 E-6.

7 0.38 0.29 0.19E7-P70 E-7 0.25 0.20 0.14

E7-P71 E- 7 0.23 0.16 0

.13E7-P72 E- 7 0.34 0.

30 0.29E7-P73 E- 7 0.3

6 0.32 0.16E7-P74 E- 7

0.37 0.36 0.16E7-P75

E- 7 0.30 0.25 0.19E7-P76 E- 7 (0.37) (0.16)

0.09E7-P77 E- 7 0.40

0.34 0.17E7-P78 E- 7 0.24

0.14 0.07E7-P79 E- 7

0.39 0.20 0.09E7-P80 E- 7



番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)E7-P96 E-7 0.19 0.

18 0.07E7-P97 E-7 (0.38

) 0.32 0.64E7-P98 E- 7

0.24 (0.16) 0.24E7-P99

E- 7 0.46 (0.34) 0.34E7-P100 E-7 (0.27) 0.23 0.1

3E7-P101 E- 7 0.36 0.23

0.33E7-P102 E- 7 0.27 0

.26 0.llE7-P103 E- 7 (0

.36) 0.38 0.18E7-P104 E-

7 0.29 0.22 0.22E7-P105

E- 7 0.44 (0.35) 0.52E7-P106 E-7.8 0.56 0.41

0.33E7-P107 E-7 0.57 0.4

8 0.41E7-P108 E- 7 0.46

0.42 0.42E7-P109 E- 7

0.23 (0.15) 0.22E7-P11

0 E-7 0.30 0.27 0.25E7-P111 E-7 0.18 0.16 0.

05E7-P112 E- 7 0.22 0.21 0

.07E7-P113 E- 7 0.40 0.36

0.31E7-P114 E- 7 0.27

0.24 0.10E7-P115 E-7

(0.30) (0.26) 0.21E7-P116 E- 7 (0.38) 0.38 0.30

E7-P117 E- 7 0.25 0.24 0

.18E7-P118 E-7 0.20 0.

17 0.10E7-P119 E- 7 0.19

0.17 0.13E7-P120 E-7

0.29 0.21 0.12E7-P121

E-7 (0.24) 0.23 0.46E7-P122 E- 7 0.22 0.21 0.4

3E7-P123 E-7 0.58 (0.4

5) 0.18E7-P124 E- 7 0.4

6 0.34 0.21E7-P125 E-7

0.29 0.25 0.38E7-P126

E- 7 0.34 0.33 0.18E7-P127 E- 7 0.25 0.19 0.0

8E7-P128 E-7 0.41 0.40

0.38E7-P129 E- 7 0.27 0

.14 0.07E7-P130 E- 7 0.

55 0.42 0.47E7-P131 E-

7 0.22 0.20 0.25E7-P13

2 E-7 0.18 0.12 0.07E7-P133 E- 7 0.25 0.23 0.05

E7-P134 E-7 0.35 0.25 0

.17E7-P135 E-7 (0.27) 0.

23 0.40E7-P136 E-7 0.3

4 0.28 0.19E7-P137 E-

7 0.30 0.22 0.llE7-P138 E-7 0.27 0.20 0.12

E7-P139 E- 7 0.23 0.22

0.29E7-P140 E- 7 (0.26)

(0.08) 0.llE7-P141 E-

7 0.42 0.30 0.39E7-P142 E-7 (0.12) 0.08 0.24

E7-P143 E- 7 0.26 0.22 0.

48E7-P144 E-7 0.38 0.27 0.08 番 号 位 置 長径(m)短径(

m)深さ(m)E7-P145 E- 7 0.

14 0.13 0.09E7-P146 E-

7 0.51 0.45 0.39E7-P14

7 E- 7 0.60 0.57 0.10E7-P148 E- 7 0.24 0.16 0.

05E7-P149 E-7 0.25 0.23

0.06E7-P150 E- 7 0.16

0.16 0.llE7-P151 E- 7 0.2

0 (0.ll) 0.10E7-P152 E

- 7 0.18 0.17 0.01E7-P153

E- 7 0.43 0.28 0.10E7-P154 E- 7 0.25 0.23 0.0

4E7-P155 E- 7 0.08 0.05 0.

04E7-P156 E- 7 0.07 0.0

6 0.04E7-P157 E- 7 0.28

0.22 0.04E7-P158 E- 7 0.2

6 0.18 0.20E7-P159 E- 7

(0.32) 0.31 0.llE7-P160

E- 7 0.ll 0.09 0.07E7-P161 E- 7 0.38 (0.34)

0.24E7-P162 E- 7 0.3

0 0.25 0.33E7-P163 E

- 7 0.28 (0.26) 0.37E7-P164 E-7 0.19 0.18 0.08

E7-P165 E- 7 0.33 0.2

7 0.26E7-P166 E- 7 (0

.27) (0.19) 0.17E7-P167

E- 7 0.21 0.16 0.22E7-P168 E- 7 0.26 0.22 0

.31E7-P169 E- 7 (0.22)

(0.07) 0.llE7-P170 E- 7

0.13 0.13 0.05E7-P171 E- 7 (0.36) (0.31) 0.2

0E8-P1 E-8 0.27 0.26 0

.10E8-P2 E-8 0.16 0.15

0.16E8-P3 E-8 0.28 0.

21 0.17E8-P4 E-8 0.35

0.31 0.17E8-P5 E-8

(0.74) (0.32) 0.13E8-P6 E-8



川越城跡

番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)E8-P22 E-8 0.32 0.

30 0.46E8-P23 E-8 0.35

(0.28) 0.32E8-P24 E-8

0.28 0.23 0.40E8-P25

E-8 0.30 (0.14) 0.26E8-P26 E-8 0.29 (0.26) 0.25

E8-P27 E-8 (0.24) (0.14)

0.16E8-P28 E-8 0.32 (0

.24) 0.41E8-P29 E-8 0

.20 (0.17) 0.29E8-P30 E

-8 0.30 0.24 0.41E8-P31

E-8 0.35 (0.25) 0.50E8-P32 E-8 (0.40) (0.24)

0.21E8-P33 E-8 0.32

0.26 0.40E8-P34 E-8

0.24 0.24 0.llE8-P35 E-

8 0.25 0.17 0.22E8-P36

E-8 0.30 0.19 0.llE8-P37 E-8.9 0.38 0.25 0.2

9E8-P38 E-8.9 0.58 0.48

0.16E8-P39 E-8 0.26 (

0.14) 0.28E8-P40 E-8

0.26 0.21 0.40E8-P41

E-8.9 0.35 0.29 0.49E8-P42 E-8 0.21 (0.18) 0.

13E8-P43 E-8 0.22 0.22

0.23E8-P44 E-8 0.24

0.20 0.33E8-P45 E-8 0.2

4 (0.15) 0.21E8-P46 E

-8 0.39 0.30 0.42E8-P47

E-8 0.52 (0.36) 0.20E8-P48 E-8 0.28 0.23 0.

33E8-P49 E-8 (0.43) 0.27

0.08E8-P50 E-8 0.52

0.41 0.82E8-P51 E-8 (

0.20) (0.08) 0.14E8-P52 E-8 0.20 0.15 0.15

E8-P53 E-8 0.27 0.18 0.1

4E8-P54 E-8 (0.35) (0

.20) 0.37E8-P55 E-8 0

.41 0.36 0.59E8-P56 E

-8 0.24 0.18 0.14E8-P57 E-8 0.23 0.21 0.ll

E8-P58 E-8 0.26 0.21

0.12E8-P59 E-8 0.44 (0.

24) 0.38E8-P60 E-8 0.

40 0.22 0.45E8-P61 E-

8 0.15 0.ll 0.04E8-P62 E-8 0.26 0.15 0.06

E8-P63 E-8 0.18 0.14

0.llE8-P64 E-8 0.21 0

.18 0.12E8-P65 E-8 0.

17 0.14 0.21E8-P66 E-

8 0.18 (0.06) 0.12E8-P67 E-8 0.30 0.28 0.23

E8-P68 E-8 0.55 0.50 0

.15E8-P69 E-8 0.33 0.

32 0.16E8-P70 E-8 0.32 0.25 0.25 番 号 位 置 長径(m)

短径(m)深さ(m)E8-P71 E-8

(0.32) 0.31 0.46E8-P72 E

-8 0.27 0.21 0.06E8-P73 E-8 0.43 0.38 0.10

E8-P74 E-8 (0.48) 0.40

0.47E8-P75 E-8 0.41

0.30 0.25E8-P76 E-8

0.28 0.25 0.19E8-P77

E-8 0.30 0.22 0.23E8-P78 E-7.8 0.44 0.38 0.22

E8-P79 E-7.8 0.16 0.12 0

.09E8-P80 E-8 0.45 0.

35 0.37E8-P81 E-8 (0.

32) (0.18) 0.23E8-P82

E-8 0.33 0.21 0.10E8-P83 E-8 0.28 0.22 0.0

9E8-P84 E-8 0.28 0.25

0.15E8-P85 E-8 0.31 0.3

1 0.10E8-P86 E-8 0.27

0.24 0.28E8-P87 E-8 0

.41 0.37 0.16E8-P88 E-8

0.50 0.43 0.13E8-P89 E-8

0.33 (0.18) 0.31E8-P90

E-8 (0.40) (0.14) 0.37E8-P91 E-8 0.22 0.19 0.22

E8-P92 E-8 0.23 0.17 0.

22E8-P93 E-8 0.26 0.16

0.29E8-P94 E-8 0.12

0.10 0.14E8-P95 E-8 0.44

0.41 0.07E8-P96 E-8 0.

34 0.33 0.22E8-P97 E-8 (0

.30) (0.12) 0.08E8-P98

E-8 0.30 0.30 0.07E8-

P99 E-8.9 0.16 0.16 0.05E8-P100 E-8.9 0.31 0.24 0.

53E8-P101 E-8 (0.30) (0.ll

) 0.32E8-P102 E-8 0.32

0.26 0.55E8-P103 E-8 (0.28

) (0.24) 0.26E8-P104 E

-8 (0.48) 0.37 0.30E8-P105



番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)E8-P120 E-8 0.40 0.

33 0.27E8-P121 E-8 0.4

5 0.31 0.45E8-P122 E-8

0.33 0.28 0.10E8-P123

E-8 0.39 0.29 0.35E8-P124 E-8 0.33 0.27

0.35E9-P1 E-9 0.23 0.1

6 0.13E9-P2 E-9 0.24

(0.21) 0.24E9-P3 E-

9 0.25 0.24 0.50E9-P4 E-9 0.42 0.35 0.23

E9-P5 E-9 0.25 0.20

0.24E9-P6 E-9 0.10 0

.08 0.37E9-P7 E-9 0.28

0.26 0.30E9-P8 E-9

0.22 0.20 0.21E9-P9 E

-9 (0.24) 0.22 0.47E9-Plo E-9 0.30 0.20 0.04

E9-Pll E-9 0.33 0.18 0.

llE9-P12 E-9 (0.24) 0.2

4 0.13E9-P13 E-9 0.36

0.32 0.52E9-P14 E-9 (

0.40) 0.25 0.14E9-P15

E-9 (0.64) 0.55 0.10E9-P16 E-9 0.48 (0.36) 0.27

E9-P17 E-9 0.17 0.12 0.09

E9-P18 E-9 0.31 0.30

0.50E9-P19 E-9 (0.54)

0.54 0.29E9-P20 E-9

(0.43) (0.25) 0.25E9-P21 E-9 (0.41) (0.34)

0.31E9-P22 E-9 0.18 0.1

6 0.26E9-P23 E-9 0.19

0.18 0.17E9-P24 E-9 0

.36 0.30 0.30E9-P25 E

-9 0.29 0.24 0.18E9-P

26 E-9 0.13 0.12 0.06E9-P27 E-9 0.27 (0.25) 0.29

E9-P28 E-9 0.44 0.33

0.41E9-P29 E-8.9 0.24

0.21 0.16E9-P30 E-9 0.2

4 0.23 0.13E9-P31 E-9

0.12 0.ll 0.14E9-P32 E-9 (0.20) (0.17) 0.09

E9-P33 E-9 (0.26) 0.24

0.10E9-P34 E-9 0.30 0.24

0.28E9-P35 E-9 0.29 0.

27 0.09E9-P36 E-9 (0.55)

(0.32) 0.10E9-P37

E-9 0.62 0.48 0.21E9-P38

E-9 0.24 0.20 0.22E9-P39 E-9 (0.20) 0.18 0.0

6E9-P40 E-9 0.37 (0.2

0) 0.llE9-P41 E- 9 (0.38

) (0.26) 0.53E9-P42 E

-9 0.34 (0.25) 0.35E9-P43 E-9 (0.29) (0.21) 0.35 番 号 位 置 長径(m)短径(m)

深さ(m)E9-P44 E-9 (0.36

) (0.35) 0.31E9-P45 E-9

0.42 (0.ll) 0.16E9-P46 E-9 0.62 0.38 0.40

E9-P47 E-9 0.24 0.24

0.20E9-P48 E-9 0.59 (

0.13) 0.26E9-P49 E-9

0.64 0.46 0.37E9-P50

E-9 0.53 (0.33) 0.16E9-P51 E-9 0.28 0.25 0.

10E9-P52 E-9 0.37 0.2

9 0.07E9-P53 E-9 0.46

0.40 0.16E9-P54 E-9 0.3

2 (0.30) 0.15E9-P55 E

-9 0.35 0.25 0.12E9-P56 E-9 0.29 0.25 0.08

E9-P57 E-9 0.46 0.39 0.3

7E9-P58 E-9 0.45 0.34

0.17E9-P59 E-9 0.55

0.26 0.10E9-P60 E-9

0.64 0.29 0.06E9-P61

E-9 0.28 0.27 0.09E9-P62 E-9 0.24 0.21 0.03

E9-P63 E-9 0.46 0.32 0

.06E9-P64 E-9 (0.46)

0.37 0.16E9-P65 E-9 0

.47 (0.34) 0.37E9-P66

E-9 0.48 0.40 0.46E9-P67 E-9 0.35 0.30 0.4

7E9-P68 E-9 0.64 0.59 0

.18E9-P69 E-9.10 0.44

0.40 0.63E9-P70 E-9 0.

17 0.16 0.llE9-P71 E-9

0.70 0.50 0.42E9-P72

E-9 0.28 0.24 0.05E9-P73 E-9 0.28 0.26 0.06

E9-P74 E-9 (0.23) 0.27

0.05E9-P75 E-9 0.42 0.3



川越城跡

番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)F6-P3 F-6 0.30 (0.1

9) 0.18F6-P4 F-6 0.1

8 0.15 0.10F6-P5 F-6

0.16 (0.10) 0.07F6-P6 F-6 (0.21) 0.20 0.23

F6-P7 F-6 0.26 0.21 0

.llF6-P8 F-6 0.18 0.

18 0.13F6-P9 F-6 0.34

0.25 0.29F6-Plo F-6

0.10 0.09 0.18F6-Pll

F-6 0.26 0.17 0.24F6-P12 F-6 0.28 0.ll 0.1

0F6-P13 F-6 0.32 0.19 0.

12F6-P14 F-6 0.25 0.2

2 0.24F6-P15 F-6 (0.3

4) (0.09) 0.34F6-P16

F-6 0.22 0.22 0.25F6-P17 F-6 0.20 0.15 0.13

F6-P18 F-6 0.23 0.12 0.0

6F6-P19 F-6 0.20 0.20

0.10F6-P20 F-6 0.19 0

.16 0.06F6-P21 F-6 (0

.33) (0.13) 0.21F6-P22 F-6.7 0.45 0.36 0.2

8F6-P23 F-6 0.12 0.1

2 0.14F6-P24 F-6 0.1

9 0.18 0.22F6-P25 F-

6 0.29 0.21 0.20F7-P1 F

-7 0.36 0.30 0.29F7-P2 F- 7 0.29 0.20 0.0

5F7-P3 F- 7 0.34 0.25

0.07F7-P4 F- 7 0.55

0.43 0.05F7-P5 F- 7

(0.20) (0.16) 0.08F7-P6 F- 7 0.22 0.21 0.31

F3-P1 F-3 0.16 0.15 0

.26F3-P2 F-3 0.24 0.

20 0.10F3-P3 F-3 0.3

0 0.23 0.15F3-P4 F-3 0

.22 0.17 0.25F3-P5 F-3

0.41 (0.28) 0.48F3-P6 F-

3 0.29 0.24 0.54F3-P7

F-3 0.31 0.28 0.40F3-

P8 F-3 0.27 0.24 0.22F3-P9 F-3 0.20 0.19 0.17

F3-Plo F-3 (0.23) 0.21

0.16F3-Pll F-3 (0.3

0) 0.22 0.19F3-P12 F-3 (0.18) (0.ll) 0.14

F3-P13 F-3 0.28 0.27

0.25F3-P14 F-3 0.34 (

0.28) 0.42F3-P15 F-3

0.14 (0.ll) 0.34F3-P16

F-3 0.20 (0.19) 0.13F3-P17 F-3 0.20 0.17 0.16

F3-P18 F-3 0.22 0.20 0.41 番 号 位 置 長径(m)短径(m

)深さ(m)F3-P19 F-3 0.7

5 0.36 0.10F3-P20 F-3

0.16 0.14 0.llF3-P21 F-3

0.21 0.19 0.12F3-P22 F-3

0.20 0.20 0.28F3-P23 F-

3 0.34 0.33 0.35F3-P24

F-3 0.28 (0.21) 0.24F3-P25 F-3 0.28 (0.27) 0

.12F3-P26 F-3 0.31 0.

29 0.35F3-P27 F-3 0.1

6 0.14 0.16F3-P28 F-3

0.50 0.38 0.58F3-P29 F-3

0.35 (0.21) 0.21F3-P30 F-3 (0.34) (0.30) 0.

43F3-P31 F-3 (0.21) (0.10

) 0.36F3-P32 F-3 (0.3

8) (0.26) 0.42F3-P33

F-3 (0.49) 0.36 0.18F3-P34 F-3 0.44 (0.36)

0.41F3-P35 F-3 0.48 0

.20 0.45F3-P36 F-3 0.80

0.73 0.47F3-P37 F-3 0

.23 0.20 0.10F3-P38 F

-3 0.62 (0.23) 0.28F3-P39 F-3 (0.42) (0.31) 0

.27F3-P40 F-3 0.22 0.20

0.31F3-P41 F-3 0.47

0.30 0.42F3-P42 F-3

(0.24) (0.15) 0.37F3-P43

F-3 0.33 0.30 0.59F3-P44 F- 3 0.37 0.29 0.

22F3-P45 F-3 0.29 0.27

0.25F3-P46 F-3 0.32 0.

31 0.29F3-P47 F-3 0.3

2 0.32 0.62F3-P48 F-3

0.34 (0.24) 0.19F3-P49

F-3 0.27 (0.15) 0.22F3-P50 F-3 0.36 0.34 0.12

F3-P51 F-3 (0.30) 0.2

2 0.56F3-P52 F-3 0.24 0.18



番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)F3-P68 F-3 0.45 (0.3

9) 0.33F3-P69 F-3 0.44

(0.33) 0.36F3-P70 F-3

0.36 0.18 0.23F3-P71

F-3 0.31 0.22 0.29F3-P72 F-3 0.31 (0.20) 0.

18F3-P73 F-3 0.22 0.15 0

.21F3-P74 F-3 (0.38)

(0.22) 0.16F3-P75 F-3 0

.34 0.26 0.43F3-P76 F

-3 0.25 (0.22) 0.10F3-P77 F-3 0.32 0.25 0.37

F3-P78 F-3 (0.31) 0.23

0.llF3-P79 F-3 0.35

0.32 0.21F3-P80 F-3

0.23 0.19 0.24F3-P81 F-

3 0.20 0.20 0.18F3-P8

2 F-3 0.31 0.26 0.12F3-P83 F-3 (0.44) 0.24 0

.llF3-P84 F-3 0.27 0.22

0.25F3-P85 F-3 (0.30)

0.33 0.07F3-P86 F-3 0.

44 0.35 0.09F3-P87 F-3

(0.25) (0.21) 0.18F3-P88 F-3 0.24 0.24 0.33

F3-P89 F-3 (0.32) 0.3

0 0.26F3-P90 F-3 0.37

(0.36) 0.15F3-P91 F-

3 0.30 0.25 0.30F3-P92 F

-3 0.27 0.25 0.20F3-P93

F-3 0.24 0.24 0.12F3-P94 F-3 0.28 0.22 0.

29F3-P95 F-3 0.42 0.38

0.52F3-P96 F-3 (0.22)

(0.08) 0.10F3-P97 F-3

(0.12) 0.23 0.14F3-P98

F-3 0.39 0.32 0.29F3-P99

F-3 0.36 0.29 0.12F3-P100 F-3 0.66 0.41 0.10

F3-P101 F-3 0.37 0.37

0.44F3-P102 F-3 (0.60)

0.42 0.39F3-P103 F-3 0

.32 0.26 0.52F3-P104 F

-3 (0.34) (0.29) 0.43F3-P105 F-3 0.22 0.14 0.47

F3-P106 F-3 0.31 0.26

0.10F3-P107 F-3 0.24

0.16 0.28F3-P108 F-3 0

.33 0.32 0.15F3-P109 F-

3 (0.16) 0.17 0.19F3-P110 F-3 0.50 0.44 0.

39F3-P111 F-3 0.25 (0.17

) 0.15F3-P112 F-3 0.22

0.21 0.25F3-P113 F-3

0.38 0.34 0.37F3-P114

F-3 0.38 0.29 0.10F3-P115 F-3 0.23 0.22 0.14

F3-P116 F-3 (0.15) 0.17 0.14 番 号 位 置 長径(m)短径(m)

深さ(m)F3-P117 F-3 0.15

0.14 0.26F3-P118 F-3 (

0.30) 0.24 0.06F3-P119 F-3

0.20 0.19 0.04F3-P120 F-

3 0.29 0.27 0.18F3-P121

F-3 0.23 0.21 0.14F3-P1

22 F-3 0.13 0.13 0.30F3-P123 F-3 0.22 (0.15) 0

.25F3-P124 F-3 0.28 0.

24 0.08F3-P125 F-3 0.40

0.28 0.33F3-P126 F-3

0.43 0.32 0.23F3-P127

F-3 (0.25) 0.27 0.33F3-P128 F-3 (0.44) (0.26)

0.31F3-P129 F-3 (0.22)

(0.17) 0.26F3-P130 F-

3 0.28 (0.21) 0.21F3-P131 F-3 0.38 (0.23) 0.35

F3-P132 F-3 0.21 (0.20)

0.24F3-P133 F-3 0.26

0.20 0.24F3-P134 F-3

0.30 0.23 0.10F3-P135

F-3 (0.20) 0.20 0.31F3-P136 F-3 0.22 0.18 0.

33F3-P137 F-3 0.38 0

.24 0.50F3-P138 F-3

0.33 0.24 0.28F3-P139 F-3 0.26 0.25 0.30

F3-P140 F-3 0.25 0.25

0.18F3-P141 F-3 0.29

0.23 0.16F3-P142 F-3

0.30 (0.20) 0.12F3-P143 F-3 0.47 0.29 0.51

F3-P144 F-3 0.27 0.18

0.28F3-P145 F-3 0.30

0.23 0.18F3-P146 F-3

0.24 0.19 0.34F3-P147 F

-3 0.26 0.15 0.23F3-P148 F-3 (0.27) 0.29 0.2

9F4-



川越城跡

番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)F4-P17 F-4 0.27 0.

26 0.10F4-P18 F-4 0.2

2 0.21 0.19F4-P19 F-4

0.27 (0.21) 0.41F4-P20

F-4 0.31 0.28 0.27F4-P21 F-4 0.29 0.19 0.

04F4-P22 F-4 0.36 0.2

2 0.22F4-P23 F-4 0.25

0.19 0.55F4-P24 F-4

0.27 0.26 0.37F4-P25

F-4 0.24 0.19 0.48F4-P26 F-4 0.32 0.31 0.2

8F4-P27 F-4 0.22 0.07

0.60F4-P28 F-4 0.32 0

.30 0.53F4-P29 F-4 0.

25 (0.10) 0.38F4-P30

F- 4 0.26 0.22 0.48F4-P31

F-4 0.23 0.19 0.43F4-P

32 F-4 0.30 0.25 0.41F4-P33 F-4 (0.29) (0.ll)

0.28F4-P34 F- 4 0.30

(0.23) 0.19F4-P35 F-4

0.32 (0.16) 0.22F4-P36

F-4 0.28 0.21 0.24F4-P37 F-4 0.44 0.28 0.42

F4-P38 F-4 0.31 0.24 0.5

1F4-P39 F-4 0.29 (0.21)

0.44F4-P40 F-4 0.25 0

.22 0.12F4-P41 F-4 (0

.31) (0.19) 0.50F4-P42

F-4 0.36 (0.22) 0.49F4-P43 F-4 (0.20) (0.19)

0.48F4-P44 F-4 0.37

0.24 0.47F4-P45 F-4 0.

42 0.33 0.67F4-P46 F-4

(0.35) 0.46 0.23F4-P4

7 F-4 0.26 0.23 0.17F4-P48 F-4 0.21 0.18 0.2

4F4-P49 F-4 0.25 0.20

0.21F4-P50 F-4 (0.25)

0.22 0.05F4-P51 F-4

0.26 (0.21) 0.28F4-P52

F-4 0.26 0.26 0.50F4-P53 F-4 0.36 (0.23) 0.25

F4-P54 F-4 0.40 0.34 0

.82F4-P55 F-4 (0.21) 0.

20 0.31F4-P56 F-4 0.2

8 0.18 0.10F4-P57 F-4

0.48 0.38 0.19F4-P58 F-4 0.19 (0.18) 0.

05F4-P59 F-4 0.26 0.22 0

.14F4-P60 F-4 0.48 (0.3

7) 0.27F4-P61 F-4 (0.

36) 0.28 0.24F4-P62 F

-4 (0.46) 0.49 0.21F4-P63 F-4 0.61 0.57 0.3

5F4-P64 F-4 0.34 0.30

0.16F4-P65 F-4 0.35 0.18 0.17 番 号 位 置 長径(m)

短径(m)深さ(m)F4-P66 F-4

(0.23) (0.19) 0.13F4-P67 F-4 (0.31) 0.20 0.

21F4-P68 F-4 0.31 0.2

6 0.25F4-P69 F-4 0.25

0.24 0.04F4-P70 F-4

0.30 0.25 0.55F4-P71

F-4 0.26 0.26 0.78F4-P

72 F-4 0.28 0.23 0.37F4-P73 F-4 0.38 0.34 0.32

F4-P74 F-4 0.28 (0.24)

0.23F4-P75 F- 4 0.27 0.

26 0.47F4-P76 F-4 0.42 0

.35 0.08F4-P77 F-4 0.18

0.18 0.05F4-P78 F-4 0

.23 0.21 0.17F4-P79 F-4

0.38 0.34 0.42F4-P80 F-4

0.34 0.27 0.32F4-P81 F

-4 0.20 0.17 0.66F4-P82 F-4 0.23 (0.18) 0.40

F4-P83 F-4 0.22 (0.14)

0.33F4-P84 F-4 (0.31) (

0.25) 0.21F4-P85 F-4 0.32

0.24 0.50F4-P86 F-4

0.33 (0.23) 0.33F4-P87 F

-4 (0.19) (0.13) 0.15F4-P88 F-4 0.50 (0.33) 0.59

F4-P89 F-4 0.48 (0.29) 0

.23F4-P90 F-4 (0.20) (

0.20) 0.17F4-P91 F-4 (

0.28) (0.18) 0.23F4-P92 F-4 0.64 (0.54) 0.63

F4-P93 F-4 0.50 0.38 0.65

F4-P94 F-4 0.36 (0.26)

0.41F4-P95 F-4 0.32

(0.30) 0.43F4-P96 F-4

(0.26) 0.23 0.55F4-P97 F

-4 (0.43) (0.21) 0.32F4-P98 F-4 0.32 0.17 0.14

F4-P99 F-4 (0.84) (0.41) 0.



番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)F4-P115 F-4 0.19 0.

19 0.10F4-P116 F-4 0.3

2 0.24 0.20F4-P117 F-4

0.36 (0.22) 0.31F4-P118

F-4 0.24 0.16 0.07F4-P119 F-4 0.20 0.19 0.08

F4-P120 F-4 (0.61) 0.24

0.llF4-P121 F-4 0.20

0.19 0.29F4-P122 F-4

0.30 0.22 0.45F4-P123 F-

4 0.35 0.30 0.21F4-P124 F-4 (0.23) 0.23 0.31

F4-P125 F-4 0.24 0.20

0.26F4-P126 F-4 0.20 0

.20 0.llF4-P127 F-4 0.30

0.18 0.08F4-P128 F-4

0.32 0.20 0.20F4-P129 F

-4 (0.28) 0.23 0.25F4-P130 F-4 0.23 0.21 0.54

F4-P131 F-4 0.22 (0.13)

0.41F4-P132 F-4 0.28

0.19 0.36F4-P133 F-4 0

.29 0.19 0.28F4-P134 F-4

(0.12) 0.16 0.28F4-P135 F-4 0.20 0.15 0.16

F4-P136 F-4 0.22 0.18 0

.21F4-P137 F-4 (0.22) 0.

17 0.12F4-P138 F-4 0.2

3 0.18 0.27F4-P139 F-4

0.27 0.24 0.27F4-P140

F-4 0.22 0.19 0.09F4-P141 F-4 0.18 (0.16) 0.30

F4-P142 F-4 0.21 0.18 0.32

F4-P143 F-4 0.20 0.16 0.27

F4-P144 F-4 0.20 0.17 0

.10F4-P145 F-4 (0.43) 0.

38 0.14F4-P146 F-4 (0.

25) 0.24 0.22F4-P147 F-4

(0.24) (0.14) 0.23F4-P148 F-4 (0.28) (0.22)

0.23?F4-P149 F-4 (0.34)

0.28 0.33F4-P150 F-4 0

.21 (0.20) 0.39F4-P151

F-4 0.26 0.20 0.40F4-P152 F-4 (0.28) 0.27 0.23

F4-P153 F-4 0.25 0.22

0.28F4-P154 F-4 0.24

0.21 0.19F4-P155 F-4 0

.39 0.30 0.60F4-P156 F-4

0.32 (0.28) 0.20F4-P157 F-4 0.21 0.20 0.61

F4-P158 F-4 0.34 (0.25)

0.22F4-P159 F-4 0.28 0.

19 0.25F4-P160 F-4 0.32

0.26 0.llF4-P161 F-4

0.18 0.12 0.14F4-P162

F-4 0.17 0.13 0.16F4-P163 F-4 (0.26) (0.09) 0.04 番 号 位 置 長径(m)短径(m)

深さ(m)F4-P164 F-4 0.22 0.

22 0.71F4-P165 F-4 (0.29

) 0.24 0.39F4-P166 F-4

(0.17) 0.18 0.12F4-P167 F-4 (0.26) 0.20 0.16

F4-P168 F-4 0.16 0.12 0.3

0F4-P169 F-4 0.32 0.31

0.67F4-P170 F-4 0.30

0.19 0.14F4-P171 F-4

0.22 0.15 0.16F4-P172

F-4 0.28 0.28 0.53F4-P173 F-4 (0.32) 0.27 0.07

F4-P174 F-4 0.44 (0.32)

0.17F4-P175 F-4 0.34

0.32 0.65F4-P176 F-4 0.

21 0.18 0.53F4-P177 F-

4 0.25 (0.16) 0.13F4-P178 F-4 0.22 (0.21) 0.1

8F4-P179 F-4 0.23 0.22 0.

31F4-P180 F-4 0.24 0.2

2 0.46F4-P181 F-4 0.32

0.24 0.54F4-P182 F-4

0.30 0.29 0.14F4-P183

F-4 0.24 (0.23) 0.16F4-P184 F- 4 0.20 0.16 0.15

F4-P185 F-4 0.20 0.20 0

.16F4-P186 F-4 0.38 0.24

0.llF4-P187 F-4 0.41 (0.

32) 0.23F4-P188 F-4 0.22

0.20 0.30F4-P189 F-4 0

.22 0.21 0.19F4-P190 F

-4 0.22 0.20 0.17F4-P191 F-4 (0.43) (0.31) 0.

27F4-P192 F-4 0.20 0.15

0.llF4-P193 F-4 0.16

0.12 0.10F4-P194 F-4 0

.36 0.29 0.21F4-P195 F

-4 0.34 0.31 0.45F4-P196

F-4 0.23 (0.19) 0.22F4-P197 F- 4 0.64 (0.48) 0

.llF



川越城跡

番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)F4-P213 F-4 0.29 0.

21 0.06F4-P214 F-4 (0.36)

(0.18) 0.09F4-P215 F-4

0.44 0.32 0.58F4-P216 F-

4 (0.30) (0.22) 0.25F4-P217 F-4 0.43 (0.31) 0.41

F4-P218 F-4 0.45 (0.35)

0.29F4-P219 F-4 0.42 (

0.32) 0.50F4-P220 F-4 0.

45 0.30 0.75F4-P221 F-4

0.38 (0.34) 0.29F4-P222 F

-4 (0.30) 0.21 0.23F4-P223 F-4 (0.38) (0.31) 0.43

F4-P224 F-4 0.46 (0.30)

0.32F4-P225 F- 4 (0.36) (0

.25) 0.38F4-P226 F-4 0.5

4 0.41 0.64F4-P227 F-4

(0.15) (0.ll) 0.40F4-P2

28 F-4 0.25 (0.15) 0.39F4-P229 F-4 0.41 0.31 0.20

F4-P230 F- 4 0.32 (0.25)

0.52F4-P231 F-4 (0.34

) (0.28) 0.47F4-P232 F

-4 0.32 (0.18) 0.34F4-P233 F-4 0.39 0.28 0.36

F4-P234 F-4 0.19 0.15 0.0

5F4-P235 F-4 0.31 0.24

0.74F4-P236 F-4 (0.30)

0.30 0.57F4-P237 F-4

0.43 0.28 0.27F4-P238 F-

4 (0.33) 0.32 0.27F4-P239

F-4 0.33 0.23 0.19F4-P240 F-4 0.29 (0.28) 0.

33F4-P241 F-4 0.28 0.2

6 0.43F4-P242 F-4 (0.33)

0.22 0.38F4-P243 F-4

(0.21) (0.14) 0.38F4-P244 F-4 0.29 0.23 0.54

F4-P245 F-4 0.26 0.24

0.32F4-P246 F-4 0.41 0.3

0 0.65F4-P247 F-4 0.31

(0.19) 0.45F4-P248 F-4

0.21 0.18 0.35F4-P249 F

-4 0.56 0.54 0.10F4-P250

F-4 0.46 0.40 0.46F4-P

251 F-4 0.33 0.21 0.18F4-P252 F-4 0.35 (0.27) 0.

76F4-P253 F-4 0.54 0.4

0 0.76F4-P254 F-4 (0.

56) 0.45 0.69F4-P255

F-4 (0.44) 0.40 1.58F4-P256 F-4 (0.51) (0.5

1) 0.31F4-P257 F-4 0

.59 0.31 0.59F4-P258 F-4 (0.64) (0.29) 0.6

0F4-P259 F-4 0.33 0.

29 0.43F4-P260 F-4 0

.44 0.41 0.73F4-P261 F-4 0.45 0.35 0.80 番

号 位 置 長径(m)短径(m) 深さ(m

)F4-P262 F-4 (0.40) 0

.36 0.67G3-P1 G-3 0.32 0

.31 0.22G3-P2 G-3 0.29

0.26 0.15G3-P3 G-3 0.2

4 0.22 0.24G3-P4 G-3

0.24 0.22 0.23G3-P5

G-3 0.28 0.23 0.22G3-P6 G-3 0.31 0.26 0.2

6G3-P7 G-3 0.24 0.20

0.19G3-P8 G-3 0.22 0

.22 0.17G3-P9 G-3 0.26

0.25 0.10G3-Plo G-3 0.

37 0.29 0.12G3-Pll G-3 (0.46) (0.23) 0.32

G3-P12 G-3 (0.31) 0.2

5 0.07G3-P13 G-3 (0.

43) 0.22 0.19G3-P14 G-3

0.45 0.41 0.20G3-P15

G-3 0.40 0.24 0.20G3-P16 G-3 0.26 0.18 0.

06G4-P1 G-4 0.52 0.50

0.46G4-P2 G-4 0.61

0.52 0.46G4-P3 G-4 0.26

(0.21) 0.08G4-P4 G-4

(0.26) (0.12) 0.13G4-P5 G-4 (0.41) 0.31 0.06

G4-P6 G-4 0.28 0.23

0.48G4-P7 G-4 0.25 0.

20 0.23G4-P8 G-4 0.25

0.20 0.24G4-P9 G-4

0.35 0.24 0.47G4-Plo G

-4 (0.63) 0.22 0.25G4-Pll G-4 0.33 0.30 0.4

6G4-P12 G-4 0.26 0.ll

0.23G4-P13 G-4 0.21

0.16 0.29G4-P14 G-4

0.24 0.20 0.53G4-P15 G-4



番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)G4-P31 G-4 (0.29) (0.2

0) 0.32G4-P32 G-4 0.30

(0.15) 0.18G4-P33 G-4

0.21 (0.15) 0.16G4-P34

G-4 0.30 0.23 0.22G4-P35 G-4 0.25 (0.13) 0.

15G4-P36 G-4 0.20 0.20

0.13G4-P37 G-4 (0.32)

0.30 0.09G4-P38 G-4 0

.40 0.22 0.17G4-P39 G

-4 0.30 (0.24) 0.48G4-P40 G-4 0.30 0.26 0.4

5G4-P41 G-4 0.23 0.23

0.39G4-P42 G-4 0.32 0

.31 0.47G4-P43 G-4 0.

19 0.15 0.08G4-P44 G-4

(0.20) 0.20 0.08G4-P4

5 G-4 0.27 0.27 0.18G4-P

46 G-4 0.30 (0.17) 0.13G4-P47 G-4 0.29 0.21 0.

18G4-P48 G-4 (0.23) (

0.14) 0.14G4-P49 G-4

(0.44) (0.15) 0.29G4-P

50 G-4 0.52 0.48 0.57G4-P51 G-4 0.34 0.28 0.

24G4-P52 G-4 0.35 0.29 0

.52G4-P53 G-4 0.25 0.

24 0.17G4-P54 G-4 0.1

8 (0.15) 0.32G4-P55 G

-4 0.25 0.21 0.49G4-P56 G-4 (0.31) (0.30) 0

.06G4-P57 G-4 0.25 0.

23 0.19G4-P58 G-4 0.3

0 0.26 0.27G4-P59 G-4

0.41 0.38 0.51G4-P60

G-4 0.26 0.23 0.14G4-P61 G-4 0.24 0.20 0.

20G4-P62 G-4 0.24 0.20

0.15G4-P63 G-4 0.50 0.39

0.13G4-P64 G-4 0.28 0

.25 0.llG4-P65 G-4

0.22 (0.10) 0.32G5-P1 G-

5 0.60 0.58 0.25G5-P2 G

-5 0.30 (0.19) 0.llH4-Pl H.Ⅰ-4.5 0.20 0.20 0.12

H4-P2 H.Ⅰ-4.5 0.20 0.19 0

.14H4-P3 H.Ⅰ-4.5 0.38 0.35 0.33 番 号 位 置 長径(m)短径(m)深さ

(m)H4-P4 H.I-4.5 0.26 0.21 0

.18H4-P5 H.Ⅰ-4.5 0.14 0.ll

0.09H4-P6 H.Ⅰ-4.5 0.53 0.5

2 0.62H4-P7 H.Ⅰ-4.5 0.42

0.38 0.10H4-P8 H.Ⅰ-4.5 0.38

0.22 0.31H4-P9 H.I-4.5 0

.35 0.32 0.28H4-Plo H.Ⅰ-4.5

(0.62) (0.48) 0.53H4-Pll H.Ⅰ-4.5 (0.50) (0.25) 0.1

4H4-P12 H.Ⅰ-4.5 0.32 (0.3

2) 0.53H4-P13 H.I-4.5 0.41

(0.41) 0.81H4-P14 H.I-4.5 0.

55 0.48 0.72H4-P15 H.Ⅰ-4.5

(0.36) (0.26) 0.27H4-P16 H.Ⅰ

-4.5 0.32 0.28 0.52H4-P17

H.Ⅰ-4.5 0.48 (0.44) 0.33H4-

P18 H.Ⅰ-4.5 0.52 0.39 0.76H4-P19 H.Ⅰ-4.5 0.50 0.42 0.55

H4-P20 H.Ⅰ-4.5 0.23 0.14

0.08H4-P21 H.Ⅰ-4.5 0.56

(0.42) 0.83H4-P22 H.Ⅰ-4.5

(0.22) (0.16) 0.17H4-P23 H.I-4.5 0.53 (0.52) 0.71

H4-P24 H.Ⅰ-4.5 (0.34) (0.22

) 0.llH4-P25 H.Ⅰ-4.5 0.34

0.28 0.46H4-P26 H.Ⅰ-4.5

(0.48) (0.30) 0.14H4-P27 H.Ⅰ-4.5 (0.46) (0.39) 0.40

H4-P28 H.Ⅰ-4.5 (0.20) (0.

18) -H4-P29 H.Ⅰ-4.5 0.26 0

.20 0.12H4-P30 H.Ⅰ-4.5 0.

44 0.32 0.19H4-P31 H.I-4.

5 0.20 0.16 0.09H4-P32 H

.Ⅰ-4.5 0.30 0.29 0.26H4-P33 H.Ⅰ-4.5 0.50 0.43 0.48

H4-P
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